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对清代服制案件的一考察

―通过秋审程序来看―

赤城　美惠子

传统中国，律在制定时，将亲属间杀伤行为区别于非亲属间杀伤行为，在亲

属关系规定中，又根据其身份关系的不同，制定了更为细致的具体规定。但基本

上，尊长杀伤卑幼，比杀伤凡人处罚要轻，相反卑幼杀伤尊长，比杀伤凡人处罚

重要。然而，清朝秋审判断，对于各种加重事由和减轻事由的积极引入，却缓和

了律对于身份关系的这种严格区分。

清朝律中规定了期功尊长杀害案件要处以斩立决的重罚，但如果具备了可减

轻处罚的事由，就可通过审判程序中的夹签声请改为监候。虽然秋审中，期功尊

长杀害案件因其罪情重大而不能不被认定为情实，但因为已具有了可让死刑延缓

执行的减轻事由，于是很有可能在秋审中被免予勾决（死刑执行），而正是基于

这一点的考虑，免勾二次即可改为缓决的办法被创造了出来。后来也被应用于其

他的尊长杀害案件。另一方面，尊长杀害卑幼，借助于条例也走向了严罚化，事

实上即使是在秋审中，这类案件也不应当全部被认定为可矜、缓决。尊长杀害案

件一旦被认定为情实，被勾决的可能性就会很大，即使勾决被免除，但要想改为

缓决，必须经过十次的免勾。

当然，亲属间的身份关系只是秋审判断时的考虑因素之一，杀害卑幼的尊长

被确定为情实的要件与凡人案件相比要严格的多。如果单纯地就处分方式来看，

律中规定的尊长杀害的斩立决要重于卑幼杀害的绞监侯，但在秋审判断之后，尊

长杀害案件的处分实际上要轻于卑幼杀害案件。
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一　

伝
統
中
国
に
お
け
る
親
属
関
係
と
律
の
規
定―

議
論
枠
組
み

（
一
）
親
属
と
律

　

伝
統
中
国
に
お
い
て
、
律
は
親
属
関
係
に
あ
る
人
間
同
士
に
生
じ
た
犯
罪
を
、
関
係
が
な
い
者
同
士
（「
凡
人
」）
に
生
じ
た
犯
罪
か
ら

分
け
て
規
定
す
る
。「
親
属
」
と
は
男
系
血
族
で
あ
る
「
本
宗
」（「
本
族
」）
と
女
系
血
族
で
あ
る
「
外
姻
」
の
総
称
で
あ
る
。
親
属
間
の

身
分
関
係
は
「
本
宗
」・「
外
姻
」
の
別
、「
服
制
」、「
尊
長
」・「
卑
幼
」
の
別
に
し
た
が
っ
て
細
か
く
区
別
さ
れ
る（

1
）。

　

本
宗
と
外
姻
と
は
呼
称
に
お
い
て
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
祖
父
母
」
と
い
う
語
は
父
の
父
母
の
み
を
指
し
、
母
の
父

母
は
含
ま
れ
な
い
。
母
の
父
母
を
示
す
語
と
し
て
は
「
外
祖
父
母
」
が
あ
る
。
ま
た
父
の
兄
は
「
伯
父
」
弟
は
「
叔
父
」
で
あ
り
（
そ
れ

ぞ
れ
の
妻
と
併
せ
「
伯
叔
父
母
」
と
い
う
）、
父
の
姉
妹
は
「
姑
」
で
あ
り
、
他
方
で
母
の
兄
弟
は
「
舅
」、
姉
妹
は
「
姨
」
で
あ
る
。

　
「
服
制
」
と
は
親
属
間
の
親
疎
を
示
す
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
本
来
、
人
が
死
亡
し
た
場
合
に
い
か
な
る
範
囲
の
親
属
が
い
か
な
る
程
度



東
洋
文
化
硏
究
所
紀
要　

第
百
五
十
五
册

― 2―

の
喪
に
服
す
べ
き
か
を
示
し
た
規
定
で
あ
り
、
喪
服
の
布
地
・
裁
縫
の
様
式
・
喪
に
服
す
べ
き
期
間
に
よ
っ
て
、
①
斬
衰
（
三
年
）、
②

斉
衰
（
三
年
﹇
明
清
に
は
な
い
﹈、
杖
期
﹇
一
周
年
﹈、
不
杖
期
﹇
一
周
年
﹈、
五
月
、
三
月
）、
③
大
功
（
九
月
）、
④
小
功
（
五
月
）、
⑤

緦
麻
（
三
月
）
に
分
別
さ
れ
た
。
①
斬
衰
は
子
が
父
の
た
め
に
、
妻
が
夫
の
た
め
に
す
る
服
で
あ
り
、
②
斉
衰
の
内
不
杖
期
以
外
は
直
系

尊
属
ま
た
は
配
偶
者
の
た
め
に
す
る
服
で
あ
る
。
斉
衰
の
不
杖
期
（
単
に
「
期
」
と
も
称
さ
れ
る
。
こ
れ
に
当
た
る
親
属
は
「
期
親
」）

及
び
③
大
功
、
④
小
功
、
⑤
緦
麻
は
傍
系
親
属
の
た
め
に
す
る
服
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
祖
父
母
」
は
直
系
尊
属
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
斉

衰
の
不
杖
期
で
あ
る
。
基
本
的
に
本
宗
の
傍
系
親
属
に
あ
っ
て
は
、
伯
叔
父
母
・
姑
及
び
父
を
同
じ
く
す
る
も
の
が
期
親
、
祖
父
を
同
じ

く
す
る
も
の
が
大
功
、
曾
祖
を
同
じ
く
す
る
も
の
が
小
功
、
高
祖
を
同
じ
く
す
る
も
の
が
緦
麻
と
な
る
。
外
姻
の
場
合
に
は
、
例
え
ば
外

祖
父
母
及
び
舅
・
姨
は
小
功
と
な
る
。
服
制
は
五
つ
に
分
か
れ
る
た
め
「
五
服
」
と
も
称
さ
れ
る（

２
）。

　
「
尊
長
」・「
卑
幼
」
は
、
親
属
間
の
上
下
関
係
を
示
す
際
に
用
い
ら
れ
る
。「
尊
」
と
は
親
属
の
間
で
も
自
己
よ
り
世
代
の
上
の
人
間
、

「
卑
」
と
は
逆
に
世
代
が
下
の
人
間
を
指
し
、「
長
」
と
は
同
世
代
の
親
属
の
間
で
自
己
よ
り
も
年
齢
が
上
の
人
間
、「
幼
」
と
は
逆
に
同

世
代
の
親
属
の
間
で
自
己
よ
り
も
年
齢
が
下
の
人
間
を
指
す
。
親
属
間
で
め
う
え
一
般
を
指
す
と
き
に
は
「
尊
長
」、
め
し
た
一
般
を
指

す
と
き
に
は
「
卑
幼
」
と
称
さ
れ
る
。

　

律
は
、
殺
傷
行
為
に
つ
い
て
、
凡
人
間
の
そ
れ
と
親
属
間
の
そ
れ
と
を
分
け
て
規
定
す
る
ほ
か
、
親
属
に
当
た
る
場
合
に
は
そ
の
細
か

な
身
分
関
係
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
規
定
を
設
け
て
い
る（

３
）。

律
の
標
目
を
挙
げ
れ
ば
、
例
え
ば
凡
人
の
謀
殺
を
規
定
す
る
の
は
「
謀
殺
人
」、

故
殺
・
闘
殴
殺
を
規
定
す
る
の
は
「
闘
殴
及
故
殺
人
」、
闘
殴
を
規
定
す
る
の
は
「
闘
殴
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
親
属
間
の
謀
殺

は
「
謀
殺
祖
父
母
父
母
」
が
規
定
し
、
故
殺
・
闘
殴
殺
・
闘
殴
は
、
緦
麻
・
小
功
・
大
功
の
関
係
に
あ
れ
ば
「
殴
大
功
以
下
尊
長
」
が
規

定
し
、
期
親
で
あ
れ
ば
「
殴
期
親
尊
長
」
が
規
定
し
、
祖
父
母
父
母
と
子
・
孫
の
間
で
あ
れ
ば
「
殴
祖
父
母
父
母
」
が
規
定
す
る
。
具
体
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的
に
は
、
清
律
に
お
い
て
殴
大
功
以
下
尊
長
及
び
殴
期
親
尊
長
、
殴
祖
父
母
父
母
の
規
定
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る（
丸
数
字
は
筆
者（

４
））。

【
殴
大
功
以
下
尊
長
】

①
お
よ
そ
卑
幼
が
本
宗
及
び
外
姻
の
緦
麻
兄
姉
を
殴
っ
た
場
合
に
は
、
杖
一
百
と
す
る
（
た
だ
殴
っ
た
だ
け
で
も
罪
に
坐
す
）。
小

功
の
兄
姉
を
殴
っ
た
場
合
に
は
、
杖
六
十
徒
一
年
と
す
る
。
大
功
（
の
兄
姉
）
を
殴
っ
た
場
合
に
は
、
杖
七
十
徒
一
年
半
と
す
る
。

尊
属
で
あ
れ
ば
さ
ら
に
お
の
お
の
一
等
を
加
え
る（
尊
属
と
は
父
母
と
同
輩
の
者
で
あ
る
。同
堂
の
伯
叔
父
母
・
姑
、お
よ
び
母
舅
・

母
姨
の
類
の
如
き
で
あ
る
。
外
姻
で
あ
れ
ば
た
だ
緦
麻
兄
姉
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
け
だ
し
姑
舅
両
姨
兄
姉
が
こ
れ
で
あ
る
。
大
功

の
尊
属
と
は
父
の
出
嫁
せ
る
姉
妹
の
類
の
如
き
で
あ
る
。
小
功
の
尊
属
と
は
父
の
同
祖
兄
弟
及
び
姉
妹
、
母
の
兄
弟
姉
妹
の
類
の
如

き
で
あ
る
）。
折
傷
以
上
で
あ
れ
ば
お
の
お
の
凡
闘
傷
に
一
等
を
遞
加
す
る
（
罪
は
杖
一
百
流
三
千
里
に
止
ま
る
）。
篤
疾
で
あ
れ
ば
、

（
大
功
以
下
尊
属
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
）
絞
と
し
、
殺
害
し
た
場
合
に
は
、
斬
と
す
る
（
絞
・
斬
に
つ
い
て
は
、
本
宗
の
小
功
・
大

功
兄
姉
及
び
尊
属
で
あ
れ
ば
即
決
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
は
す
べ
て
監
候
で
あ
る
。
も
し
族
兄
が
過
継
し
て
い
る
場
合
、
族
姉
が
出
嫁

し
て
い
る
場
合
に
は
、
な
お
緦
麻
と
し
て
扱
い
、
無
服
と
す
る
べ
き
で
は
な
い
）。

②
も
し
（
本
宗
お
よ
び
外
姻
の
）
尊
長
が
卑
幼
を
殴
っ
た
場
合
、
折
傷
で
な
け
れ
ば
論
ず
る
な
か
れ
。
折
傷
以
上
と
な
っ
た
場
合
、

緦
麻
（
の
卑
幼
）
で
あ
れ
ば
凡
人
よ
り
一
等
を
減
じ
る
。
小
功
（
の
卑
幼
）
で
あ
れ
ば
二
等
を
減
じ
る
。
大
功
（
の
卑
幼
）
で
あ
れ

ば
三
等
を
減
じ
る
。
殺
害
す
る
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
絞
（
監
候
）
と
す
る
（
故
殺
に
つ
い
て
述
べ
な
い
の
は
、
ま
た
﹇
故
殺
で
あ
っ

て
も
﹈
た
だ
に
絞
に
止
ま
る
か
ら
で
あ
る
）。
そ
の
同
堂
（
の
大
功
）
弟
妹
、（
小
功
の
）
堂
姪
及
び
（
緦
麻
の
）
姪
孫
を
殴
殺
し
た

場
合
に
は
、
杖
一
百
流
三
千
里
と
す
る
（
篤
疾
に
つ
い
て
述
べ
な
い
の
は
、
殺
害
し
た
場
合
で
も
罪
が
こ
れ
に
止
ま
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
律
に
依
っ
て
財
産
の
半
分
を
給
付
し
て
養
贍
と
す
る
）。
故
殺
し
た
場
合
に
は
、
絞
（
監
候
）
と
す
る
（
過
失
殺
に
つ
い
て
述
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べ
な
い
の
は
、
け
だ
し
お
の
お
の
本
条
に
よ
っ
て
収
贖
の
法
を
論
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
兄
の
妻
及
び
伯
叔
母
・
弟
の
妻
及
び
卑
幼
の

婦
に
関
し
て
は
「
殴
夫
親
属
」
律
に
規
定
が
あ
る
。
姪
と
姪
孫
に
関
し
て
は
「
殴
期
親
」
律
に
規
定
が
あ
る
）。

〔
①
凡
卑
幼
殴
本
宗
及
外
姻
緦
麻
兄
姉
、（
但
殴
即
坐
）
杖
一
百
。
小
功
兄
姉
、
杖
六
十
徒
一
年
。
大
功
（
兄
姉
）、
杖
七
十
徒
一
年
半
。

尊
属
、
又
各
加
一
等
（
尊
属
與
父
母
同
輩
者
、
如
同
堂
伯
叔
父
母
・
姑
、
及
母
舅
・
母
姨
之
類
。
外
姻
止
有
緦
麻
兄
姉
、
蓋
姑
舅
両

姨
之
兄
姉
是
也
。
大
功
尊
属
、
如
父
之
出
嫁
姉
妹
之
類
。
小
功
尊
属
、
如
父
之
同
祖
兄
弟
及
姉
妹
、
母
之
兄
弟
・
姉
妹
之
類
）。
折

傷
以
上
、
各
遞
加
凡
闘
傷
一
等
（
罪
止
杖
一
百
流
三
千
里
）。
篤
疾
者
、（
不
問
大
功
以
下
尊
属
、
並
）
絞
。
死
者
、
斬
（
絞
、
斬
、

在
本
宗
小
功
・
大
功
兄
姉
及
尊
属
、
即
決
。
餘
倶
監
候
。
若
族
兄
過
継
、
族
姉
出
嫁
、
仍
依
緦
麻
、
不
可
作
無
服
）。

②
若
（
本
宗
及
外
姻
）
尊
長
殴
卑
幼
、
非
折
傷
、
勿
論
。
至
折
傷
以
上
、
緦
麻
（
卑
幼
）、
減
凡
人
一
等
。
小
功
（
卑
幼
）、
減
二
等
。

大
功
（
卑
幼
）、
減
三
等
。
至
死
者
、
絞
（
監
候
。
不
言
故
殺
者
、
亦
止
於
絞
也
）。
其
殴
殺
同
堂
（
大
功
）
弟
妹
、（
小
功
）
堂
姪

及
（
緦
麻
）
姪
孫
者
、
杖
一
百
流
三
千
里
（
不
言
篤
疾
、
至
死
者
、
罪
止
此
。
仍
依
律
給
付
財
産
一
半
養
贍
）。
故
殺
者
、
絞
（
監
候
。

不
言
過
失
殺
者
、蓋
各
准
本
条
論
贖
之
法
。兄
之
妻
及
伯
叔
母
・
弟
之
妻
及
卑
幼
之
婦
、在
殴
夫
親
属
律
。姪
與
姪
孫
、在
殴
期
親
律
）。〕

【
殴
期
親
尊
長
】

①
お
よ
そ
弟
妹
が
（
同
胞
の
）
兄
姉
を
殴
っ
た
場
合
に
は
（
姉
妹
が
出
嫁
し
、
あ
る
い
は
兄
弟
が
人
の
た
め
に
出
継
し
て
い
て
服
を

降
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
の
罪
は
ま
た
同
じ
で
あ
る
）、
杖
九
十
徒
二
年
半
と
す
る
。
傷
を
負
わ
せ
た
場
合
に
は
、
杖
一
百
徒
三
年
と

す
る
。
折
傷
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
杖
一
百
流
三
千
里
と
す
る
。
刃
傷
を
負
わ
せ
た
場
合
（
こ
の
場
合
軽
重
は
論
じ
な
い
）、
お
よ

び
四
肢
を
折
る
あ
る
い
は
そ
の
一
目
を
つ
ぶ
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、絞
と
す
る（
以
上
は
そ
れ
ぞ
れ
首
従
に
よ
っ
て
判
断
す
る
）。

殺
害
し
た
場
合
に
は
、（
首
従
を
分
か
た
ず
）
み
な
斬
と
す
る
。



清
代
服
制
事
案
に
関
す
る
一
考
察

― 5―

②
も
し
姪
が
伯
叔
父
母
・
姑
（
こ
れ
は
期
親
の
尊
属
で
あ
る
）
を
殴
っ
た
場
合
、
及
び
外
孫
が
外
祖
父
母
（
服
は
小
功
で
あ
る
と
は

い
っ
て
も
、
そ
の
恩
義
は
期
親
と
同
じ
よ
う
に
重
い
）
を
殴
っ
た
場
合
に
は
、
お
の
お
の
（
兄
姉
を
殴
っ
た
罪
に
）
一
等
を
加
え
る

（
加
え
る
場
合
に
は
絞
に
は
至
ら
な
い
。
も
し
刃
傷
・
折
肢
・
瞎
目
の
場
合
に
は
、
ま
た
絞
と
す
る
。
殺
害
に
至
っ
た
場
合
に
は
、

ま
た
み
な
斬
と
す
る
）。

③
そ
の
過
失
殺
傷
の
場
合
に
は
、（
加
等
し
た
上
で
）
お
の
お
の
も
と
の
（
兄
姉
及
び
伯
叔
父
母
・
姑
・
外
祖
父
母
を
）
殺
傷
し
た

罪
か
ら
二
等
を
減
じ
る
（
収
贖
の
限
で
は
な
い
）。
故
殺
し
た
場
合
に
は
、
み
な
（
首
従
を
分
か
た
ず
）
凌
遅
処
死
と
す
る
…
…
。

④
そ
の
（
期
親
の
）
兄
姉
が
弟
妹
を
殴
殺
し
た
場
合
、
及
び
伯
叔
・
姑
が
姪
な
ら
び
に
姪
孫
を
殴
殺
し
た
場
合
、
ま
た
外
祖
父
母
が

外
孫
を
殴
殺
し
た
場
合
に
は
、
杖
一
百
徒
三
年
と
す
る
。
故
殺
し
た
場
合
に
は
、
杖
一
百
流
二
千
里
と
す
る
（
篤
疾
よ
り
折
傷
以
下

に
至
っ
て
は
、
す
べ
て
論
ず
る
な
か
れ
）。
過
失
殺
の
場
合
に
は
、
お
の
お
の
論
ず
る
な
か
れ
。

〔
①
凡
弟
妹
殴
（
同
胞
）
兄
姉
者
、（
姉
妹
雖
出
嫁
、
兄
弟
雖
為
人
後
降
服
、
其
罪
亦
同
）
杖
九
十
徒
二
年
半
。
傷
者
、
杖
一
百
徒
三

年
。
折
傷
者
、
杖
一
百
流
三
千
里
。
刃
傷
（
不
論
軽
重
）
及
折
肢
、
若
瞎
其
一
目
者
、
絞
（
以
上
各
依
首
従
法
）。
死
者
、（
不
分
首

従
）
皆
斬
。

②
若
姪
殴
伯
叔
父
母
・
姑
（
是
期
親
尊
属
）、
及
外
孫
殴
外
祖
父
母
（
服
雖
小
功
、
其
恩
義
與
期
親
並
重
）、
各
加
（
殴
兄
姉
罪
）
一

等
（
加
者
、
不
至
於
絞
。
如
刃
傷
・
折
肢
・
瞎
目
者
、
亦
絞
。
至
死
者
、
亦
皆
斬
）。

③
其
過
失
殺
傷
者
、（
於
加
等
上
）
各
減
本
殺
傷
（
兄
姉
及
伯
叔
父
母
・
姑
・
外
祖
父
母
）
罪
二
等
、（
不
在
収
贖
之
限
）。
故
殺
者
、

皆
（
不
分
首
従
）
凌
遅
処
死
…
…
。

④
其
（
期
親
）
兄
姉
殴
殺
弟
妹
、
及
伯
叔
・
姑
殴
殺
姪
並
姪
孫
、
若
外
祖
父
母
殴
殺
外
孫
者
、
杖
一
百
徒
三
年
。
故
殺
者
、
杖
一
百
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流
二
千
里
（
篤
疾
至
折
傷
以
下
、
倶
勿
論
）。
過
失
殺
者
、
各
勿
論
。〕

【
殴
祖
父
母
父
母
】

①
お
よ
そ
子
・
孫
が
祖
父
母
・
父
母
を
殴
っ
た
場
合
、
及
び
妻
妾
が
夫
の
祖
父
母
・
父
母
を
殴
っ
た
場
合
に
は
、
み
な
斬
と
す
る
。

殺
害
し
た
場
合
に
は
、
み
な
凌
遅
処
死
と
す
る
。
…
…
過
失
殺
の
場
合
に
は
、
杖
一
百
流
三
千
里
と
し
、
過
失
傷
の
場
合
に
は
、
杖

一
百
徒
三
年
と
す
る
（
と
も
に
収
贖
の
例
に
は
在
ら
ず
）。

②
そ
の
子
・
孫
が
教
令
に
違
犯
し
、
そ
の
た
め
祖
父
母
・
父
母
が
（
法
に
よ
っ
て
決
罰
せ
ず
に
、
ほ
し
い
ま
ま
に
殴
打
を
加
え
）
道

理
に
あ
ら
ず
し
て
殴
殺
し
た
場
合
に
は
、
杖
一
百
と
す
る
。
故
殺
し
た
場
合
に
は
（
教
令
違
犯
の
罪
が
な
い
と
き
に
故
殺
と
な
る
）、

杖
六
十
徒
一
年
と
す
る
。
嫡
・
継
・
慈
・
養
母
が
殺
害
し
た
場
合
に
は
（
結
局
は
親
母
と
は
異
な
る
。
殴
殺
・
故
殺
い
ず
れ
の
場
合

も
）
お
の
お
の
一
等
を
加
え
、
絶
嗣
を
い
た
し
た
場
合
に
は
、（
殴
殺
・
故
殺
い
ず
れ
も
）
絞
（
監
候
）
と
す
る
…
…
。

〔
①
凡
子
孫
殴
祖
父
母
・
父
母
、
及
妻
妾
殴
夫
之
祖
父
母
・
父
母
者
、
皆
斬
。
殺
者
、
皆
凌
遅
処
死
。
…
…
過
失
殺
者
、
杖
一
百
流

三
千
里
、
傷
者
、
杖
一
百
徒
三
年
（
倶
不
在
収
贖
之
例
）。

②
其
子
孫
違
犯
教
令
、
而
祖
父
母
・
父
母
（
不
依
法
決
罰
而
横
加
殴
打
）、
非
理
殴
殺
者
、
杖
一
百
。
故
殺
者
（
無
違
犯
教
令
之
罪

為
故
殺
）、
杖
六
十
徒
一
年
。
嫡
・
継
・
慈
・
養
母
殺
者
（
終
與
親
母
有
間
。
殴
殺
・
故
殺
）、
各
加
一
等
、
致
令
絶
嗣
者
、（
殴
殺
・

故
殺
）
絞
（
監
候
）
…
…
。〕

　

例
え
ば
闘
殴
殺
（
闘
殴
の
結
果
殺
害
し
て
し
ま
っ
た
場
合
）
を
加
害
者
・
被
害
者
の
親
属
関
係
に
着
目
し
て
整
理
す
る
と
次
頁
の
表
の

よ
う
に
な
る
。
凡
人
の
闘
殴
殺
が
絞
監
候
と
な
る（

５
）の

に
比
し
て
、
基
本
的
に
、
尊
長
の
卑
幼
へ
の
殺
傷
行
為
に
対
す
る
刑
罰
は
凡
人
の
場

合
よ
り
も
軽
く
、
逆
に
卑
幼
の
尊
長
へ
の
殺
傷
行
為
に
対
す
る
刑
罰
は
凡
人
よ
り
も
重
く
規
定
さ
れ
る
。
こ
の
傾
向
は
親
属
関
係
が
密
で
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あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
強
く
、
逆
に
関
係
が
疎
に
な
れ
ば

凡
人
に
近
づ
く
。

　

こ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
背
景
に
は
、
家
族
主
義

的
・
孝
道
主
義
的
認
識
が
存
在
す
る（

６
）。

す
な
わ
ち
、

親
属
の
間
で
は
、
め
う
え
の
者
は
め
し
た
の
者
が
な

す
非
行
を
諫
め
、
時
に
懲
罰
を
加
え
つ
つ
正
し
い
道

に
導
く
責
務
を
負
い
、
そ
の
責
務
は
近
親
者
に
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
に
増
大
す
る
。
逆
に
め
し
た
の
者
は
め

う
え
の
者
に
は
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
め
う
え

の
者
に
逆
ら
い
、
あ
ま
つ
さ
え
暴
力
を
振
る
う
こ
と

は
、
凡
人
間
の
暴
力
行
為
よ
り
も
は
る
か
に
悪
性
の

高
い
行
為
と
判
断
さ
れ
る
。

（
二
）
問
題
の
所
在

　

清
律
の
上
記
の
規
定
は
唐
・
明
律
に
由
来
す

る
が（

７
）、

唐
・
明
律
と
大
き
く
異
な
る
の
は
律
の
中
で

表　闘殴殺に対する処罰

加害者 被害者 刑

祖父母父母 違犯教令の子・孫 杖一百

期親尊長 期親卑幼 杖一百徒三年

外祖父母 外孫 杖一百徒三年

大功・小功・緦麻尊長 同堂大功弟妹・小功堂
姪・緦麻姪孫 杖一百流三千里

大功・小功・緦麻尊長 大功・小功・緦麻卑幼 絞監候

嫡・継・慈・養母 子・孫 絞監候（絶嗣の場合）

凡人 凡人 絞監候

緦麻卑幼 緦麻尊長 斬監候

期親・大功・小功卑幼 期親・大功・小功尊長 斬立決

子・孫 祖父母父母 凌遅処死
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「
立
決
」・「
監
候
」
を
区
別
し
て
規
定
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
立
決
と
は
判
決
後
た
だ
ち
に
執
行
さ
れ
る
処
遇
で
あ
り
、
監
候
と
は
判

決
後
再
審
理
手
続
き
を
経
て
、
実
際
に
執
行
か
否
か
を
定
め
ら
れ
る
処
遇
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
唐
の
獄
官
令
は
、「
決
不
待
時
」（
処
決
す

る
の
に
時
期
を
待
た
な
い
）
で
あ
る
「
悪
逆
」
以
上
の
犯
罪
お
よ
び
奴
婢
・
部
曲
の
主
人
殺
し
を
除
き
、
立
春
以
後
秋
分
以
前
に
死
刑
を

執
行
し
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
た（

８
）。

悪
逆
以
上
の
犯
罪
と
は
、
と
り
わ
け
悪
む
べ
き
犯
罪
と
さ
れ
る
十
の
罪
（「
十
悪
」）
の
う
ち
、

「
謀
反
」（
皇
帝
に
危
害
を
加
え
よ
う
と
謀
る
）、「
謀
大
逆
」（
宗
廟
・
山
陵
・
宮
闕
を
破
壊
し
よ
う
と
謀
る
）、「
謀
叛
」（
本
朝
に
背
き
、

外
国
あ
る
い
は
偽
王
朝
に
従
お
う
と
謀
る
）、「
悪
逆
」（
祖
父
母
父
母
を
殴
り
、
殺
害
し
よ
う
と
謀
り
、
伯
叔
父
母
・
姑
・
兄
姉
・
外
祖

父
母
・
夫
・
夫
の
祖
父
母
父
母
を
殺
害
す
る
）
で
あ
る（

９
）。

明
朝
は
こ
の
方
式
を
踏
襲
し
、
洪
武
三
〇
（
一
三
九
七
）
年
及
び
弘
治
一
〇
（
一

四
九
七
）
年
に
、
律
に
規
定
さ
れ
る
個
々
の
死
刑
犯
罪
が
い
っ
た
い
決
不
待
時
な
の
か
、
そ
れ
以
外
（「
秋
後
処
決
」
と
い
う
文
言
が
用

い
ら
れ
る
）
で
あ
る
の
か
を
定
め
た（

10
）。

も
と
も
と
秋
後
処
決
と
は
文
字
通
り
「
秋
以
降
に
処
決
す
る
」
と
い
う
処
遇
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
い
か
な
る
経
緯
が
あ
っ
た
の
か
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
秋
後
処
決
の
前
に
再
度
審
理
し
て
執
行
と
否
と
を
定
め
る
と

い
う
手
順
が
入
り
込
ん
で
く
る
。
天
順
二
（
一
四
五
八
）
年
に
は
在
京
の
秋
後
処
決
人
犯
に
つ
い
て
、
弘
治
二
（
一
四
八
九
）
年
に
は
在

外
の
秋
後
処
決
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
再
審
理
の
実
施
が
命
じ
ら
れ
た（

11
）。

清
朝
は
決
不
待
時
と
秋
後
処
決
の
区
別
を
律
の
中
に
立
決
・
監

候
と
し
て
書
き
加
え
、
監
候
に
対
す
る
再
審
理
手
続
で
あ
る
「
朝
審
」・「
秋
審
」
を
整
備
し
て
い
っ
た（

12
）。

　

清
朝
に
お
い
て
裁
判
は
官
僚
機
構
が
司
り（

13
）、

官
僚
た
ち
は
律
例
に
従
っ
て
擬
罪
し
、
上
申
し
て
上
官
の
裁
可
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。
刑
罰
の
重
さ
に
応
じ
て
最
終
的
な
決
定
者
が
決
ま
っ
て
お
り
、
死
刑
案
件
に
つ
い
て
は
皇
帝
が
決
定
者
と
し
て
官
僚
か
ら
も
た
ら
さ

れ
る
上
奏
文
を
検
討
し
、
凌
遅
処
死
・
斬
立
決
・
斬
監
候
・
絞
立
決
・
絞
監
候
を
判
断
し
た
。
皇
帝
の
裁
可
を
経
て
斬
監
候
・
絞
監
候
と

判
断
さ
れ
た
人
犯
は
、
秋
審
に
お
い
て
さ
ら
に
個
別
具
体
的
な
罪
情
を
も
と
に
審
理
さ
れ
、
死
刑
執
行
相
当
の
「
情
実
」、
死
刑
執
行
か
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減
刑
か
の
判
断
を
翌
年
ま
で
延
ば
す
「
緩
決
」、
減
刑
相
当
の
「
可
矜
」
へ
と
分
別
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
情
実
の
う
ち
若
干
名

が
「
勾
決
」（
最
終
的
な
死
刑
執
行
命
令
）
を
与
え
ら
れ
て
、
実
際
に
執
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
、
斬
刑
で
あ
っ
て
も
執
行
さ

れ
な
い
も
の
（
秋
審
で
緩
決
・
可
矜
に
分
類
さ
れ
た
場
合
）
が
存
在
す
る
一
方
で
、
絞
刑
で
あ
っ
て
も
執
行
さ
れ
る
も
の
（
立
決
と
な
る

場
合
、
あ
る
い
は
秋
審
で
情
実
勾
決
と
な
る
場
合
）
が
存
在
す
る
。
中
国
の
刑
罰
体
系
と
し
て
五
刑
二
十
等
が
あ
る
こ
と
は
夙
に
有
名
で

あ
る
が
、
そ
の
目
盛
の
中
で
斬
は
絞
よ
り
も
重
い
刑
罰
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
種
々
の
要
件
を
勘
案
し
た
上
で

刑
罰
体
系
の
中
で
斬
あ
る
い
は
絞
に
分
類
さ
れ
な
が
ら
も
、
秋
審
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
方
は
死
刑
執
行
さ
れ
一
方
は
死
刑
執
行
さ

れ
な
い
（
さ
ら
に
は
減
刑
執
行
さ
れ
る
）
と
い
う
よ
う
に
、
最
終
的
な
処
遇
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

服
制
事
案
に
お
い
て
も
こ
の
問
題
が
当
て
は
ま
る
。
む
し
ろ
服
制
事
案
は
よ
り
大
き
な
影
響
を
蒙
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
確
か
に

服
制
事
案
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
刑
罰
の
種
類
に
着
目
す
る
と
、
大
功
・
小
功
・
緦
麻
関
係
で
は
卑
幼
に
よ
る
尊
長
の
殺
害
は
軽
く
て
も

斬
で
あ
り
、
尊
長
に
よ
る
卑
幼
の
殺
害
は
重
く
て
絞
で
あ
っ
て
、
五
刑
二
十
等
の
目
盛
の
中
で
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
配
分
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
立
決
か
監
候
か
と
い
っ
た
視
点
か
ら
眺
め
て
み
て
も
、
尊
長
に
よ
る
卑
幼
殺
害
は
決
し
て
立
決
と
な
る
こ
と
は
な
い
。
そ
こ
に

は
明
確
な
差
が
存
在
す
る
。
し
か
し
秋
審
が
介
在
す
る
こ
と
で
、
こ
の
差
は
あ
い
ま
い
な
も
の
と
な
る
。
そ
の
上
、
実
際
に
は
斬
立
決
と

な
る
期
親
・
大
功
・
小
功
卑
幼
の
尊
長
殺
害
が
、裁
判
過
程
を
経
て
監
候
に
改
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、そ
う
な
れ
ば
他
の
監
候
事
案
共
々

秋
審
に
お
い
て
情
実
・
緩
決
・
可
矜
を
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
理
屈
の
上
で
は
、
た
と
え
斬
立
決
と
規
定
さ
れ
る
よ
う
な
重
大
な
犯

罪
で
あ
っ
て
も
、
秋
審
を
経
て
少
な
く
と
も
そ
の
死
刑
執
行
を
免
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
す
な
わ
ち
、
律
に
示
さ
れ
る
抽
象
化
さ
れ
た

親
属
関
係
と
は
別
に
、
定
案
時
あ
る
い
は
秋
審
に
お
い
て
個
別
具
体
的
な
事
情
を
組
み
込
ん
だ
上
で
定
め
ら
れ
る
処
遇
に
反
映
さ
れ
る
親

属
関
係
が
存
在
し
、
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
前
者
ほ
ど
に
明
解
な
関
係
性
を
提
示
し
得
な
い
。
秋
審
後
の
処
遇
に
目
を
向
け
る
こ
と
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は
、
清
代
に
お
け
る
親
属
関
係
を
捉
え
直
す
端
緒
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

14
）。

二　

期
功
尊
長
殺
害
の
事
案

（
一
）
立
決
か
ら
監
候
へ

　

律
に
従
え
ば
卑
幼
に
よ
る
期
親
・
大
功
・
小
功
尊
長
殺
害
は
斬
立
決
と
な
る
。
し
か
る
に
成
案
集
か
ら
は
、
康
煕
朝
よ
り
、
定
案
に
際

し
て
、
救
父
情
切
や
聴
従
父
命
、
あ
る
い
は
誤
殺
や
絶
嗣
の
回
避
を
理
由
と
し
て
、
死
を
免
ぜ
ら
れ
枷
號
杖
責
や
あ
る
い
は
流
罪
へ
の
減

等
と
な
る
、
ま
た
は
斬
監
候
に
改
擬
さ
れ
る
と
い
っ
た
事
例
が
存
在
し
た
こ
と
が
窺
え
る（

15
）。

　

監
候
に
改
め
る
際
に
は
も
と
も
と
「
援
例
両
請
」
と
い
う
手
続
が
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
乾
隆
八
（
一
七
四
三
）
年
に
そ

の
適
用
に
制
限
が
設
け
ら
れ
た
。

大
学
士
等
が
﹇
刑
部
左
侍
郎
盛
安
が
上
奏
し
て
き
た
﹈
次
の
件
に
つ
い
て
会
議
し
た
。
刑
部
左
侍
郎
盛
安
は
…
…
ま
た
次
の
よ
う
に

奏
称
し
て
い
る
。
弟
が
胞
兄
を
殴
り
殺
害
す
る
と
い
う
律
が
ま
さ
に
斬
立
決
と
規
定
す
る
事
案
に
お
い
て
、
そ
の
罪
情
に
あ
わ
れ
む

べ
き
点
が
あ
る
場
合
に
、
該
督
撫
の
中
に
は
斬
監
候
に
改
め
る
べ
き
や
否
や
と
奏
請
し
て
く
る
者
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
後
に
は
親
姪

が
伯
叔
を
殺
害
し
た
場
合
に
も
、
督
撫
の
中
に
は
斬
監
候
に
改
め
る
べ
き
や
否
や
と
奏
請
し
て
く
る
者
が
で
て
き
た
。
伯
叔
は
情
は

親
し
く
分
は
尊
で
あ
る
。
子
姪
た
る
者
が
敢
え
て
う
ち
か
か
っ
て
伯
叔
の
命
を
致
傷
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
倫
紀
に
関
係
す
る
の
で

あ
る
。
嗣
後
、
も
し
こ
の
よ
う
な
案
件
が
あ
れ
ば
、
旧
案
を
濫
引
し
て
両
請
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
。
ま
た
奏
す
る
と
こ
ろ
の
如
く

す
る
べ
き
で
あ
る
。
も
し
は
た
し
て
情
罪
の
じ
つ
に
ゆ
る
す
べ
き
場
合
が
あ
れ
ば
、
た
だ
題
本
の
中
で
そ
の
こ
と
を
声
明
す
る
に
止
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め
、
法
司
が
核
覆
し
て
旨
が
下
っ
て
定
奪
さ
せ
る
の
を
ま
つ
べ
き
で
あ
る
。
も
し
不
符
の
事
案
を
濫
引
し
て
朦
朧
に
も
題
請
し
て
く

る
者
が
あ
れ
ば
、
察
出
し
て
例
に
照
ら
し
て
部
に
交
し
議
処
せ
し
む
、
と
。
こ
れ
に
従
う
。

〔
大
学
士
等
会
議
。
刑
部
左
侍
郎
盛
安
…
…
又
奏
称
、
弟
殴
胞
兄
致
死
律
応
斬
決
案
内
、
其
情
有
可
憫
者
、
該
督
撫
有
可
否
改
為
斬

監
候
之
請
。
其
後
至
有
親
姪
殺
伯
叔
者
、
督
撫
亦
有
可
否
改
為
斬
監
候
之
請
。
伯
叔
情
親
而
分
尊
。
為
子
姪
者
、
敢
於
抵
格
、
致
傷

伯
叔
之
命
、
事
関
倫
紀
。
嗣
後
遇
有
此
等
案
件
、
不
得
濫
引
旧
案
雙
請
。
亦
応
如
所
奏
。
如
果
有
情
実
可
原
者
、
止
令
於
本
内
声
明
、

俟
法
司
核
覆
、
候
旨
定
奪
。
倘
有
濫
引
不
符
之
案
、
朦
朧
題
請
者
、
察
出
照
例
交
部
議
処
。
従
之（

16
）。〕

尊
長
殺
害
の
中
で
も
、
尊
属
に
当
た
る
伯
叔
を
殺
害
し
た
場
合
に
は
よ
り
厳
し
く
し
て
「
援
例
両
請
」
を
許
さ
ず
、
軽
減
事
由
が
あ
れ
ば

題
本
の
中
で
そ
れ
を
声
明
す
る
に
止
め
よ
と
い
う
。「
援
例
両
請
」
の
実
態
は
判
明
し
な
い
が
、
官
僚
が
成
案
を
援
用
し
て
監
候
と
す
る

べ
き
や
否
や
に
つ
い
て
上
奏
文
の
中
で
言
及
す
る
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
重
大
事
案
に
つ
い
て
酌
量
す
る
べ
き
事
情
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
そ
れ
を
量
刑
に
反
映
さ
せ
る
の
は
あ
く
ま
で
も
皇
帝
で
あ
っ
て
、
官
僚
が
減
刑
に
関
し
て
口
を
差
し
挟
む
べ
き
で
は
な
い
と
い
う

認
識
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

こ
の
決
定
を
う
け
て
、
乾
隆
一
一
（
一
七
四
六
）
年
に
次
の
条
例
が
纂
修
さ
れ
る
。

姪
が
期
親
の
伯
叔
を
殴
り
殺
害
し
た
場
合
、
該
督
撫
は
す
べ
て
律
に
依
り
て
定
擬
せ
よ
。
も
し
果
た
し
て
罪
情
に
ゆ
る
す
べ
き
が
あ

れ
ば
、
た
だ
に
案
情
を
声
明
す
る
に
止
め
、
法
司
が
詳
核
し
て
、
奏
請
定
奪
せ
よ
。
も
し
旧
案
を
濫
引
し
て
両
請
す
る
も
の
が
あ
れ

ば
、
該
督
撫
を
ば
部
に
交
し
て
議
処
さ
せ
る
。

〔
姪
殴
期
親
伯
叔
至
死
、
該
督
撫
倶
依
律
定
擬
。
如
果
情
有
可
原
者
、
止
将
案
情
声
明
、
法
司
詳
核
、
奏
請
定
奪
。
倘
有
濫
引
旧
案

両
請
者
、
将
該
督
撫
交
部
議
処（

17
）。〕
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こ
の
条
例
は
姪
に
よ
る
期
親
伯
叔
殺
害
に
限
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
乾
隆
一
三
年
（
一
七
四
八
）
に
は
「
卑
幼
に
よ
る
服
制
関
係

に
あ
る
尊
長
の
殺
害
」
を
対
象
と
し
た
射
程
の
よ
り
広
い
の
規
定
が
作
成
さ
れ
た
。

お
よ
そ
有
服
尊
長
を
殴
死
し
た
も
の
の
罪
情
が
軽
い
事
案
﹇
す
な
わ
ち
刑
罰
を
軽
減
す
べ
き
要
素
を
有
す
る
事
案
﹈
は
、
該
督
撫
は

律
例
に
按
じ
て
定
擬
し
、
た
だ
案
内
に
お
い
て
叙
明
す
る
に
と
ど
め
、
両
請
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
法
司
が
会
同
し
て
核
覆
す
る

が
、
そ
れ
も
ま
た
本
条
に
照
ら
し
て
擬
罪
せ
よ
。
そ
の
両
請
の
旧
例
は
一
概
に
停
止
す
る
。
も
し
そ
の
犯
罪
の
情
節
を
し
ら
べ
た
と

こ
ろ
実
に
矜
憫
す
べ
き
場
合
に
は
、
夾
簽
し
て
声
明
し
、
欽
定
を
恭
候
せ
よ
。

〔
凡
殴
死
有
服
尊
長
情
軽
之
案
、
該
督
撫
按
律
例
定
擬
止
於
案
内
叙
明
、
不
得
両
請
。
法
司
会
同
核
覆
、
亦
照
本
条
擬
罪
。
其
両
請

旧
例
一
概
停
止
。
若
核
其
所
犯
情
節
実
可
矜
憫
者
、
夾
簽
声
明
、
恭
候
欽
定（

18
）。〕

こ
の
規
定
は
乾
隆
一
六
（
一
七
五
一
）
年
に
条
例
と
し
て
纂
修
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
乾
隆
一
一
年
の
条
例
が
対
象
と
す
る
「
姪
殴
期
親

伯
叔
至
死
」
を
も
包
括
し
て
お
り
、
結
果
と
し
て
乾
隆
一
一
年
の
条
例
は
削
除
さ
れ
る
に
至
る（

19
）。

そ
の
後
、
嘉
慶
六
（
一
八
〇
一
）
年
に

は
当
該
規
定
の
射
程
の
明
確
化
の
た
め
に（

20
）、

道
光
二
（
一
八
二
二
）
年
に
は
夾
簽
声
明
す
る
か
否
か
の
判
断
の
ポ
イ
ン
ト
の
明
確
化
の
た

め
に（

21
）、

そ
れ
ぞ
れ
改
変
が
加
え
ら
れ
た
も
の
の
、
清
末
ま
で
こ
の
規
定
は
存
在
し（

22
）、

卑
幼
に
よ
る
尊
長
殺
害
の
事
案
を
立
決
か
ら
監
候
へ

と
改
め
る
際
に
用
い
ら
れ
た（

23
）。

（
二
）
秋
審
に
お
け
る
処
理―

情
実
服
制
冊

　

さ
て
、「
監
候
秋
後
処
決
」
の
命
が
下
っ
た
人
犯
は
、
律
例
上
監
候
を
規
定
さ
れ
て
い
る
犯
罪
で
あ
ろ
う
と
、
あ
る
い
は
律
例
上
立
決
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を
規
定
さ
れ
な
が
ら
裁
判
手
続
き
を
経
て
監
候
に
改
め
ら
れ
た
場
合
で
あ
ろ
う
と
、一
様
に
秋
審
に
お
い
て
審
理
を
う
け
、情
実
・
緩
決
・

可
矜
へ
と
分
別
さ
れ
る
。

　

秋
審
手
続
に
お
い
て
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
手
順
が
踏
ま
れ
る
。各
省
に
お
い
て
、総
督
・
巡
撫
が
中
心
と
な
り
審
理
を
加
え
て
情
実
・

緩
決
・
可
矜
を
判
断
し
、
そ
の
結
果
を
五
月
中
に
皇
帝
に
上
奏
し
、
同
時
に
刑
部
へ
も
送
付
す
る
。
刑
部
は
、
督
撫
の
審
理
と
平
行
し
て
、

自
ら
も
原
案
を
作
成
し
て
お
く
。
な
お
、
朝
審
の
場
合
に
は
刑
部
の
み
が
原
案
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
八
月
後
半
か
ら
九
月

に
か
け
て
九
卿
会
審
が
開
か
れ
、
九
卿
等
は
督
撫
原
案
・
刑
部
原
案
を
も
と
に
情
実
・
緩
決
・
可
矜
の
原
案
を
作
成
し
て
皇
帝
へ
と
上
奏

し
、
裁
可
を
仰
ぐ
。
情
実
と
定
ま
っ
た
人
犯
に
つ
い
て
は
刑
科
が
皇
帝
の
意
思
を
確
認
す
る
た
め
に
覆
奏
を
行
う
。
皇
帝
は
、
そ
れ
で
も

な
お
情
実
と
判
断
さ
れ
る
人
犯
の
中
か
ら
若
干
を
選
び
出
し
て
勾
決
を
与
え
る
。
勾
決
か
否
か
を
判
断
す
る
手
続
を
「
勾
到
」
と
い
う
。

勾
決
を
免
れ
た
（「
免
勾
」）
人
犯
は
緩
決
人
犯
と
と
も
に
翌
年
の
秋
審
で
再
度
審
理
を
う
け
る
こ
と
と
な
る
。

　

秋
審
に
お
い
て
は
、
情
実
と
な
っ
て
皇
帝
か
ら
勾
決
を
与
え
ら
れ
死
刑
執
行
さ
れ
る
か
、
或
い
は
可
矜
と
判
断
さ
れ
て
減
刑
執
行
さ
れ

る
か
で
な
け
れ
ば
、
何
度
も
秋
審
で
の
審
理
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
執
行
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
都
度
緩
決
に
入
れ
ら
れ
る
、
或
い
は

情
実
と
な
る
も
免
勾
と
な
る
人
犯
が
存
在
し
、
そ
の
よ
う
な
人
犯
は
秋
審
を
重
ね
る
毎
に
累
積
す
る
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

清
朝
は
回
数
を
重
ね
た
緩
決
人
犯
を
折
に
触
れ
て
減
刑
執
行
し
た（

24
）。

ま
た
免
勾
を
繰
り
返
し
た
情
実
人
犯
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
乾
隆
一

四
（
一
七
四
九
）
年
に
は
、
そ
の
年
の
秋
審
で
免
勾
と
な
っ
た
場
合
に
は
次
の
秋
審
で
は
緩
決
に
改
め
る
よ
う
皇
帝
が
命
じ
て
い
る（

25
）。

　

こ
の
よ
う
な
秋
審
手
続
の
中
で
、
と
り
わ
け
立
決
か
ら
監
候
へ
と
改
め
ら
れ
た
事
案
、
す
な
わ
ち
卑
幼
に
よ
る
期
功
尊
長
殺
害
事
案
に

対
し
て
い
か
な
る
判
断
を
す
る
べ
き
か
と
い
う
点
は
早
々
に
問
題
視
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
乾
隆
初
期
の
檔
案
史
料
に
よ
れ
ば
当
時
こ
の

類
型
の
犯
罪
に
対
し
て
緩
決
と
判
断
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が（

26
）、

乾
隆
一
六
（
一
七
五
一
）
年
一
〇
月
四
日
に
す
べ
て
情
実
と
判
断
す
る
べ
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き
で
あ
る
と
の
上
諭
が
出
さ
れ
て
い
る（

27
）。

刑
部
が
進
呈
し
て
き
た
湖
広
省
の
秋
審
本
内
の
斬
犯
滕
有
伯
に
つ
い
て
、
該
撫
は
も
と
も
と
情
実
に
擬
し
て
具
題
し
た
が
、
九
卿
は

会
審
し
て
そ
の
救
母
の
情
の
切
な
る
を
も
っ
て
緩
決
に
改
入
し
た
。
殊
に
軽
重
を
失
し
て
い
る
。
滕
有
伯
は
大
功
服
兄
に
対
し
て
棍

棒
で
う
ち
か
か
り
殺
害
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
三
法
司
は
律
に
按
じ
て
核
覆
し
て
擬
し
て
斬
立
決
と
し
、
朕
が
旨
を
降
し
て
改
め
て

擬
し
て
斬
監
候
と
し
て
、
そ
の
た
だ
ち
に
正
法
す
る
の
を
免
じ
た
。
す
な
わ
ち
該
犯
の
救
母
の
情
が
切
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
は
、

す
で
に
格
外
の
寛
典
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
し
秋
審
の
時
に
さ
ら
に
緩
決
に
擬
し
て
し
ま
え
ば
、
僅
に
形
式
的
に
重
辟
の
罪
名

を
与
え
る
の
み
で
、
い
ず
れ
は
矜
減
の
列
に
入
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
ひ
い
て
は
倫
紀
を
軽
視
し
て
い
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
刑
を
明
ら
か
に
し
て
教
を
弼
け
る
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
端
が
ひ
と
た
び
開
か
れ
れ
ば
、
ま
さ
に
恨

み
を
抱
い
て
犯
罪
を
行
お
う
と
い
う
者
に
、
転
じ
て
父
母
を
も
っ
て
起
釁
の
理
由
と
し
て
そ
の
毒
手
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
こ
と
を

可
能
と
し
て
し
ま
う
。
愚
民
は
ま
す
ま
す
畏
懼
す
る
こ
と
が
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

〔
刑
部
進
呈
湖
広
省
秋
審
本
内
斬
犯
滕
有
伯
、
該
撫
原
擬
情
実
具
題
、
九
卿
会
核
以
其
救
母
情
切
改
入
緩
決
。
殊
失
軽
重
。
滕
有
伯

棍
格
致
斃
大
功
服
兄
、
従
前
三
法
司
按
律
核
覆
擬
斬
立
決
、
経
朕
降
旨
改
為
擬
斬
監
候
、
免
其
即
行
正
法
。
是
該
犯
救
母
情
節
之
処
、

已
邀
格
外
寛
典
矣
。
若
于
秋
審
之
時
、
復
擬
緩
決
、
僅
虚
予
以
重
辟
罪
名
、
久
且
入
于
矜
減
之
列
、
是
乃
軽
視
倫
紀
。
豈
明
刑
弼
教

之
意
。
此
端
一
開
、
将
使
挟
仇
干
犯
者
、
転
以
父
母
為
起
釁
之
由
、
得
肆
其
毒
手
、
愚
民
益
無
畏
懼
。〕

問
題
と
見
な
さ
れ
た
の
は
、
定
案
時
に
立
決
か
ら
監
候
へ
と
改
め
る
と
き
に
考
慮
し
た
事
由
を
、
秋
審
時
に
重
ね
て
軽
減
要
素
と
し
て
考

慮
し
て
も
よ
い
の
か
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
律
が
斬
立
決
と
規
定
す
る
よ
う
な
重
大
犯
罪
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
判
決
後
直

ち
に
執
行
せ
ず
、
秋
審
に
お
い
て
情
実
す
な
わ
ち
死
刑
執
行
の
枠
組
み
に
も
入
れ
な
い
な
ど
と
い
う
処
置
を
と
れ
ば
、
律
の
規
定
が
意
味
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を
な
さ
な
く
な
る
と
い
う
危
惧
が
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
前
年
の
乾
隆
一
五
（
一
七
五
〇
）
年
に
は
緩
決
五
次
以
上
人
犯
対
象
と
し
た
減

刑
執
行
を
、
さ
ら
に
乾
隆
一
六
年
正
月
に
は
緩
決
三
次
以
上
人
犯
を
対
象
と
し
た
減
刑
執
行
を
実
施
し
て
お
り（

28
）、

乾
隆
帝
の
脳
裏
に
緩
決

と
な
れ
ば
遠
か
ら
ず
減
刑
執
行
の
可
能
性
あ
り
と
の
認
識
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
か
か
る
処
遇
枠
組
み
に
重
大
犯
罪
を
入
れ
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。

　

皇
帝
は
さ
ら
に
実
務
の
問
題
に
も
言
及
す
る
。

そ
の
上
、
各
省
の
督
撫
は
九
卿
が
す
で
に
改
擬
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
案
件
に
対
し
て
、
必
ず
や
緩
決
を

も
っ
て
上
奏
し
て
く
る
者
が
で
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
九
卿
が
そ
の
事
情
が
や
や
重
大
で
あ
る
と
判
断
す
れ
ば
、﹇
督
撫
が
緩
決

と
判
断
し
て
き
た
事
案
を
今
度
は
﹈
必
ず
や
情
実
に
改
め
る
場
合
が
あ
り
、
言
官
は
さ
ら
に
前
案
を
援
引
し
て
あ
ら
そ
い
、
ま
す
ま

す
聚
訟
紛
紜
を
致
す
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
法
紀
を
明
ら
か
に
し
て
簡
要
を
尊
ぶ
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

〔
且
各
省
督
撫
以
九
卿
既
経
改
擬
、
凡
属
此
等
案
件
、
必
有
以
緩
決
為
請
者
。
設
九
卿
因
其
情
節
稍
重
、
又
必
有
改
為
情
実
者
、
而

言
官
復
援
前
案
相
較
、
益
致
聚
訟
紛
紜
。
非
所
以
明
法
紀
而
崇
簡
要
也
。〕

こ
の
点
は
、
情
実
と
緩
決
の
線
引
き
を
ど
こ
に
持
っ
て
く
る
の
か
、
そ
れ
を
ど
こ
ま
で
明
ら
か
に
す
る
の
か
と
い
う
問
題
に
直
結
す
る
。

今
回
は
「
救
母
情
切
」
が
線
引
き
の
基
準
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
事
案
は
千
差
万
別
で
、「
救
母
情
切
」
に
よ
る
期

功
尊
長
殺
害
の
事
案
に
も
軽
重
の
差
は
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
、「
救
母
情
切
」
と
い
う
罪
情
を
軽
減
す
る
よ
う
な
事
由
を
有

し
な
が
ら
も
、
そ
れ
と
同
時
に
罪
情
が
重
い
と
判
断
さ
れ
る
よ
う
な
事
由
を
も
有
す
る
事
案
に
つ
い
て
、
後
者
が
重
視
さ
れ
れ
ば
当
該
事

案
を
情
実
と
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
そ
の
時
に
は
、
で
は
い
か
な
る
点
で
そ
れ
ぞ
れ
の
事
案
が
異
な
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
緩
決

或
い
は
情
実
を
主
張
す
る
官
が
そ
れ
ぞ
れ
に
明
確
に
説
明
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
自
説
を
ゆ
ず
れ
ば
そ
れ
は
自
身
の
判
断
の
誤
り
を
認
め
る
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こ
と
と
な
る
た
め
に
、
お
そ
ら
く
は
互
い
に
ゆ
ず
ら
ず
、
結
果
と
し
て
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
。
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
、
明
ら
か
な
線
引

き
を
せ
ず
に
、
期
功
尊
長
殺
害
の
事
案
は
ま
と
め
て
情
実
と
し
た
ほ
う
が
よ
い
。
か
か
る
認
識
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
情
実
事
案
の
間
に
も
軽
重
の
差
は
存
在
す
る
。
皇
帝
は
、
そ
の
場
合
に
は
、
軽
減
事
由
と
し
て
着
目
す
べ
き
要
素
を
持
つ
事
案

は
、
勾
到
の
時
に
そ
れ
に
配
慮
す
れ
ば
よ
い
と
す
る
。

嗣
後
、
立
決
よ
り
監
候
に
改
擬
し
た
人
犯
は
す
べ
て
情
実
に
入
れ
、
勾
到
の
時
に
も
し
情
を
た
ず
ね
て
免
勾
す
る
場
合
に
も
下
次
は

ま
た
ま
さ
に
そ
の
ま
ま
情
実
に
入
れ
、
あ
る
い
は
情
節
が
果
た
し
て
軽
け
れ
ば
、
免
勾
数
次
の
後
に
、
寛
減
を
命
じ
る
特
旨
に
遇
う

で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
法
司
は
た
だ
に
ま
さ
に
律
を
執
っ
て
問
擬
せ
よ
。
こ
れ
は
人
倫
国
憲
に
関
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
は
な
は
だ
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

〔
嗣
後
由
立
決
改
擬
監
候
人
犯
、
倶
応
入
於
情
実
、
勾
到
時
即
或
原
情
免
勾
、
下
次
亦
応
仍
入
情
実
、
或
情
節
果
軽
、
免
勾
数
次
之
後
、

遇
特
旨
寛
減
、
則
可
耳
。
法
司
、
惟
応
執
律
問
擬
。
此
所
関
于
人
倫
国
憲
者
、
甚
鉅
。〕

　

と
こ
ろ
で
、
刑
部
は
原
案
作
成
と
同
時
に
、
事
案
の
概
要
及
び
督
撫
の
看
語
か
ら
な
る
「
招
冊
」
と
称
さ
れ
る
資
料
を
作
成
し
、
皇
帝

に
上
呈
し
、
ま
た
九
卿
会
審
参
加
官
僚
へ
と
配
布
し
て
、
秋
審
判
断
の
際
の
参
考
に
付
し
て
い
た（

29
）。

招
冊
は
、
情
実
事
案
を
集
め
た
情
実

冊
、
緩
決
事
案
及
び
可
矜
事
案
を
集
め
た
緩
決
冊
に
分
け
て
編
集
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る（

30
）。

中
で
も
情
実
冊
に
つ
い
て
は
、
乾
隆
十
年
代
に
、

官
僚
の
犯
罪
事
案
（「
官
犯
」）、
及
び
立
決
か
ら
監
候
に
改
め
ら
れ
た
服
制
が
ら
み
の
事
案
を
、
他
の
一
般
的
な
事
案
（「
常
犯
」）
か
ら

分
け
て
編
集
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
背
景
に
は
官
犯
や
服
制
が
ら
み
の
事
案
を
そ
れ
ぞ
れ
一
冊
に
ま
と
め
る
こ
と
で
比
較
検
討
し
や
す

く
す
る
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た（

31
）。

服
制
事
案
に
関
し
て
は
乾
隆
一
七
（
一
七
五
二
）
年
九
月
一
八
日
に
次
の
よ
う
な
上
諭
が
出
さ
れ
て

い
る（

32
）。
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各
省
の
立
決
か
ら
監
候
に
改
め
ら
れ
た
人
犯
は
い
ず
れ
も
服
制
に
関
係
す
る
。
そ
れ
ら
は
監
候
に
改
擬
し
た
こ
と
が
す
で
に
罪
情
を

た
ず
ね
て
酌
量
の
上
減
刑
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
れ
を
も
し
秋
審
時
に
緩
決
に
入
れ
て
し
ま
う
と
、
す
な
わ
ち
減
刑
し
た
上
に
さ

ら
に
減
刑
す
る
こ
と
に
な
り
、
殊
に
倫
常
を
慎
重
に
し
刑
を
明
ら
か
に
し
て
教
を
弼
け
る
と
い
う
道
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
昨
年

諭
旨
を
下
し
て
す
べ
て
情
実
に
入
れ
る
よ
う
命
じ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
中
の
事
情
は
多
岐
に
渉
っ
て
お
り
、
父
母
が
殴
ら

れ
傷
を
受
け
て
お
り
、
あ
る
い
は
勢
い
か
ら
み
て
急
ぎ
救
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
﹇
手
を
出
し
た
の
で
﹈
あ
れ
ば
、
そ
れ

は
す
な
わ
ち
至
情
﹇
か
ら
の
行
い
﹈
で
あ
る
と
い
え
る
。
も
し
父
が
叔
を
殴
打
し
て
子
が
父
を
助
け
て
そ
の
上
で
叔
を
殺
害
し
て
し

ま
っ
た
と
き
に
は
、
こ
れ
も
ま
た
救
父
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
で
は
不
友
不
睦
の
風
潮
を
助
長
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、

辟つ
み

し
て
も
っ
て
辟
を
止
ま
し
む
と
い
う
意
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
事
案
は
各
省
の
招
冊
中
に
散
在
し
て
お
り
、
一
方
で
勾

決
と
な
る
者
が
あ
り
他
方
で
未
勾
の
者
が
あ
り
、
あ
る
い
は
朕
の
軽
重
の
権
衡
を
知
悉
せ
ず
、
か
え
っ
て
疑
議
を
滋
く
す
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

〔
各
省
由
立
決
改
為
監
候
人
犯
、
均
係
服
制
攸
関
。
其
改
擬
監
候
已
属
原
情
酌
減
。
若
秋
審
時
入
於
緩
決
、
則
減
之
又
減
、
殊
非
慎

重
倫
常
明
刑
弼
教
之
道
。
是
以
上
年
降
旨
令
概
入
情
実
。
此
其
中
情
節
多
端
。
如
父
母
被
殴
致
傷
、
或
勢
在
危
急
救
護
、
乃
其
至
情
。

使
父
殴
叔
而
子
助
父
以
斃
叔
、
亦
得
謂
之
救
父
、
則
是
長
不
友
不
睦
之
風
、
非
止
辟
之
意
。
但
散
在
各
省
招
冊
中
、
有
勾
決
者
有
未

勾
決
者
、
或
未
悉
朕
軽
重
権
衡
、
反
滋
疑
議
。〕

各
省
の
招
冊
中
に
期
功
尊
長
殺
害
の
事
案
が
散
在
し
て
い
る
と
、
皇
帝
が
勾
決
・
免
勾
を
定
め
た
と
き
に
、
不
明
の
輩
が
あ
る
い
は
疑
義

を
お
ぼ
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
皇
帝
自
ら
が
判
断
す
る
際
の
便
宜
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
年
に
期
功
尊

長
殺
害
の
事
案
は
す
べ
て
情
実
と
し
勾
到
の
と
き
に
は
じ
め
て
寛
減
を
検
討
す
る
と
し
た
た
め
に
、
皇
帝
の
負
担
が
増
大
し
た
こ
と
は
明
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ら
か
で
あ
る
。

そ
こ
で
該
部
に
命
じ
て
此
等
の
案
犯
を
査
明
し
て
ま
と
め
て
一
冊
と
為
し
、
官
犯
招
冊
と
共
に
す
べ
て
期
に
先
ん
じ
て
進
呈
し
て
勾

到
を
ま
た
せ
る
。
そ
の
中
に
ま
さ
に
宥
す
べ
き
も
の
が
あ
れ
ば
、
ま
た
た
だ
ち
に
減
等
発
落
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

朕
は
各
省
招
冊
を
も
と
に
繰
り
返
し
検
討
し
て
お
り
、
理
法
の
大
中
に
か
な
わ
ん
と
精
を
出
し
て
い
る
。
人
命
は
至
重
で
あ
り
、
大

徳
は
生
を
好
む
。
何
ぞ
哀
矜
を
以
て
念
と
な
さ
ず
に
い
ら
れ
よ
う
か
。
た
だ
、
そ
う
は
い
っ
て
も
、
法
を
曲
げ
道
に
違
っ
て
人
を
活

か
す
こ
と
に
精
を
出
す
の
は
、
こ
れ
は
す
な
わ
ち
婦
人
の
仁
で
あ
る
。
中
外
の
問
刑
に
か
か
わ
る
も
の
た
ち
は
共
に
こ
れ
を
知
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。

〔
著
該
部
将
此
等
案
犯
査
明
彙
為
一
冊
、
與
官
犯
招
冊
倶
先
期
進
呈
候
勾
、
其
有
応
宥
者
、
亦
可
即
予
減
等
発
落
。
朕
於
各
省
招
冊

反
覆
研
究
、
務
協
理
法
之
大
中
。
人
命
至
重
、
大
徳
好
生
。
何
忍
不
以
哀
矜
為
念
。
但

法
違
道
務
在
活
人
、
斯
乃
婦
人
之
仁
。
中

外
問
刑
者
其
共
知
之
。〕

　

乾
隆
一
六
年
の
上
諭
も
一
七
年
の
上
諭
も
、
立
決
か
ら
監
候
へ
と
改
め
ら
れ
た
事
案
で
あ
る
以
上
は
、
に
わ
か
に
緩
決
と
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
、
と
い
う
方
針
の
も
と
で
出
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
翌
乾
隆
一
八
（
一
七
五
三
）
年
に
は
服
制
事
案
は
基
本
的
に
情
実
二

回
と
し
、
罪
情
に
応
じ
て
緩
決
に
改
め
る
よ
う
命
じ
ら
れ
る
。
九
月
二
五
日
の
上
諭
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

各
省
の
立
決
よ
り
監
候
に
改
め
た
人
犯
は
そ
の
情
罪
は
も
と
よ
り
重
く
、
そ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
秋
審
で
は
な
お
情
実
に
列
入
し
て
き

た
。
上
年
は
四
十
起
の
内
未
勾
は
二
十
三
人
、
さ
ら
に
そ
の
中
で
今
回
勾
決
を
与
え
た
の
は
矣
禄
の
一
起
の
み
で
あ
っ
た
。
た
だ
し

毎
回
存
留
監
禁
し
て
い
れ
ば
、
ま
さ
に
積
み
上
が
っ
て
い
よ
い
よ
多
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
死
を
緩
く
す
る
こ
と
を
理
由
に
幾
度

も
縛
り
上
げ
て
市
曹
に
赴
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
ま
た
刑
章
を
重
ん
じ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
嗣
後
、
本
年
に
お
い
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て
未
勾
の
人
犯
は
次
回
も
な
お
情
実
に
入
れ
る
が
、そ
の
ほ
か
は
大
学
士
に
命
じ
て
刑
部
堂
官
と
会
同
さ
せ
招
冊
を
覆
加
詳
勘
さ
せ
、

も
し
そ
こ
に
ま
こ
と
に
事
情
が
寛
大
に
み
る
べ
き
も
の
が
あ
れ
ば
、
例
え
ば
弟
が
兄
を
殴
り
殺
害
し
た
場
合
で
、
あ
る
い
は
そ
の
兄

が
父
母
に
対
し
て
罪
を
犯
し
て
い
た
た
め
親
の
命
に
迫
ら
れ
て
、
あ
る
い
は
も
と
も
と
瘋
疾
の
気
が
あ
り
一
時
発
病
し
て
し
ま
っ
た

な
ど
、
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
類
で
あ
れ
ば
、
酌
量
し
て
分
別
し
て
案
情
を
叙
述
し
、
看
語
を
確
加
し
て
旨
を
請
い
、
た
だ
ち
に
緩
決

に
入
れ
よ
。
け
だ
し
、
倫
常
の
か
か
わ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
周
詳
で
あ
る
こ
と
を
厭
う
べ
き
で
は
な
い
。
朕
は
勾
決
冊
内
に
お
い
て

す
で
に
再
三
審
量
し
て
お
り
、
さ
ら
に
一
番
の
公
同
斟
酌
を
加
え
れ
ば
、
す
な
わ
ち
情
節
は
ま
す
ま
す
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

さ
す
れ
ば
用
刑
を
明
慎
に
し
民
命
を
矜
恤
す
る
と
い
う
意
に
協
う
で
あ
ろ
う
。
命
じ
て
令
と
為
す
。

〔
各
省
由
立
決
改
監
候
人
犯
、
情
罪
本
重
、
歴
次
秋
審
仍
列
入
情
実
。
上
年
四
十
起
内
未
勾
者
二
十
三
人
、
此
次
已
勾
矣
禄
一
起
。

但
節
次
存
留
監
禁
、
将
積
而
愈
多
。
是
因
緩
死
而
屡
次
綁
赴
市
曹
、
亦
非
所
以
重
刑
章
也
。
嗣
後
、
除
本
年
未
勾
人
犯
下
次
仍
入
情

実
外
、
其
餘
著
大
学
士
会
同
刑
部
堂
官
将
招
冊
覆
加
詳
勘
、
其
有
実
在
情
節
可
寛
、
如
弟
殴
兄
斃
、
或
因
其
兄
干
犯
父
母
迫
于
親
命
、

或
素
有
瘋
疾
一
時
病
発
、
凡
似
此
類
、
酌
量
分
別
叙
述
案
情
確
加
看
語
請
旨
即
入
緩
決
。
蓋
倫
常
所
係
、
不
厭
周
詳
、
朕
于
勾
決
冊

内
已
再
三
審
量
、
更
加
一
番
公
同
斟
酌
、
則
情
節
益
明
、
庶
協
明
慎
用
刑
矜
恤
民
命
之
意
。
著
為
令（

33
）。〕

　

な
ぜ
二
回
の
免
勾
で
緩
決
へ
と
改
め
て
し
ま
う
の
か
。
皇
帝
の
中
で
は
服
制
冊
に
入
っ
て
い
る
人
犯
の
多
く
は
勾
決
を
与
え
ら
れ
な
い

で
あ
ろ
う
と
い
う
想
定
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
乾
隆
一
七
年
の
勾
到
に
際
し
て
四
〇
件
中
二
三
人
と
ほ
ぼ
半
数
が
勾
決
を
免

れ
、
さ
ら
に
そ
の
二
三
人
の
内
で
も
翌
乾
隆
一
八
年
に
お
い
て
勾
決
を
与
え
た
の
は
一
人
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
一
時
の
こ
と
で
は
な

く
、
そ
の
後
も
服
制
冊
に
入
っ
た
人
犯
は
勾
決
を
免
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
既
に
高
遠
氏
の
研
究
よ
り
明
ら
か
で
あ
る（

34
）。

立
決
か

ら
監
候
へ
と
改
め
ら
れ
て
い
る
時
点
で
す
で
に
死
刑
執
行
を
躊
躇
さ
せ
る
事
由
が
そ
の
事
案
に
は
存
在
し
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
に
は
秋
審
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の
場
に
お
い
て
も
皇
帝
は
や
は
り
死
刑
執
行
す
な
わ
ち
勾
決
を
躊
躇
し
て
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
。
時
代
は
異
な
る
が
嘉
慶
帝
の
上
諭
に
次

の
よ
う
に
あ
る
。

こ
れ
ま
で
服
制
の
案
犯
は
、
も
し
兇
を
逞
し
く
し
て
罪
を
犯
し
情
節
が
比
較
的
重
い
場
合
に
は
、
み
な
た
ち
ど
こ
ろ
に
重
典
を
示
し

（
死
刑
を
執
行
し
）、
も
と
よ
り
秋
審
時
の
再
度
の
処
理
を
待
た
な
い
。
逆
に
秋
審
情
実
に
帰
入
す
る
よ
う
な
場
合
は
、
本
よ
り
罪
情

に
ゆ
る
す
べ
き
点
が
あ
る
事
案
で
あ
っ
て
、
も
し
常
犯
で
あ
れ
ば
皆
緩
決
可
矜
に
入
る
よ
う
な
事
案
な
の
で
あ
る
。
た
だ
事
が
服
制

に
関
す
る
こ
と
な
る
が
ゆ
え
に
、
督
撫
は
律
に
按
じ
て
問
擬
し
て
情
実
に
入
れ
、
法
司
も
ま
た
擬
に
照
ら
し
て
核
覆
し
、
省
ご
と
に

冊
を
作
っ
て
進
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
勾
到
の
時
に
は
こ
の
よ
う
な
人
犯
に
つ
い
て
は
、
そ
の
多
く
に
勾
決
を
与
え
な
い
。

〔
向
来
服
制
案
犯
、
如
係
逞
兇
干
犯
情
節
較
重
者
皆
立
寘
重
典
、
原
不
待
秋
審
時
復
行
辦
理
。
其
帰
入
秋
審
情
実
者
本
係
情
有
可
原

之
案
。
若
係
常
犯
皆
可
入
於
緩
決
可
矜
。
特
因
事
関
服
制
、
是
以
督
撫
等
按
律
問
擬
入
於
情
実
、
法
司
亦
照
擬
核
覆
、
毎
省
另
冊
進

呈
、
遇
勾
到
時
此
等
案
犯
多
不
予
勾（

35
）。〕

　

高
遠
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
服
制
冊
の
人
犯
を
免
勾
に
す
る
と
い
う
傾
向
は
清
朝
後
半
に
は
よ
り
顕
著
に
な
る
と
い
う（

36
）。

ま
た
、
清
末

の
沈
家
本
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

け
だ
し
、﹇
乾
隆
一
八
年
﹈
当
時
、
服
制
の
勾
到
を
ま
つ
人
犯
は
毎
年
必
ず
数
起
或
い
は
十
数
起
が
勾
決
せ
ら
れ
、
そ
の
数
は
一
様

で
は
な
か
っ
た
。
嘉
慶
初
年
よ
り
徐
々
に
勾
決
は
少
な
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
嘉
慶
五
年
に
は
広
西
省
の
人
犯
で
勾
決
せ
ら

れ
た
も
の
が
一
件
あ
り
、「
一
律
に
免
勾
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
」
と
い
う
上
諭
を
奉
じ
た
。
道
光
以
後
は
、
服
制
冊
内
に
は
勾
決

と
な
っ
た
人
犯
は
い
な
い
。
…
…
つ
い
に
は
ひ
と
た
び
服
制
冊
に
入
れ
ば
す
な
わ
ち
皇
恩
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
情
実
も
ま
た
具

文
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
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〔
蓋
当
日
服
制
候
勾
人
犯
毎
年
必
勾
数
起
或
十
数
起
不
等
、
嘉
慶
初
年
勾
者
漸
少
、
然
五
年
広
西
省
曽
勾
一
起
、
奉
有
上
諭
尚
非
一

律
免
勾
也
。
道
光
以
後
、
服
制
冊
内
並
無
勾
決
之
犯
。
…
…
遂
似
一
入
服
制
冊
即
可
邀
恩
、
是
情
実
亦
成
具
文（

37
）〕。

　

服
制
冊
に
入
っ
た
人
犯
の
ほ
と
ん
ど
が
勾
決
を
免
れ
る
と
い
う
情
況
に
お
い
て
、
勾
決
を
二
度
免
れ
れ
ば
緩
決
に
す
る
こ
と
も
あ
る
と

し
た
乾
隆
一
八
年
の
上
諭
が
期
功
尊
長
殺
害
事
案
の
処
理
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
。
ひ
と
た
び
緩
決
と
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
後

も
ず
っ
と
情
実
に
な
ら
な
い
と
定
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
さ
れ
な
が
ら
も（

38
）、

と
り
わ
け
緩
決
人
犯
に
対
し
て
、
地
方
で
の
審
理
に
限

度
が
設
け
ら
れ（

39
）、

中
央
で
の
九
卿
会
審
に
も
限
度
が
設
け
ら
れ
る
中
で（

40
）、

お
よ
そ
新
事
実
の
発
見
あ
る
い
は
緩
決
か
ら
情
実
へ
の
評
価
の

変
更
の
実
質
的
な
機
会
は
失
わ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
緩
決
人
犯
に
は
数
年
お
き
に
減
等
さ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
め
ぐ
っ

て
く
る（

41
）。

む
ろ
ん
、
そ
こ
で
緩
決
人
犯
の
す
べ
て
が
必
ず
減
刑
さ
れ
る
と
決
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
乾
隆
四
七
（
一
七
八

二
）
年
の
緩
決
人
犯
の
減
等
に
際
し
て
は
、
期
功
尊
長
殺
害
の
事
案
の
中
で
も
、
罪
情
が
重
大
な
場
合
に
は
減
刑
執
行
は
認
め
ら
な
か
っ

た
。そ
れ
で
も
な
お
、「
小
功
尊
長
を
殴
殺
及
び
謀
故
殺
し
た
場
合
、ま
た
救
親
の
義
忿
に
よ
っ
て
期
親
・
大
功
尊
長
を
殴
死
し
た
場
合〔
殴

死
及
謀
故
殺
小
功
并
因
救
親
義
忿
殴
死
期
親
大
功
尊
長
〕」に
は
極
辺
四
千
里
へ
の
減
刑
が
認
め
ら
れ
、ま
た「
期
親
・
大
功
尊
長
を
戯
殺
・

誤
殺
及
び
尊
長
の
命
に
迫
ら
れ
て
殴
死
し
た
場
合
、
ま
た
救
親
の
義
忿
に
よ
っ
て
期
親
・
大
功
尊
長
を
謀
故
殺
し
た
場
合
〔
戯
殺
・
誤
殺

及
迫
于
尊
長
之
命
殴
死
期
親
大
功
并
救
親
義
忿
謀
故
殺
期
親
大
功
尊
長
〕」
に
は
黒
竜
江
等
処
へ
の
発
遣
が
認
め
ら
れ
て
い
る（

42
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
卑
幼
に
よ
る
期
功
尊
長
の
殺
害
と
い
う
律
例
の
中
で
斬
刑
で
し
か
も
即
時
執
行
と
規
定
さ
れ
て
い
る
重
大
な
犯
罪
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
一
部
に
つ
い
て
は
監
候
へ
と
改
め
ら
れ
、
数
年
も
経
て
ば
減
刑
執
行
さ
れ
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
作
り
上
げ

ら
れ
て
い
っ
た
。
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三　

情
実
服
制
冊
の
影
響

（
一
）
緦
麻
事
案―

免
勾
二
次
で
の
改
緩
へ

　

前
節
で
は
服
制
に
関
す
る
事
案
の
中
で
も
斬
立
決
を
規
定
さ
れ
る
卑
幼
に
よ
る
期
功
尊
長
殺
害
を
検
討
し
た
。
で
は
、
斬
監
候
を
規
定

さ
れ
る
緦
麻
尊
長
殺
害
は
秋
審
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
た
の
か
。

　

乾
隆
二
九
（
一
七
六
四
）
年
、
緦
麻
尊
長
殺
害
で
斬
監
候
と
な
っ
た
場
合
に
も
情
実
二
次
で
緩
決
に
改
擬
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
発
端

は
、
刑
部
が
四
川
省
の
杜
廷
順
・
広
東
省
の
黄
煊
権
・
広
東
省
の
趙
亞
九
（
い
ず
れ
も
卑
幼
に
よ
る
緦
麻
尊
長
殺
害
で
あ
る
）
を
緩
決
へ

と
改
擬
す
る
こ
と
へ
の
当
否
に
つ
い
て
上
奏
し
た
こ
と
に
あ
っ
た（

43
）。

各
事
案
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
杜
廷
順
の
事
案
】

　

杜
廷
順
の
緦
麻
服
叔
で
あ
る
杜
現
許
は
腕
力
に
自
信
が
あ
り
、
人
に
殴
ら
れ
る
こ
と
を
少
し
も
恐
れ
な
か
っ
た
。
あ
る
日
、
力
比

べ
の
つ
も
り
で
自
分
の
腹
を
杜
廷
順
に
殴
ら
せ
た
。
杜
廷
順
は
、
一
度
殴
っ
た
後
も
杜
現
許
が
何
度
も
も
っ
と
殴
っ
て
み
ろ
と
い
う

の
で
、
さ
ら
に
四
度
殴
っ
た
。
す
る
と
杜
現
許
は
道
に
倒
れ
頭
を
剃
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
傷
を
負
い
た
だ
ち
に
家
に
帰
っ
た
が
、
そ

の
晩
に
な
っ
て
死
亡
し
た
。

【
黄
煊
権
の
事
案
】

　

黄
煊
権
の
緦
麻
服
兄
で
あ
る
黄
煊
国
は
、
黄
煊
権
の
家
の
椅
子
を
盗
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
黄
煊
権
の
父
に
見
つ
か
り
つ
か
ま
え
ら

れ
た
が
、
刀
で
も
っ
て
手
腕
に
傷
を
負
わ
せ
た
。
黄
煊
権
の
父
は
傷
を
受
け
奔
逃
し
た
が
、
黄
煊
国
は
そ
れ
を
追
い
か
け
、「
殺
し
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て
や
る
」
と
言
っ
た
。
黄
煊
権
は
そ
れ
を
目
撃
し
、
急
ぎ
救
護
せ
ね
ば
な
ら
な
い
情
況
で
あ
っ
て
、
竹
の
天
秤
棒
で
黄
煊
国
の
偏
右

を
殴
っ
た
。
黄
煊
国
は
地
に
倒
れ
、
打
ち
傷
が
も
と
に
な
っ
て
死
亡
し
た
。

【
趙
亞
九
の
事
案
】

　

趙
亞
九
の
緦
麻
服
兄
で
あ
る
趙
亞
女
が
公
共
の
木
碓
を
自
分
の
物
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
、
趙
亞
九
の
母
が
諫
め
た
と
こ
ろ
、
趙

亞
女
に
突
き
飛
ば
さ
れ
地
に
倒
れ
た
。
仕
事
か
ら
家
に
帰
っ
て
き
た
趙
亞
九
は
こ
れ
を
見
て
母
を
助
け
よ
う
と
し
た
が
、
趙
亞
女
が

殴
り
か
か
っ
て
き
た
の
で
、
す
ぐ
に
殴
り
返
し
た
と
こ
ろ
、
趙
亞
女
を
傷
つ
け
死
亡
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

　

な
お
、
史
料
の
中
で
免
勾
を
何
度
か
繰
り
返
し
た
趙
亞
九
に
つ
い
て
は
「
広
東
省
旧
事
内
有
趙
亞
九
傷
斃
緦
麻
兄
趙
亞
女
一
起
」
と
表

現
さ
れ
、
旧
事
（
ま
え
の
秋
審
に
お
い
て
す
で
に
一
度
は
審
理
さ
れ
て
い
る
事
案
）
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
杜

廷
順
・
黄
煊
権
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ「
四
川
省
杜
廷
順
殴
死
緦
麻
服
叔
杜
現
許
一
案
」・「
広
東
省
黄
煊
権
殴
死
緦
麻
服
兄
黄
煊
国
一
起
」

と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
事
案
は
新
事
（
本
年
に
お
い
て
は
じ
め
て
秋
審
で
審
理
さ
れ
る
事
案
）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
三
事
案
は
沈
家
本
『
秋
審
比
校
条
款
附
案
』
に
も
言
及
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
二
十
一
年
広
東
趙
亞
九
」、「
二
十

九
年
四
川
杜
近マ
マ

順
」、「
二
十
九
年
広
東
黄
烜マ
マ

権
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
乾
隆
二
九
年
秋
審
に
お
い
て
、
趙
亞
九
の
事
案
が
旧
事
で
あ
り
、

他
の
二
事
案
が
新
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る（

44
）。

　

刑
部
は
ま
ず
杜
廷
順
・
黄
煊
権
の
事
案
を
挙
げ
、
か
か
る
事
案
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

以
上
の
二
案
に
つ
い
て
、
臣
等
は
九
卿
と
と
も
に
繰
り
返
し
議
論
し
た
。
卑
幼
が
緦
麻
尊
長
を
殴
殺
し
た
事
案
は
、
そ
の
服
制
は
も

と
も
と
期
功
と
同
じ
で
は
な
く
、
故
に
定
罪
の
初
に
律
に
按
じ
て
斬
監
候
に
定
擬
す
る
に
止
ま
る
。
こ
れ
は
、
期
功
尊
長
を
傷
つ
け

殺
害
し
た
場
合
の
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
一
概
に
立
決
と
な
り
、
間
々
或
い
は
情
罪
に
ゆ
る
す
べ
き
点
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
皇
帝
の
恩
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を
蒙
り
改
め
て
監
候
と
な
る
よ
う
な
事
案
と
は
比
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
秋
審
の
時
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
案
件
を

審
理
す
る
の
に
、
か
り
に
も
こ
と
さ
ら
に
罪
を
犯
し
た
の
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
情
実
に
入
れ
な
い
も
の
は
な
い
。
も
し
は
た
し
て
情

罪
に
ゆ
る
す
べ
き
点
が
あ
れ
ば
、
常
犯
と
な
ら
べ
て
可
矜
﹇
に
す
る
か
否
か
﹈
を
審
議
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
は
い
え
、
罪
情
が

過
誤
と
同
じ
で
、
確
か
に
こ
と
さ
ら
に
尊
長
に
対
し
て
罪
を
犯
し
た
の
で
な
け
れ
ば
、
間
々
ま
た
酌
量
し
て
緩
決
に
擬
す
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

〔
以
上
二
案
、
臣
等
與
九
卿
反
覆
商
論
。
卑
幼
殴
殺
緦
麻
尊
長
之
案
、
其
服
制
原
與
期
功
不
同
、
故
定
罪
之
初
按
律
止
擬
斬
候
、
非

傷
斃
期
功
尊
長
概
擬
立
決
間
或
情
有
可
原
始
得
蒙
恩
改
為
監
候
者
可
比
。
向
来
秋
讞
時
審
擬
此
等
案
件
、
苟
其
有
心
干
犯
、
即
無
不

列
入
情
実
。
若
果
情
有
可
原
、
雖
不
得
與
常
犯
一
列
議
矜
、
而
情
同
過
誤
、
委
非
有
心
犯
尊
者
、
間
亦
量
擬
緩
決
。〕

す
な
わ
ち
、
刑
部
は
、
卑
幼
に
よ
る
緦
麻
尊
長
殺
害
は
、
期
功
尊
長
殺
害
と
は
異
な
り
、
律
の
中
に
最
初
か
ら
監
候
と
し
て
規
定
さ
れ
て

お
り
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
に
は
、
例
え
ば
常
人
の
闘
殴
殺
な
ど
で
可
矜
と
判
断
す
る
事
案
と
同
じ
よ
う
な
罪
情
な
ど
で
あ
れ
ば
、
緩
決
に

い
れ
る
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

　

こ
の
見
解
に
基
づ
き
、
黄
煊
権
の
場
合
に
は
、
被
害
者
が
も
と
も
と
窃
盗
し
た
上
で
そ
の
場
で
捕
縛
に
抵
抗
し
て
緦
麻
尊
長
に
刃
傷
を

負
わ
せ
て
お
り
す
で
に
斬
罪
に
あ
た
る
行
為
を
し
て
い
る
こ
と
、
黄
煊
権
も
ま
た
情
況
が
切
迫
し
て
い
て
父
を
助
け
る
た
め
に
仕
方
が
な

か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、「
ほ
か
の
兇
を
逞
し
く
し
て
緦
麻
服
兄
を
殴
り
殺
し
た
場
合
と
は
ま
っ
た
く
別
で
あ
り
、
黄
煊
権
を
情
実
に
擬

す
る
の
は
あ
わ
れ
む
べ
き
の
よ
う
で
あ
る
〔
與
別
項
逞
兇
殴
死
緦
麻
服
兄
者
迥
別
、
擬
以
情
実
似
属
可
憫
〕」
と
し
、
ま
た
杜
廷
順
の
場

合
に
は
、
も
と
も
と
力
比
べ
で
あ
り
、
諍
い
が
あ
っ
て
罪
を
犯
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
理
由
に
、「
ま
さ
に
事
が
あ
っ
て
殴
打
し
て
緦

麻
尊
長
に
傷
を
負
わ
せ
て
殺
害
し
た
よ
う
な
人
犯
と
は
酌
量
の
上
区
別
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
平
允
を
明
ら
か
に
す
る
べ
き
の
よ
う
で
あ
る
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〔
似
応
與
因
事
争
殴
傷
斃
緦
麻
尊
長
之
犯
量
為
区
別
、
以
昭
平
允
〕」
と
し
、
四
川
・
広
東
の
督
撫
が
お
そ
ら
く
情
実
と
し
た
こ
の
二
犯
を

緩
決
に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
乾
隆
三
一
（
一
七
六
六
）
年
に
作
成
さ
れ
た
秋
審
条
款
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
常
人
の
闘
殴

殺
人
に
お
い
て
、
こ
の
二
事
案
に
お
い
て
緩
決
と
判
断
す
る
べ
き
理
由
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
条
件
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
基
本
的
に
可
矜

と
判
断
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ（

45
）、

お
そ
ら
く
乾
隆
二
九
年
当
時
も
同
じ
よ
う
に
判
断
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
特
に
上

奏
文
を
提
出
し
て
緩
決
に
改
入
す
る
べ
き
事
が
要
請
さ
れ
て
い
る
点
に
着
目
す
る
と
、
当
時
卑
幼
に
よ
る
緦
麻
尊
長
殺
害
は
情
実
と
判
断

す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

46
）。

　

趙
亞
九
の
場
合
に
は
ま
っ
た
く
異
な
る
議
論
が
展
開
さ
れ
る
。
趙
亞
九
の
行
為
は
救
母
の
た
め
で
あ
っ
た
と
は
い
え
黄
煊
権
の
事
案
と

比
較
す
る
に
情
罪
は
や
や
重
く
、
杜
廷
順
の
事
案
と
は
状
況
が
異
な
っ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
彼
ら
と
同
じ
理
由
付
け
で
緩
決
と

は
な
し
え
な
い
（
す
な
わ
ち
加
害
者
・
被
害
者
が
服
制
関
係
に
な
い
場
合
に
置
き
換
え
て
み
て
も
可
矜
と
は
な
し
得
な
い
）
事
案
で
あ
る

と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
趙
亞
九
を
緩
決
に
改
め
る
べ
き
と
す
る
理
由
は
、
情
実
免
勾
の
回
数
に
あ
っ
た
。

調
べ
た
と
こ
ろ
、
期
功
尊
長
を
殴
り
殺
し
て
立
決
か
ら
改
め
て
監
候
と
な
っ
た
人
犯
は
、
二
度
情
実
に
し
て
勾
決
を
蒙
ら
な
け
れ
ば
、

す
な
わ
ち
皇
帝
の
恩
恵
を
む
か
え
て
緩
決
に
改
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
趙
亞
九
は
罪
は
も
と
よ
り
斬
監
候
で
あ
り
、
す
で

に
八
度
皇
帝
の
恩
恵
を
蒙
り
勾
決
を
免
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
の
救
母
の
た
め
に
服
兄
を
殺
害
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
情
を

久
し
く
聖
明
が
洞
察
し
て
お
ら
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
事
情
を
酌
量
し
て
緩
決
に
改
め
る
べ
き
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

〔
査
殴
死
期
功
尊
長
由
立
決
改
為
監
候
之
犯
、
両
次
情
実
未
蒙
勾
決
、
即
得
邀
恩
改
緩
。
趙
亞
九
罪
本
斬
候
、
業
経
八
次
蒙
恩
免
勾
、

是
其
救
母
傷
斃
服
兄
之
情
久
在
聖
明
洞
鑒
、
亦
似
可
酌
情
改
緩
。〕

趙
亞
九
の
事
案
で
は
、も
と
も
と
立
決
と
律
に
規
定
の
あ
る
卑
幼
に
よ
る
期
功
尊
長
の
傷
害
・
殺
害
が
、監
候
に
改
め
ら
れ
、情
実
と
な
っ
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た
後
、
二
度
免
勾
と
な
れ
ば
緩
決
へ
と
改
め
ら
れ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も
と
も
と
監
候
と
律
に
規
定
の
あ
る
卑
幼
に
よ
る
緦
麻
尊
長

の
殺
害
が
何
度
免
勾
を
繰
り
返
し
て
も
緩
決
に
改
め
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
の
は
、
バ
ラ
ン
ス
を
失
し
て
お
り
問
題
で
あ
る
と
見
な

さ
れ
た
。

　

以
上
か
ら
す
る
と
、
刑
部
は
、
卑
幼
に
よ
る
緦
麻
尊
長
殺
害
に
つ
い
て
、
確
か
に
常
人
同
士
の
事
案
と
同
様
に
扱
う
べ
き
で
は
な
い
に

し
て
も
、
そ
れ
で
も
律
に
「
監
候
」
と
規
定
の
あ
る
か
ら
に
は
、
他
の
「
監
候
」
事
案
の
よ
う
に
緩
決
と
判
断
す
る
と
い
う
選
択
肢
を
考

慮
に
入
れ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
ま
た
同
じ
服
制
事
案
と
の
比
較
の
見
地
に
お
い
て
も
、
そ
も
そ
も
「
立
決
」
の
規
定
の
あ
る
卑
幼
に

よ
る
期
功
尊
長
殺
害
の
事
案
が
情
実
・
免
勾
二
回
で
緩
決
に
改
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
同
様
の
処
置
を
施
す
べ
き
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。

　

刑
部
の
以
上
の
奏
請
は
乾
隆
二
九
年
九
月
四
日
に
出
さ
れ
た（

47
）。

　

し
か
し
、
か
か
る
刑
部
の
主
張
を
、
皇
帝
は
真
っ
向
か
ら
拒
絶
す
る
。
以
下
は
翌
五
日
に
出
さ
れ
た
皇
帝
の
上
諭
の
一
部
で
あ
る
。

舒
赫
徳
等
が
、
秋
審
で
情
実
と
判
断
し
た
人
犯
の
う
ち
、
緦
麻
尊
長
を
傷
斃
し
た
杜
廷
順
・
黄
煊
権
・
趙
亞
九
の
三
犯
を
、
一
様
に

改
め
て
緩
決
と
す
る
よ
う
に
請
う
と
い
う
一
摺
を
上
奏
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
や
り
か
た
は
深
く
乖
謬
で
あ
る
。
お
よ
そ
服
制
に

関
す
る
人
犯
は
、
緩
決
に
改
擬
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
け
だ
し
、
倫
常
を
重
ん
じ
法
紀
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
ま
さ
に
明
刑
弼

教
の
本
義
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
従
来
督
撫
が
原
擬
を
定
め
九
卿
が
核
定
す
る
の
に
、
ま
っ
た
く
も
っ
て
軽
々
し
く
判
断
の
変
更

を
議
論
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
た
だ
朕
が
勾
到
の
時
に
お
い
て
そ
の
事
案
の
罪
情
が
比
較
的
軽
微
で
あ
る
こ
と
を
斟
酌
し
、
緦

麻
は
期
功
と
は
隔
て
が
あ
る
こ
と
に
お
も
い
を
め
ぐ
ら
せ
、
そ
こ
で
自
ず
と
酌
量
し
て
勾
決
を
緩
く
す
る
（
免
勾
と
す
る
）
と
い
う

こ
と
も
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
今
招
冊
内
に
あ
る
毎
年
免
勾
と
な
っ
て
い
る
事
案
に
は
回
数
を
積
み
重
ね
て
七
・
八
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回
に
至
っ
て
い
る
者
も
あ
る
。
権
衡
折
衷
し
て
、
も
と
よ
り
す
で
に
再
三
審
理
し
て
慎
重
で
あ
る
こ
と
を
憚
ら
な
い
。
且
つ
こ
の
よ

う
な
人
犯
は
、
す
で
に
久
し
く
死
刑
執
行
を
の
ば
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
将
来
に
お
い
て
あ
る
い
は
国
家
大
慶
に
あ
い
、
あ
る
い
は

特
に
恩
旨
を
降
さ
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
そ
の
際
に
し
ら
べ
て
減
等
す
る
べ
し
と
記
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
矜
全
を
与
え
る
こ
と
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
。
も
し
秋
審
に
当
た
っ
て
つ
い
に
上
奏
文
を
用
い
て
緩
決
に
す
る
よ
う
請
い
定
め
る
と
い
う
規
条
を
作
っ
て
し
ま

う
と
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
こ
こ
か
ら
同
じ
よ
う
な
類
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
す
べ
て
の
ケ
ー
ス
、
例
え
ば
官
犯
な
ど
も
ま
た
ま

さ
に
曲
げ
て
議
し
て
緩
決
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
し
て
し
ま
う
と
期
に
臨
ん
で
勾
到
冊
内
に
一
・

二
の
罪
情
の
軽
微
な
人
犯
で
朕
が
特
別
に
選
び
出
し
﹇
免
勾
と
す
る
﹈
も
の
は
ま
っ
た
く
い
な
く
な
る
。
こ
れ
で
は
大
典
が
具
文
と

殆
ど
同
じ
と
な
っ
て
し
ま
う
で
は
な
い
か
。
昔
人
は
「
皋
陶
は
「
こ
れ
を
殺
す
に
三
」
と
い
い
、
尭
は
「
こ
れ
を
宥
す
に
三
」
と
い
っ

た
」
と
称
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
先
に
必
ず
皋
陶
の
執
法
が
あ
り
、
そ
の
の
ち
に
尭
の
矜
恤
を
施
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま

さ
に
云
う
と
こ
ろ
は
忠
厚
の
至
り
で
あ
り
、
そ
の
理
は
古
今
か
え
る
べ
き
で
は
な
い
。

〔
舒
赫
徳
等
奏
、
秋
讞
情
実
人
犯
内
、
将
傷
斃
緦
麻
尊
長
之
杜
廷
順
・
黄
煊
権
・
趙
亞
九
三
犯
、
均
請
改
為
緩
決
一
摺
。
辦
理
深
為

乖
謬
。
凡
有
関
服
制
之
犯
、
不
得
改
擬
緩
決
。
蓋
以
重
倫
常
而
昭
法
紀
、
正
明
刑
弼
教
本
義
。
是
以
向
来
督
撫
原
擬
九
卿
核
定
、
並

未
有
軽
議
更
張
之
事
、
惟
朕
於
勾
到
時
量
其
案
情
稍
軽
、
念
緦
麻
與
期
功
有
間
、
自
可
酌
予
緩
勾
。
是
以
現
在
招
冊
内
毎
年
逓
緩
之

案
、
有
積
至
七
八
次
者
、
権
衡
折
衷
、
固
已
不
憚
再
三
審
慎
。
且
此
等
人
犯
、
緩
決
已
久
、
将
来
或
遇
国
家
大
慶
或
特
降
恩
旨
、
未

嘗
不
可
省
録
減
等
並
預
矜
全
。
若
当
秋
審
竟
用
奏
牘
請
定
緩
決
規
条
、
則
由
此
推
類
旁
通
如
官
犯
等
、
亦
将
曲
加
議
緩
。
是
臨
期
勾

到
冊
内
、
並
無
一
二
情
軽
之
犯
待
朕
別
択
、
大
典
不
幾
同
具
文
乎
。
昔
人
称
皋
陶
曰
殺
之
三
、
尭
曰
宥
之
三
。
是
必
先
有
皋
陶
之
執

法
、
而
後
可
以
施
尭
之
矜
恤
。
正
所
云
忠
厚
之
至
、
其
理
古
今
莫
易
也（

48
）。〕



東
洋
文
化
硏
究
所
紀
要　

第
百
五
十
五
册

― 28 ―

　

服
制
が
関
係
し
た
時
点
で
、
す
な
わ
ち
卑
幼
に
よ
る
尊
長
殺
害
と
い
う
だ
け
で
、
ど
れ
ほ
ど
あ
わ
れ
む
事
情
が
そ
こ
に
存
在
し
て
い
た

と
し
て
も
、
そ
れ
は
も
は
や
緩
決
に
は
な
し
え
な
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
人
犯
と
て
ま
っ
た
く
救
わ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
か
か
る

人
犯
を
救
う
た
め
に
勾
到
の
手
続
が
あ
り
、
免
勾
を
繰
り
返
せ
ば
い
ず
れ
皇
恩
に
よ
っ
て
減
刑
執
行
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
で
問
題

は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
う
え
特
別
に
上
奏
し
て
緩
決
に
改
め
る
な
ど
と
い
う
手
続
を
増
や
し
て
し
ま
え
ば
、
勾
到
手
続
が
ま
っ
た
く
形

骸
化
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
皇
帝
の
恩
恵
を
見
せ
つ
け
る
機
会
を
減
ら
す
の
で
あ
り
、
ま
た
本
来
免
勾
す
る
べ
き
で
は
な
い
事
案
ま
で
も

か
か
る
手
続
を
通
じ
て
減
刑
執
行
し
よ
う
と
考
え
る
輩
が
現
れ
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
以
上
が
皇
帝
が
今
回
の
提
案
を
退
け
た
理
由
で
あ

る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
皇
帝
は
三
犯
を
緩
決
に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
提
案
の
内
容
に
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
提
案
す
る
こ
と
そ

れ
自
体
に
難
癖
を
つ
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
皇
帝
は
、
こ
の
提
案
を
し
た
舒
赫
徳
に
つ
い
て
売
名
が
目
的
な
の
で
あ
る
と
糾
弾
し

て
い
る（

49
）。

　

こ
の
上
諭
に
対
し
て
直
接
向
け
ら
れ
た
の
か
、
具
体
的
な
状
況
は
不
明
で
あ
る
が
、
舒
赫
徳
か
ら
「
例
の
援
用
す
る
べ
き
も
の
が
あ
る

〔
有
例
可
援
〕」、
す
な
わ
ち
こ
れ
ま
で
も
同
じ
よ
う
な
処
理
を
し
て
き
た
の
で
あ
る
と
い
う
反
駁
が
出
さ
れ
る
。
皇
帝
は
若
干
態
度
を
軟

化
さ
せ
、
同
五
日
に
は
、
な
ら
ば
近
十
年
に
お
け
る
そ
の
例
と
や
ら
を
提
示
せ
よ
と
の
命
を
下
し（

50
）、

そ
れ
に
対
し
て
「
こ
こ
十
年
に
お
い

て
、
卑
幼
が
緦
麻
尊
長
を
傷
斃
し
た
と
い
う
事
案
で
情
実
か
ら
緩
決
に
改
擬
さ
れ
た
の
は
二
事
案
に
止
ま
り
、
乾
隆
二
〇
年
・
二
二
年
の

旧
事
で
あ
る
〔
十
年
以
来
、
卑
幼
傷
斃
緦
麻
尊
長
之
案
、
由
情
実
改
擬
緩
決
止
有
二
起
、
係
二
十
・
二
十
二
年
旧
事
〕」
と
報
告
が
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る（

51
）。

一
四
日
に
は
、
否
定
的
な
態
度
は
な
お
崩
さ
な
い
な
が
ら
も
、
皇
帝
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

も
し
こ
の
よ
う
な
案
情
の
必
ず
ま
さ
に
緩
決
に
改
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
案
や
、
或
い
は
服
制
事
案
で
期
功
尊
長
を
殺
害
し
た
人

犯
が
免
勾
二
年
に
し
て
な
お
大
学
士
に
命
じ
て
会
同
し
て
調
べ
さ
せ
た
う
え
で
緩
決
に
改
め
る
と
い
う
方
式
に
鑑
み
、
い
ま
緦
麻
尊
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長
殺
害
で
あ
っ
て
﹇
期
功
尊
長
殺
害
に
﹈
比
べ
て
罪
情
は
軽
微
で
あ
る
と
い
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
ま
で
の
秋
審
で
改
め
ら
れ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
事
案
に
つ
い
て
、
奏
請
し
て
酌
量
の
上
核
定
す
る
と
い
う
の
は
、
情
理
に
近
く
な
い
わ
け
で
も
な
い
。

〔
如
以
此
等
案
情
必
応
改
緩
、
或
以
服
制
内
期
功
之
犯
停
勾
二
年
尚
令
大
学
士
会
同
省
核
改
緩
、
今
以
緦
麻
較
軽
転
至
歴
次
不
改
、

奏
請
酌
量
核
定
、
未
始
不
近
情
理
。〕

「
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
な
ぜ
昨
年
漢
尚
書
た
る
泰
蕙
田
が
刑
部
に
い
る
と
き
に
共
に
商
確
し
て
奏
定
せ
ず
に
、
こ
の
と
き
に
な
っ
て
機
会

を
狙
っ
た
か
の
よ
う
に
章
程
を
変
え
よ
う
と
す
る
の
か
〔
然
此
何
不
於
去
年
漢
尚
書
泰
蕙
田
在
部
時
共
為
商
確
奏
定
、
而
適
於
此
時
乗
間

更
易
章
程（

52
）〕」

と
続
く
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
罪
情
に
よ
っ
て
は
緩
決
も
あ
り
う
る
、
あ
る
い
は
期
功
尊
長
殺
害
の
事
案
の
場
合
に
は

免
勾
二
次
で
緩
決
に
改
め
て
い
る
こ
と
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
も
理
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
様
子
が
窺
え

る
。

　

発
端
が
何
で
あ
れ
、
か
か
る
問
題
が
存
在
す
る
な
ら
ば
そ
れ
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
後
、
四
川
省
の
情
実
犯
に
つ
い
て

勾
決
を
与
え
る
段
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
乾
隆
帝
は
具
体
的
な
指
示
を
出
し
て
い
る
。
九
月
二
六
日
の
次
の
上
諭
で
あ
る
。

従
来
、
期
功
服
制
情
実
人
犯
の
う
ち
停
勾
二
次
の
者
は
、
か
つ
て
諭
旨
を
下
し
て
大
学
士
に
刑
部
と
会
同
さ
せ
て
し
ら
べ
て
緩
決
に

改
め
る
べ
し
と
記
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。
そ
の
服
制
が
緦
麻
の
案
件
で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
立
決
か
ら
監
候
に
改
め
た
も
の
で
は
な

い
た
め
、
各
省
の
秋
審
招
冊
中
に
散
在
し
て
お
り
、
も
と
よ
り
先
の
諭
旨
で
言
及
し
た
対
象
で
は
な
く
、
勾
到
の
時
に
情
節
が
比
較

的
軽
微
な
た
め
に
免
勾
を
与
え
る
も
の
が
あ
っ
て
も
、
歳
月
を
重
ね
て
数
年
経
っ
て
も
、
つ
い
に
は
服
制
が
重
い
人
犯
と
一
緒
に
緩

決
に
改
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
誠
に
向
隅
で
あ
る
こ
と
を
免
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
こ
の
よ
う
な
情
節
が
あ
る
な
ら

ば
、
刑
部
堂
官
は
何
故
に
も
っ
と
早
く
に
上
奏
し
て
核
定
し
な
い
の
か
。
そ
の
上
、
秋
審
の
時
に
な
っ
て
よ
う
や
く
緦
麻
尊
長
を
傷
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斃
し
た
杜
廷
順
等
の
事
案
を
に
わ
か
に
緩
決
に
改
め
よ
う
と
す
る
。
そ
の
意
は
事
に
よ
っ
て
名
を
求
め
る
に
あ
る
。
し
か
る
に
条
例

を
た
て
て
過
不
足
を
調
整
す
る
べ
き
問
題
で
あ
る
の
に
、
か
え
っ
て
話
を
と
お
し
て
会
同
し
て
商
議
す
る
こ
と
を
し
な
い
。
司
憲
の

つ
と
め
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
今
日
勾
到
し
た
四
川
冊
の
う
ち
、
し
ら
べ
た
と
こ
ろ
杜
廷
順
の
情
罪
は
も
と
よ
り
甚
だ
重
い
と

い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
そ
こ
で
免
勾
を
与
え
た
。
見
よ
。
刑
部
の
前
の
上
奏
の
誤
謬
た
る
や
、
た
だ
栄
誉
を
釣
り
上
げ
よ

う
と
考
え
て
、
つ
い
に
は
節
外
生
枝
を
い
た
す
。
す
な
わ
ち
明
刑
弼
教
の
本
意
を
ま
っ
た
く
体
得
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
朕
が
庶

獄
を
処
理
す
る
と
き
に
は
、
事
案
に
鉅
細
の
別
な
く
、
虚
公
詳
慎
に
こ
れ
を
執
り
行
い
、
わ
ず
か
も
成
見
を
持
つ
こ
と
は
な
い
の
で

あ
る
。
嗣
後
、
こ
の
よ
う
な
緦
麻
服
属
人
犯
が
あ
れ
ば
、
ま
た
期
功
以
上
の
例
に
照
ら
し
て
停
勾
二
次
の
後
に
お
い
て
、
大
学
士
に

命
じ
て
該
部
と
会
同
さ
せ
、
全
て
一
緒
に
し
ら
べ
て
緩
決
に
改
入
さ
せ
る
。
命
じ
て
例
と
為
さ
し
む
。
あ
わ
せ
て
こ
れ
を
ば
中
外
に

通
諭
せ
し
め
こ
れ
を
知
ら
し
む
。

〔
向
来
期
功
服
制
情
実
人
犯
内
停
勾
二
次
者
、
曽
経
降
旨
令
大
学
士
会
同
刑
部
省
録
改
緩
。
其
服
係
緦
麻
案
件
、
因
非
由
立
決
改
監

候
者
、
散
入
各
省
讞
冊
、
本
非
前
旨
所
概
、
雖
勾
到
時
有
以
情
節
稍
軽
酌
予
免
勾
、
而
積
至
数
年
、
竟
未
得
與
服
重
人
犯
一
体
改
緩
。

誠
実
不
免
向
隅
。
然
既
有
此
情
節
、
刑
部
堂
官
何
不
早
奏
核
定
、
而
於
秋
讞
時
遂
将
傷
斃
緦
麻
尊
長
之
杜
廷
順
等
之
案
遽
行
改
緩
。

是
其
意
在
因
事
沽
名
、
而
於
条
例
之
応
加
酌
剤
者
、
転
未
通
行
籌
議
。
司
憲
之
義
謂
何
。
今
日
勾
到
四
川
冊
内
、
核
杜
廷
順
情
罪
本

不
甚
重
、
因
予
免
勾
。
可
見
、
刑
部
前
奏
之
謬
誤
、
祇
以
意
中
釣
誉
、
遂
致
節
外
生
枝
。
而
於
明
刑
弼
教
之
本
意
、
全
未
体
会
也
。

朕
辦
理
庶
獄
、
事
無
鉅
細
、
一
秉
虚
公
詳
慎
、
従
不
稍
存
成
見
。
嗣
後
遇
此
等
緦
麻
服
属
人
犯
、
亦
照
期
功
以
上
例
於
停
勾
二
次
之

後
、
著
大
学
士
会
同
該
部
、
一
体
省
核
改
入
緩
決
。
著
為
例
。
并
将
此
通
諭
中
外
、
知
之（

53
）。〕

　

乾
隆
帝
は
上
諭
を
通
じ
て
緦
麻
尊
長
殺
害
の
場
合
も
情
実
免
勾
二
次
で
緩
決
に
改
め
る
こ
と
を
認
め
た
が
、
新
事
の
事
案
を
他
の
監
候
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事
案
と
同
様
に
罪
情
に
応
じ
て
情
実
・
緩
決
を
分
別
し
て
も
よ
い
の
か
と
い
う
問
題
に
は
直
接
指
示
を
与
え
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
刑
部

が
緩
決
と
判
断
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
上
奏
し
た
杜
廷
順
に
つ
い
て
は
情
実
免
勾
と
判
断
し
て
お
り
、
本
年
の
秋
審
で
緩
決
に
改
め
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
あ
る
い
は
乾
隆
帝
は
、
服
制
が
関
係
す
る
以
上
、
緩
決
と
は
な
し
え
ず
、
や
は
り
情
実
と
し
て
免
勾
二
次
を
持
つ
と

い
う
手
続
を
と
る
べ
き
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
乾
隆
三
一
年
成
立
の
秋
審
条
款
は
こ
の
乾
隆
二

九
年
の
決
定
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

乾
隆
二
九
年
に
、
緦
麻
尊
長
を
殴
死
し
て
擬
し
て
情
実
と
な
り
二
回
免
勾
と
な
っ
た
者
は
、
期
功
服
制
の
例
に
照
ら
し
て
上
奏
し
て

緩
決
に
改
め
る
と
す
る
諭
旨
を
奉
じ
た
が
、
こ
れ
は
決
し
て
こ
の
項
を
一
概
に
擬
し
て
情
実
に
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
な
お
従
来
ど
お
り
情
実
緩
決
を
分
別
し
て
処
理
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

〔
乾
隆
二
十
九
年
奉
諭
旨
、
将
殴
死
緦
麻
尊
長
擬
実
人
犯
両
次
未
勾
者
、
照
期
功
服
制
之
例
奏
改
緩
決
、
並
非
将
此
項
概
擬
情
実
、

似
可
仍
照
向
例
分
別
辦
理（

54
）。〕

ま
た
、
清
朝
後
期
に
成
立
・
流
布
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
秋
審
条
款（

55
）も

、
種
々
の
要
件
を
考
慮
し
て
情
実
・
緩
決
を
分
別
す
る
よ
う
規

定
し
て
い
る（

56
）。

　

緩
決
と
い
う
選
択
肢
が
残
さ
れ
た
か
ら
に
は
情
実
免
勾
二
次
を
持
つ
ま
で
も
な
い
。
沈
家
本
は
緦
麻
尊
長
殺
害
事
案
の
処
理
が
、
乾
隆

年
間
は
厳
し
か
っ
た
が
嘉
慶
期
以
降
徐
々
に
緩
や
か
に
な
っ
た
と
し
て
、「
け
だ
し
、﹇
乾
隆
二
九
年
﹈
当
時
は
﹇
緦
麻
尊
長
殺
害
は
﹈
情

実
と
判
断
さ
れ
る
事
案
が
多
か
っ
た
。
嘉
慶
以
後
は
緩
決
事
案
が
徐
々
に
多
く
な
り
、
こ
の
項
目
に
は
つ
い
に
は
停
勾
二
次
の
人
犯
は
い

な
く
な
っ
た
。
こ
の
﹇
緦
麻
尊
長
殺
害
の
事
案
も
情
実
二
次
で
免
勾
と
す
る
﹈
例
は
す
で
に
名
ば
か
り
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
〔
蓋

当
日
実
案
多
也
。
嘉
慶
以
後
緩
案
漸
多
、
此
項
遂
無
停
勾
二
次
之
犯
、
此
例
已
成
虚
設
矣（

57
）〕」

と
述
べ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
緦
麻
尊
長
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殺
害
事
案
に
お
い
て
、
そ
も
そ
も
死
を
免
ぜ
ら
れ
る
程
度
の
罪
情
の
人
犯
で
あ
れ
ば
最
初
か
ら
情
実
と
は
な
ら
ず
、
情
実
冊
に
入
る
の
は

情
実
一
次
で
確
実
に
勾
決
を
与
え
ら
れ
る
重
大
な
罪
情
の
人
犯
の
み
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
免
勾
二
次
で
緩
決
に
改
め
ら
れ
る
服
制
と
は
異
な
り
、
官
犯
は
情
実
免
勾
五
次
で
、
常
犯
は
情
実
免
勾
十
次
に
し
て
よ
う
や
く

緩
決
と
な
り
う
る（

58
）。

し
か
も
こ
の
よ
う
に
定
ま
っ
た
の
は
乾
隆
三
九
（
一
七
七
四
）
年
の
こ
と
と
、
服
制
事
案
を
対
象
に
し
た
議
論
よ
り

も
時
期
が
若
干
遅
れ
て
い
る
こ
と
に
も
着
目
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
処
遇
の
差
は
、
服
制
冊
に
入
る
人
犯
が
他
の
常
犯
等
に

比
較
し
て
あ
わ
れ
み
を
か
け
ら
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
り
、
言
葉
を
換
え
れ
ば
そ
れ
だ
け
罪
情
が
軽
微
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
二
）
情
実
服
制
冊
の
展
開

　

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
服
制
冊
は
服
制
に
関
連
す
る
事
案
で
夾
簽
声
明
等
を
通
じ
て
立
決
か
ら
監
候
へ
と
改
め
ら
れ
た
も
の
を
そ
こ

に
含
め
る
べ
く
作
成
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
後
に
は
そ
れ
以
外
の
類
型
も
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
清
朝
後
半
の
秋
審
条
款
は
服
制
冊
に

入
る
べ
き
事
案
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

服
制
に
関
す
る
等
項
に
つ
い
て
、
例
え
ば
期
功
尊
長
を
殴
死
す
る
、
お
よ
び
期
功
尊
長
を
刃
傷
す
る
、
並
び
に
子
・
孫
・
妻
妾
・
奴

婢
が
祖
父
母
・
父
母
・
夫
・
家
長
を
過
失
殺
す
る
な
ど
の
事
案
は
、
立
決
か
ら
監
候
に
改
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
﹇
常
犯

と
は
﹈
別
に
服
制
冊
に
帰
し
て
擬
し
て
情
実
に
入
れ
る
。
そ
の
尊
長
が
僅
か
に
殴
打
を
命
じ
た
だ
け
で
あ
る
の
に
、
卑
幼
が
ほ
し
い

ま
ま
に
畳
殴
し
て
多
傷
し
殺
害
し
て
斬
監
候
と
な
っ
た
事
案
は
、
嘉
慶
四
年
に
奏
明
し
て
、
こ
れ
も
服
制
冊
に
帰
し
て
処
理
す
る
こ
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と
と
し
た
。
ま
た
、
期
親
尊
長
を
刃
傷
し
た
事
案
に
お
い
て
、
調
べ
た
と
こ
ろ
こ
と
さ
ら
に
罪
に
及
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
場
合
や
誤

傷
の
場
合
に
は
、﹇
嘉
慶
﹈
八
年
に
は
じ
め
て
絞
監
候
と
す
る
条
例
を
定
め
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
服
制
冊
に
入
れ
る
。
ま
た
子
・
孫
・

妻
妾
が
教
令
に
違
犯
し
、
祖
父
母
・
父
母
・
夫
に
憤
り
の
あ
ま
り
自
盡
さ
せ
た
事
案
、
お
よ
び
期
親
尊
長
を
逼
迫
し
て
自
盡
さ
せ
た

事
案
に
つ
い
て
も
、﹇
嘉
慶
﹈
十
四
年
に
奏
准
し
て
服
制
冊
に
入
れ
て
処
理
す
る
こ
と
と
し
た
。
も
し
恩
養
の
す
で
に
久
し
い
義
父

母
﹇
の
教
令
﹈
に
違
犯
し
て
自
盡
さ
せ
た
場
合
、
お
よ
び
恩
養
の
す
で
に
久
し
い
義
父
母
を
過
失
殺
し
た
場
合
に
は
、
真
実
の
親
子

関
係
と
し
て
律
の
通
り
に
取
問
し
て
擬
し
て
絞
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
立
決
よ
り
監
候
に
改
め
ら
れ
た
人
犯
で
あ

れ
ば
、
服
制
冊
に
は
入
れ
ず
、
な
お
常
犯
に
照
ら
し
て
処
理
す
る
。

〔
有
関
服
制
等
項
、
如
殴
死
期
功
尊
長
、
及
刃
傷
期
功
尊
長
、
並
子
孫
妻
妾
奴
婢
過
失
殺
祖
父
母
父
母
夫
家
長
等
案
、
係
由
立
決
改

監
候
者
、
倶
另
帰
服
制
冊
擬
入
情
実
。
其
尊
長
僅
令
殴
打
、
卑
幼
輒
畳
殴
多
傷
致
斃
斬
候
之
案
、
嘉
慶
四
年
奏
明
、
亦
帰
服
制
辦
理
。

又
刃
傷
期
親
尊
長
案
内
、
訊
非
有
心
干
犯
、
及
誤
傷
者
、
八
年
始
定
絞
候
之
例
、
亦
入
服
制
冊
。
又
子
孫
妻
妾
違
犯
教
令
、
致
祖
父

母
父
母
夫
抱
忿
自
盡
、
及
逼
迫
期
親
尊
長
致
令
自
盡
之
案
、
十
四
年
奏
准
亦
入
服
制
冊
辦
理
。
如
違
犯
恩
養
已
久
義
父
母
致
令
自
盡
、

及
過
失
殺
恩
養
已
久
義
父
母
、
照
親
子
取
問
如
律
擬
絞
並
由
立
決
改
監
候
之
犯
、
不
入
服
制
、
仍
照
常
犯
辦
理（

59
）。〕

　

ま
ず
列
挙
さ
れ
る
「
殴
死
期
功
尊
長
」、「
刃
傷
期
功
尊
長
」、
な
ら
び
に
「
子
孫
妻
妾
奴
婢
過
失
殺
祖
父
母
父
母
夫
家
長（

60
）」

は
律
例
の

中
で
斬
絞
立
決
を
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
明
ら
か
に
情
実
服
制
冊
の
そ
も
そ
も
の
対
象
で
あ
る
。
な
お
、
凌
遅
処
死
か
ら
斬
監
候
へ
と

改
め
ら
れ
た
事
案
も
服
制
冊
に
入
れ
ら
れ
て
い
た（

61
）。

凌
遅
処
死
は
態
様
と
し
て
は
立
決
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
も
ま
た
服
制
冊
の
本
来
の
射

程
か
ら
外
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
次
ぎ
に
挙
げ
ら
れ
る
「
其
尊
長
僅
令
殴
打
、
卑
幼
輒
畳
殴
多
傷
致
斃（

62
）」、「

子
孫
妻
妾
違
犯
教
令
、
致
祖
父
母
父
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母
夫
抱
忿
自
盡（

63
）」、「

逼
迫
期
親
尊
長
致
令
自
盡（

64
）」

は
、
服
制
冊
に
入
れ
る
べ
き
こ
と
が
定
っ
た
嘉
慶
四
（
一
七
九
九
）
年
、
嘉
慶
一
四
（
一

八
〇
九
）
年
の
段
階
で
そ
れ
ぞ
れ
条
例
や
さ
ら
に
は
律
文
の
中
で
斬
絞
監
候
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
夾
簽
声
明
等
の
手
法
を

取
る
ま
で
も
な
く
監
候
と
な
る
よ
う
な
類
型
で
あ
り
、
従
来
は
常
犯
冊
に
入
れ
ら
れ
て
い
た（

65
）と

考
え
ら
れ
る
。
何
故
こ
れ
ら
は
服
制
冊
で

処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
嘉
慶
八
（
一
八
〇
三
）
年
に
絞
監
候
と
定
ま
り
服
制
冊
に
入
れ
る
べ
き
と
な
っ
た
と
い
う
「
刃
傷
期

親
尊
長
案
内
、
訊
非
有
心
干
犯
、
及
誤
傷
者
」
を
例
に
、
以
下
に
検
討
す
る
。

　

も
と
も
と
期
親
尊
長
を
刃
傷
す
る
の
は
絞
立
決
と
規
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
乾
隆
五
七
（
一
七
九
二
）
年
に
お
い
て
、
胞
兄
を
刃

傷
し
た
が
傷
は
軽
く
平
復
し
た
と
い
う
李
倫
魁
の
事
案
を
処
理
す
る
中
で
、
皇
帝
は
諭
旨
を
下
し
「
弟
兄
が
殴
り
合
っ
て
傷
を
負
わ
せ
る

場
合
に
、
そ
の
情
節
は
一
様
で
は
な
い
〔
弟
兄
相
殴
致
傷
情
節
不
一
〕」
の
で
あ
る
か
ら
、「
恨
み
を
挟
ん
で
こ
と
さ
ら
に
胞
兄
を
刃
傷
し

た
〔
挟
嫌
有
心
刃
傷
胞
兄
〕」
の
か
「
こ
と
さ
ら
に
罪
に
及
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
、
或
い
は
金
刃
で
誤
傷
し
て
し
ま
っ
た
、
お
よ
び
罪
情

に
あ
わ
れ
む
べ
き
点
が
あ
る
〔
非
有
心
干
犯
或
係
金
刃
誤
傷
及
情
有
可
憫
〕」
の
か
を
区
別
し
、
後
者
で
あ
れ
ば
夾
簽
声
明
す
る
べ
き
だ

と
し
た
。
そ
こ
で
成
立
し
た
の
が
次
の
規
定
で
あ
る
。

卑
幼
が
期
親
尊
長
を
刃
傷
し
た
事
案
は
、
そ
の
争
い
が
恨
み
を
挟
ん
だ
こ
と
に
端
を
発
し
こ
と
さ
ら
に
刃
傷
し
た
場
合
に
は
、
律
に

よ
っ
て
問
擬
し
絞
立
決
と
し
、
声
請
を
庸
う
る
な
き
の
ほ
か
、
も
し
こ
と
さ
ら
に
罪
に
及
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
、
或
い
は
金
刃
で
誤

傷
し
て
し
ま
っ
た
、
お
よ
び
罪
情
に
あ
わ
れ
む
べ
き
点
が
あ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
三
法
司
は
核
題
の
時
に
李
倫
魁
の
案
内
に
て
欽

奉
せ
る
諭
旨
に
遵
照
し
て
夾
簽
声
明
し
て
旨
が
下
っ
て
定
奪
す
る
の
を
ま
て
。

〔
卑
幼
刃
傷
期
親
尊
長
之
案
、
除
衅
起
挟
嫌
有
心
刃
傷
者
、
依
律
問
擬
絞
決
、
無
庸
声
請
外
、
若
非
有
心
干
犯
或
係
金
刃
誤
傷
及
情

有
可
憫
者
、
法
司
核
題
時
遵
照
李
倫
魁
案
内
欽
奉
諭
旨
夾
簽
声
明
候
旨
定
奪（

66
）。〕
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し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
点
で
は
「
刃
傷
期
親
尊
長
案
内
、
訊
非
有
心
干
犯
、
及
誤
傷
者
」
は
立
決
か
ら
夾
簽
声
明
を
経
て
監
候
に
改
め

ら
れ
る
べ
き
類
型
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
嘉
慶
七
（
一
八
〇
二
）
年
に
な
っ
て
、
当
該
類
型
に
つ
い
て
は
夾
簽
声
明
と
い
う
手
段
を
取

ら
ず
に
直
接
絞
監
候
に
せ
よ
と
の
命
が
降
る
。
胞
兄
を
刺
傷
し
そ
の
兄
が
餘
限
外
に
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
孫
登
の
事
案
の
処
理
が

契
機
と
な
っ
た
。

　

清
律
で
は
「
保
辜
」
と
い
う
、
人
に
傷
害
を
負
わ
せ
た
場
合
に
傷
害
の
程
度
・
兇
器
に
応
じ
て
一
定
の
期
限
を
定
め
、
そ
の
間
に
犯
人

に
命
じ
て
治
療
を
施
さ
せ
、
被
害
者
が
平
復
し
た
な
ら
ば
本
来
の
刑
罰
か
ら
減
免
し
て
執
行
す
る
、
平
復
し
な
け
れ
ば
本
来
の
刑
罰
を
そ

の
ま
ま
科
す
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
期
限
に
は
律
文
に
規
定
の
あ
る
期
限
（「
正
限
」）
の
外
、
条
例
の
規
定
に
よ
っ
て
正
限
を
越
え

た
後
に
も
数
日
の
猶
予
を
与
え
る
期
限
（「
餘
限
」）
と
が
あ
る（

67
）。

本
来
保
辜
期
限
の
規
定
は
凡
人
に
の
み
適
用
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、

清
朝
は
親
属
間
の
闘
殴
に
も
適
用
す
る
べ
く
乾
隆
年
間
に
お
い
て
数
度
に
渉
っ
て
条
例
を
作
成
・
改
定
し
た
。
嘉
慶
七
年
の
時
点
に
お
い

て
は
、
殴
小
功
以
上
尊
長
に
関
し
て
は
、「
も
し
罪
が
ま
さ
に
斬
立
決
に
当
た
る
場
合
に
は
、
被
害
者
の
死
亡
が
餘
限
の
外
で
あ
る
と
は

い
え
、
な
お
本
律
に
照
ら
し
て
定
擬
し
、
そ
の
時
々
に
情
節
を
酌
量
し
て
夾
簽
声
請
す
べ
し
〔
如
罪
応
斬
決
者
、
雖
死
於
餘
限
之
外
、
仍

照
本
律
定
擬
、
臨
時
酌
量
情
節
夾
簽
声
請
〕」
と
の
規
定
が
存
在
し
て
い
た（

68
）。

　

孫
登
の
事
案
で
は
、
餘
限
外
の
死
亡
と
し
て
斬
立
決
に
擬
し
て
夾
簽
声
明
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
刃
傷
期
親
尊
長
と
し
て
絞
立
決
に
擬

し
て
夾
簽
声
明
す
る
の
か
が
議
論
と
な
っ
た
。
皇
帝
は
こ
の
問
題
に
対
し
て
、「
服
制
に
関
係
す
る
事
案
は
一
般
の
刃
傷
事
案
と
同
じ
で

は
な
い
と
は
い
え
、
た
だ
し
限
内
と
限
外
と
は
、
つ
き
つ
め
る
と
区
別
を
示
す
べ
き
で
あ
ろ
う
〔
至
有
関
服
制
之
案
、
雖
與
尋
常
刃
傷
案

犯
不
同
、
但
限
内
限
外
究
当
示
以
区
別
〕」
と
見
解
を
示
し
、

卑
幼
が
期
親
尊
長
を
刃
傷
し
た
事
案
で
、
も
し
保
辜
の
正
餘
限
内
に
死
亡
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
な
お
従
来
通
り
処
理
す
る
ほ
か
、
も
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し
死
亡
し
た
の
が
餘
限
外
で
あ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
刃
傷
の
本
律
に
照
ら
し
て
問
擬
し
て
絞
立
決
と
す
る
。
そ
の
期
親
尊
長
尊
属
を
刃

傷
し
て
律
が
ま
さ
に
絞
立
決
と
す
る
人
犯
で
、
も
し
調
べ
た
と
こ
ろ
こ
と
さ
ら
に
罪
に
及
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
、
或
い
は
金
刃
で
誤

傷
し
て
し
ま
っ
た
、
お
よ
び
罪
情
に
あ
わ
れ
む
べ
き
点
が
あ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
す
べ
て
問
擬
し
て
絞
監
候
と
し
、
均
し
く
夾
簽

声
請
を
も
ち
い
て
は
な
ら
な
い
。

〔
如
有
卑
幼
刃
傷
期
親
尊
長
、
如
有
保
辜
正
餘
限
内
身
死
者
、
仍
照
旧
辦
理
外
、
若
死
在
餘
限
之
外
、
即
照
刃
傷
本
律
問
擬
絞
決
。

其
刃
傷
期
親
尊
長
尊
属
律
応
問
擬
絞
決
之
犯
、
如
不マ
マ

非
有
心
干
犯
或
係
人マ
マ

刃
誤
傷
及
情
有
可
憫
者
、
倶
著
問
擬
絞
候
、
均
毋
庸
夾
簽

声
請
。〕

と
指
示
を
下
し
て
、
刑
部
に
命
じ
て
条
例
に
纂
じ
さ
せ
る
こ
と
と
し
た（

69
）。

お
そ
ら
く
、
翌
嘉
慶
八
年
の
秋
審
で
こ
の
事
案
を
処
理
す
る
際

に
服
制
冊
に
入
れ
る
べ
き
こ
と
が
定
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
「
刃
傷
期
親
尊
長
案
内
、
訊
非
有
心
干
犯
、
及
誤
傷
者
」
は
も

と
も
と
は
立
決
の
事
案
で
あ
り
、
夾
簽
声
明
を
経
て
監
候
に
改
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
条
例
に
よ
っ
て
直
接

絞
監
候
を
規
定
さ
れ
て
か
ら
も
、
そ
れ
ま
で
同
様
服
制
冊
で
の
処
理
が
求
め
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
同
様
の
推
測
は
「
子
孫
妻
妾

違
犯
教
令
、
致
祖
父
母
父
母
夫
抱
忿
自
盡
」
の
案
に
対
し
て
も
立
て
る
こ
と
が
で
き
る（

70
）。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
だ
け
で
は
「
其
尊
長
僅
令
殴
打
、

卑
幼
輒
畳
殴
多
傷
致
斃
」
や
「
逼
迫
期
親
尊
長
致
令
自
盡
」
に
関
し
て
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

そ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
加
害
者
と
被
害
者
と
の
間
の
服
制
関
係
で
あ
る
。
秋
審
条
款
の
規
定
の
最
後
に
挙
げ
ら
れ
た
「
違
犯
恩
養

已
久
義
父
母
致
令
自
盡
、
及
過
失
殺
恩
養
已
久
義
父
母
」
の
場
合
に
は
血
の
つ
な
が
り
の
あ
る
親
子
関
係
と
同
様
に
扱
う
、
す
な
わ
ち
律

例
の
上
で
は
立
決
と
定
め
ら
れ
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、
実
際
に
は
服
制
関
係
に
な
い
た
め
、
秋
審
で
判
断
す
る
際
に
常
犯
と
同
じ
よ
う

に
緩
決
と
判
断
す
る
こ
と
も
で
き
た（

71
）。

ま
た
前
項
で
見
た
よ
う
に
、
緦
麻
尊
長
殺
害
の
場
合
に
も
緩
決
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
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れ
に
対
し
て
、
問
題
と
な
る
犯
罪
類
型
の
場
合
、
卑
幼
の
な
に
が
し
か
の
行
為
に
よ
っ
て
直
接
的
で
あ
る
に
せ
よ
間
接
的
で
あ
る
に
せ
よ

期
功
尊
長
の
死
亡
と
い
う
結
果
が
導
き
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
に
は
た
と
え
律
例
の
中
で
監
候
を
規
定
さ
れ
て
い
た
と
し
て

も
、
当
該
卑
幼
は
必
ず
情
実
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
立
決

か
ら
監
候
に
改
め
ら
れ
た
類
型
に
関
し
て
は
服
制
冊
（
免
勾
二
次
で
緩
決
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
）
に
入
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

期
功
尊
長
の
死
亡
・
負
傷
に
対
す
る
関
与
の
程
度
が
低
い
と
考
え
ら
れ
る
類
型
を
常
犯
冊
（
免
勾
十
次
に
て
緩
決
に
改
め
ら
れ
る
可
能
性

が
出
て
く
る
）
に
入
れ
る
の
は
、
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
い
る
。
そ
こ
で
監
候
を
規
定
さ
れ
た
類
型
で
あ
っ
て
も
服
制
冊
に
入
れ
る
べ
き
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四　

尊
長
の
卑
幼
に
対
す
る
犯
罪

（
一
）
条
例
制
定
に
よ
る
卑
幼
殺
害
の
厳
罰
化

　

本
稿
冒
頭
に
て
示
し
た
よ
う
に
、律
の
規
定
上
、尊
長
に
よ
る
卑
幼
殺
害
事
案
で
死
罪
と
な
る
の
は
次
の
場
合
で
あ
る
。尊
長
が
大
功
・

小
功
・
緦
麻
卑
幼
を
殴
殺
し
た
場
合
に
絞
監
候
と
な
る
。
た
だ
し
そ
の
卑
幼
が
同
堂
の
大
功
弟
妹
・
小
功
の
堂
姪
・
緦
麻
の
姪
孫
で
あ
る

場
合
に
は
殴
殺
だ
け
で
は
杖
一
百
流
三
千
里
で
あ
り
、
故
殺
と
な
っ
て
は
じ
め
て
絞
監
候
と
な
る
。
期
親
尊
長
に
よ
る
卑
幼
殺
害
、
祖
父

母
父
母
に
よ
る
子
・
孫
の
殺
害
は
、
嫡
・
継
・
慈
・
養
母
が
子
・
孫
を
殺
害
し
夫
の
後
を
絶
や
し
た
場
合
を
除
き
、
基
本
的
に
死
罪
に
は

な
ら
な
い
。
謀
殺
は
故
殺
を
も
っ
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る（

72
）。

こ
の
よ
う
に
律
の
規
定
の
み
を
眺
め
る
と
、
尊
長
の
卑
幼
殺
害
に
関
し

て
は
卑
幼
の
尊
長
殺
害
の
場
合
や
凡
人
間
の
殺
害
の
場
合
に
比
し
て
死
罪
を
適
用
す
る
範
囲
が
狭
く
、
そ
し
て
刑
罰
も
絞
監
候
に
と
ど
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ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
対
し
て
清
朝
は
、
尊
長
に
よ
る
卑
幼
殺
害
事
案
に
つ
い
て
、
条
例
を
通
じ
て
い
く
つ
か
変
更
を
加

え
、
死
罪
規
定
を
増
や
し
た
。

　

最
初
に
変
更
さ
れ
た
の
は
、
期
親
尊
長
に
よ
る
卑
幼
殺
害
の
規
定
で
あ
っ
た
（
以
下
の
条
例
番
号
は
筆
者
）。

【
条
例
一
】

お
よ
そ
兄
と
伯
叔
と
が
弟
姪
の
財
産
・
官
職
を
争
奪
し
よ
う
と
し
て
、
あ
る
い
は
平
素
不
仲
で
睦
ま
ず
、
こ
と
さ
ら
に
兇
器
を
執
っ

て
、
故
意
に
殺
害
し
た
場
合
に
は
、
擬
し
て
絞
監
候
と
す
る
。
な
お
財
産
の
半
分
を
被
殺
の
家
属
に
断
給
し
て
養
贍
と
さ
せ
る
。
も

し
前
項
の
事
情
が
な
け
れ
ば
、
な
お
律
に
照
ら
し
て
治
罪
す
る
。

〔
凡
兄
與
伯
叔
因
争
奪
弟
姪
財
産
官
職
、
並
平
素
仇
隙
不
睦
、
有
意
執
持
兇
器
、
故
行
殺
害
者
、
擬
絞
監
候
。
仍
断
給
財
産
一
半
與

被
殺
家
属
養
贍
。
如
無
前
項
情
由
、
仍
照
律
治
罪（

73
）。〕

す
で
に
明
朝
の
弘
治
二
（
一
四
八
九
）
年
に
お
い
て
こ
の
条
例
の
も
と
と
な
る
規
定
が
作
成
さ
れ
た
が
、
当
時
は
な
お
死
罪
と
の
規
定
で

は
な
く
、
財
産
・
官
職
目
当
て
に
弟
姪
を
殺
害
し
た
場
合
に
は
軍
属
で
あ
れ
ば
辺
衛
充
軍
と
し
民
人
で
あ
れ
ば
口
外
に
発
し
て
民
と
す
る

と
規
定
し
て
い
た（

74
）。

清
朝
も
当
初
は
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
が（

75
）、

康
煕
二
二
（
一
六
八
三
）
年
に
お
い
て
刑
罰
を
絞
監
候
へ
と
改
め
、
ま

た
「
不
仲
に
よ
っ
て
故
殺
し
た
場
合
」
も
要
件
に
組
み
込
ん
だ（

76
）。

　

さ
ら
に
、
乾
隆
元
（
一
七
三
六
）
年
に
は
期
親
弟
妹
の
故
殺
・
闘
殴
殺
に
対
す
る
刑
罰
が
重
く
な
る
。

【
条
例
二
】

お
よ
そ
期
親
弟
妹
を
故
殺
し
た
場
合
に
は
、
故
殺
大
功
弟
妹
律
に
照
ら
し
て
、
均
し
く
擬
し
て
絞
監
候
と
す
る
。
そ
の
期
親
弟
妹
を

殴
り
殺
害
し
た
場
合
に
は
、
本
律
に
照
ら
し
て
満
徒
に
一
等
を
加
え
杖
一
百
流
二
千
里
と
す
る
。
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〔
凡
故
殺
期
親
弟
妹
、
照
故
殺
大
功
弟
妹
律
、
均
擬
絞
監
候
。
其
殴
期
親
弟
妹
致
死
者
照
本
律
満
徒
加
一
等
杖
一
百
流
三マ
マ

千
里（

77
）。〕

条
例
一
・
二
は
い
ず
れ
も
絞
監
候
と
規
定
す
る
に
と
ど
ま
り
、
な
お
服
制
関
係
に
留
意
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
乾
隆
後
半
に
な

る
と
特
定
の
場
合
に
は
尊
長
の
卑
幼
殺
害
で
あ
っ
て
も
斬
監
候
と
す
る
と
規
定
す
る
条
例
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
ず
、
乾
隆
四
一
（
一
七
七
六
）
年
九
月
に
は
、
財
産
目
当
て
に
小
功
の
堂
姪
を
殺
害
し
た
郭
義
培
の
事
案
の
処
理
に
際
し
て
、

尊
長
が
財
を
図
り
命
を
害
す
る
の
は
、
卑
幼
を
草
芥
の
如
く
視
て
、
そ
の
財
産
を
攫
い
そ
の
命
を
そ
こ
な
う
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て

こ
の
う
え
卑
幼
謀
殺
の
規
定
を
引
く
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

〔
尊
長
図
財
害
命
、
視
卑
幼
如
草
芥
、
攫
其
財
而
戕
其
命
。
豈
可
復
引
謀
死
卑
幼
之
条（

78
）。〕

と
の
諭
旨
が
降
り
、
次
の
規
定
が
成
立
し
た
。

【
条
例
三
】

お
よ
そ
有
服
尊
長
が
卑
幼
を
殺
害
し
た
場
合
、
も
し
謀
財
害
命
・
強
盗
放
火
殺
人
お
よ
び
図
姦
謀
殺
な
ど
の
事
案
で
あ
れ
ば
、
す
べ

て
平
人
に
照
ら
し
て
一
様
に
処
理
し
、
さ
ら
に
服
制
に
よ
っ
て
寛
減
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
他
の
一
般
的
な
親
属
相
盗
お
よ
び
卑

幼
を
謀
故
殴
殺
す
る
と
い
っ
た
事
案
は
、
な
お
例
に
照
ら
し
て
定
擬
せ
よ
。

〔
凡
有
服
尊
長
殺
死
卑
幼
、
如
係
謀
財
害
命
強
盗
放
火
殺
人
及
図
姦
謀
殺
等
案
、
倶
照
平
人
一
例
辦
理
、
不
得
復
依
服
制
寛
減
。
其

餘
尋
常
親
属
相
盗
及
謀
故
殴
殺
卑
幼
之
案
、
仍
照
例
定
擬（

79
）。〕

こ
の
場
合
の
「
倶
照
平
人
一
例
辦
理
」
と
は
「
凡
人
の
謀
殺
に
照
ら
し
て
処
理
せ
よ
」
と
の
意
味
で
斬
監
候
と
な
る（

80
）。

さ
ら
に
、
乾
隆
五
六
（
一
七
九
一
）
年
一
〇
・
一
一
月
に
は
相
次
い
で
二
つ
の
規
定
が
成
立
し
た
。

【
条
例
四
】
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服
制
関
係
に
あ
る
尊
長
が
卑
幼
を
殺
害
し
た
事
案
で
、
も
し
卑
幼
に
触
犯
の
情
節
が
ま
っ
た
く
な
く
、
た
だ
そ
も
そ
も
そ
の
父
兄
伯

叔
が
平
素
資
助
を
肯
ん
ぜ
ず
、
及
び
待
遇
が
酷
薄
で
あ
っ
た
た
め
に
、
か
ね
て
か
ら
の
恨
み
を
挟
ん
で
、
年
十
二
歳
以
下
の
無
辜
で

幼
少
の
子
嗣
弟
姪
を
ば
、
八
つ
当
た
り
し
て
こ
と
さ
ら
に
殺
害
し
私
忿
を
晴
ら
そ
う
と
図
っ
た
場
合
に
は
、
す
べ
て
凡
人
の
謀
故
殺

本
律
に
照
ら
し
て
擬
し
て
斬
監
候
と
し
、
さ
ら
に
服
制
に
よ
っ
て
科
断
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
殺
さ
れ
た
卑
幼
が
年
十
三
歳
以
上

で
あ
り
、
知
識
が
す
で
に
開
け
て
お
り
、
審
理
し
た
と
こ
ろ
触
犯
の
別
情
が
あ
る
場
合
、
な
ら
び
に
そ
の
ほ
か
の
卑
幼
を
謀
故
殺
し

た
と
い
う
事
案
は
、
な
お
旧
例
に
照
ら
し
て
処
理
せ
よ
。

〔
有
服
尊
長
殺
死
卑
幼
之
案
、
如
卑
幼
並
無
触
犯
情
節
、
祗
因
其
父
兄
伯
叔
平
日
不
肯
資
助
、
及
相
待
刻
薄
、
挟
有
夙
嫌
、
将
其
年

在
十
二
歳
以
下
無
辜
幼
少
子
嗣
弟
姪
、
遷
怒
故
行
殺
害
図
洩
私
忿
者
、
悉
照
凡
人
謀
故
殺
本
律
擬
斬
監
候
、
不
得
復
依
服
制
科
断
。

其
被
殺
之
卑
幼
年
十
三
歳
以
上
者
、
知
識
已
開
、
審
有
触
犯
別
情
、
並
其
餘
謀
故
殺
卑
幼
之
案
、
仍
照
旧
例
辦
理（

81
）。〕

【
条
例
五
】

尊
長
が
財
産
を
争
奪
し
て
弟
姪
を
故
殺
す
る
事
案
で
、
殺
さ
れ
た
弟
姪
が
年
す
で
に
成
長
し
て
お
り
尊
長
と
争
闘
し
た
と
い
う
事
情

が
あ
れ
ば
、
な
お
争
奪
財
産
の
旧
例
に
よ
っ
て
定
擬
す
る
の
外
、
弟
姪
が
年
十
二
歳
以
下
の
幼
少
に
し
て
無
知
で
り
、
争
闘
し
た
と

い
う
事
情
が
ま
っ
た
く
な
く
、
尊
長
が
財
産
を
占
せ
ん
と
図
り
、
そ
こ
で
ほ
し
い
ま
ま
に
惨
殺
・
毒
斃
を
実
行
し
た
の
で
あ
れ
ば
、

す
べ
て
凡
人
の
謀
故
殺
律
に
よ
っ
て
斬
監
候
と
す
る
。

〔
尊
長
争
奪
財
産
故
殺
弟
姪
之
案
、
除
被
殺
弟
姪
年
已
長
成
有
與
尊
長
争
闘
之
情
者
、
仍
依
争
奪
財
産
旧
例
定
擬
外
、
如
弟
姪
年
十

二
歳
以
下
幼
少
無
知
、
並
無
争
闘
之
情
、
尊
長
因
図
佔
財
産
、
輒
行
惨
殺
毒
斃
者
、
悉
依
凡
人
謀
故
殺
律
斬
監
候（

82
）。〕

条
例
四
に
お
い
て
は
、
秋
審
に
際
し
て
山
西
省
の
情
実
人
犯
冊
を
確
認
し
て
い
た
皇
帝
が
、
そ
の
中
の
胞
叔
へ
の
恨
み
を
晴
ら
す
た
め
に



清
代
服
制
事
案
に
関
す
る
一
考
察

― 41 ―

そ
の
十
二
歳
の
幼
子
を
謀
殺
し
た
余
文
全
の
事
案
、
及
び
そ
の
両
親
の
自
己
へ
の
待
遇
の
酷
薄
さ
を
思
い
出
し
小
功
堂
姪
を
故
殺
し
た
孫

式
漢
の
事
案
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
こ
と
が
、
当
該
規
定
成
立
の
契
機
と
な
っ
た
。

以
上
の
二
案
に
つ
い
て
、
刑
部
は
均
し
く
﹇
督
撫
の
﹈
原
擬
に
照
ら
し
て
尊
長
謀
殺
本
宗
卑
幼
律
に
よ
っ
て
問
擬
し
て
絞
監
候
と
し
、

情
実
に
入
れ
て
き
た
。
こ
の
処
理
は
未
だ
允
協
な
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
尊
長
が
卑
幼
を
殺
害
し
た
と
い
う
事
案
で
も
、
そ
の

情
節
の
軽
重
は
も
と
よ
り
異
な
っ
て
い
る
。
卑
幼
が
は
た
し
て
本
分
に
安
ぜ
ず
流
れ
流
れ
て
匪
徒
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
場
合

に
お
い
て
、
尊
長
た
る
者
が
﹇
卑
幼
に
﹈
訓
誨
し
た
も
の
の
、﹇
当
の
卑
幼
が
﹈
悔
悛
せ
ず
、
一
族
に
恥
辱
を
与
え
る
の
で
は
な
い

か
と
お
そ
れ
、
そ
こ
で
責
打
し
て
殺
害
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
自
ず
と
ま
さ
に
定
律
に
按
照
し
て
問
擬
す
る
べ
き
で
あ
り
、

﹇
か
か
る
輩
に
は
﹈
勾
到
の
と
き
に
も
な
お
予
勾
し
な
い
こ
と
も
あ
ろ
う
。
も
し
う
ら
み
を
挟
ん
で
、
ほ
し
い
ま
ま
に
尊
長
の
名
分

に
よ
っ
て
こ
と
さ
ら
に
殴
打
し
て
殺
害
し
た
場
合
、
さ
ら
に
ひ
ど
い
の
は
家
の
資
産
を
覬
覦
し
て
、
意
に
任
せ
て
凌
虐
し
て
卑
幼
を

殴
斃
し
た
場
合
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
中
に
は
人
の
嗣
子
を
絶
や
す
場
合
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
残
忍
な
る
こ
と
す
で
に

極
ま
っ
て
お
り
恩
義
も
断
絶
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
凡
論
を
も
っ
て
対
処
す
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
う
え
尊
長
の
例
を
援
引

し
て
按
照
し
て
定
擬
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
…
…
﹇
こ
の
二
事
案
に
つ
い
て
﹈
幼
孩
を
惨
斃
し
た
情
節
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
均
し
く

残
忍
で
あ
っ
た
。
自
ず
と
ま
さ
に
た
だ
ち
に
凡
論
を
も
っ
て
対
処
す
る
べ
き
で
あ
る
。
刑
部
は
な
お
尊
長
致
死
卑
幼
律
に
照
ら
し
て

擬
し
て
絞
監
候
と
し
て
い
る
が
、
引
用
の
例
条
が
未
だ
牽
混
を
免
れ
て
い
な
い
。
殊
に
明
刑
弼
教
の
義
で
は
な
い
。

〔
以
上
二
案
刑
部
均
照
原
擬
依
尊
長
謀
殺
本
宗
卑
幼
律
問
擬
絞
候
入
於
情
実
、
辦
理
未
為
允
協
。
尊
長
至
死
卑
幼
、
其
情
節
軽
重
原

有
区
別
。
卑
幼
果
有
不
安
本
分
下
流
為
匪
等
情
、
為
尊
長
者
訓
誨
、
不
悛
、
恐
貽
羞
族
党
、
以
致
責
打
殞
命
、
自
応
按
照
定
律
問
擬
、

勾
到
時
尚
可
不
行
予
勾
。
若
因
挟
嫌
懐
忿
、
輒
依
尊
長
名
分
故
行
殴
打
至
死
、
甚
或
覬
覦
家
資
、
肆
意
凌
虐
殴
斃
卑
幼
、
且
其
中
絶
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人
子
嗣
者
有
之
。
是
其
残
忍
已
極
恩
義
断
絶
。
即
当
以
凡
論
、
不
得
再
援
尊
長
之
例
按
照
定
擬
。
…
…
核
其
惨
斃
幼
孩
情
節
、
均
属

残
忍
、
自
応
即
以
凡
論
。
刑
部
仍
照
尊
長
致
死
卑
幼
律
擬
絞
候
、
引
用
例
条
、
未
免
牽
混
、
殊
非
弼
教
明
刑
之
義（

83
）。〕

ま
た
、
条
例
五
の
成
立
に
は
財
を
図
っ
て
四
歳
に
な
る
幼
弟
を
殺
害
し
た
王
均
進
の
事
案
の
処
理
が
契
機
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
際
刑

部
か
ら
次
の
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。

け
だ
し
、
事
件
が
財
産
が
原
因
で
発
生
し
た
と
き
、
尊
長
に
あ
っ
て
私
欲
を
挟
ん
で
惨
殺
す
る
と
い
う
情
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
故
に
擬

し
て
絞
罪
を
以
て
抵
て
る
の
で
あ
り
、
期
親
の
尊
属
で
あ
っ
て
も
ま
た
律
に
よ
っ
て
擬
し
て
流
罪
と
は
な
し
え
な
い
。
財
産
と
は
突

き
つ
め
る
と
祖
宗
が
遺
し
た
も
の
な
の
で
あ
り
、
尊
長
に
あ
っ
て
み
だ
り
に
争
奪
す
る
の
は
も
と
よ
り
よ
ろ
し
く
な
い
。
卑
幼
に
あ
っ

て
は
退
譲
し
て
顧
恤
す
る
と
い
う
情
が
な
け
れ
ば
、
ま
た
名
義
に
も
と
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
故
に
﹇
尊
長
が
か
か
る
卑
幼
を
﹈
故

意
に
殺
害
し
た
と
し
て
も
ま
た
罪
は
絞
罪
に
止
ま
り
、
凡
人
と
同
様
に
科
罪
す
る
こ
と
は
な
い
。
も
し
幼
少
無
知
の
弟
姪
で
あ
り
、

該
犯
と
争
闘
し
た
と
い
う
情
が
全
く
な
く
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
財
産
を
占
せ
ん
と
図
っ
て
無
辜
を
惨
殺
し
た
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
恩

義
は
断
絶
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、ま
さ
に
凡
人
の
謀
故
殺
本
律
に
よ
っ
て
定
擬
し
、そ
の
う
え
尊
長
の
例
を
援
引
す
る
べ
き
で
は
な
い
。

〔
蓋
事
因
財
産
、
在
尊
長
有
挟
私
残
殺
之
情
、
故
擬
以
絞
抵
、
雖
期
親
尊
属
、
亦
不
得
依
律
擬
流
。
而
財
産
究
属
祖
宗
所
遺
、
在
尊

長
混
行
争
奪
、
固
属
不
合
。
在
卑
幼
亳
無
退
譲
顧
恤
之
情
、
亦
属
有
乖
名
義
、
故
雖
殺
出
有
心
、
亦
罪
止
繯
首
不
與
凡
人
同
科
。
至

若
幼
少
無
知
弟
姪
、
並
無
與
該
犯
争
闘
之
情
、
輒
因
図
佔
財
産
無
辜
惨
殺
、
即
属
恩
義
断
絶
、
応
依
凡
人
謀
故
殺
本
律
定
擬
、
不
得

復
援
尊
長
之
例（

84
）。〕

本
来
尊
長
の
卑
幼
に
対
す
る
暴
力
が
凡
人
よ
り
も
軽
微
な
罪
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
管
教
に
出
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
認

識
が
は
た
ら
く
が
故
で
あ
る
。
管
教
に
出
る
た
め
で
は
な
け
れ
ば
、
恩
義
も
絶
え
、
も
は
や
凡
人
同
士
の
行
為
と
大
差
は
な
い
。
か
か
る
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尊
長
を
保
護
す
る
必
要
は
全
く
な
い
の
で
あ
る
。
条
例
三
の
成
立
時
に
も
同
様
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、
凡
人
で

あ
れ
ば
謀
故
殺
は
斬
監
候
、
財
産
目
当
て
で
謀
殺
す
れ
ば
斬
立
決
、
幼
孩
の
謀
殺
も
ま
た
斬
立
決
と
な
り（

85
）、

そ
れ
に
比
し
て
尊
長
の
卑
幼

殺
害
は
一
段
階
低
く
刑
罰
を
設
定
さ
れ
て
お
り
、
な
お
「
尊
長
で
あ
る
こ
と
」
は
量
刑
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

以
上
の
条
例
は
嘉
慶
六
（
一
八
〇
一
）
年
に
整
理
さ
れ
、
条
例
一
・
五
が
修
併
さ
れ
て
一
条
と
な
り（

86
）、

条
例
三
・
四
は
大
功
以
下
尊
長

に
限
定
さ
れ
殴
大
功
以
下
尊
長
律
へ
と
移
っ
た（

87
）。

（
二
）
秋
審
に
お
け
る
処
理

　

で
は
実
際
に
秋
審
で
は
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
た
の
か
。
卑
幼
に
よ
る
尊
長
殺
害
の
場
合
に
は
そ
れ
だ
け
で
一
概
に
情
実
と
判
断
す
る

べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
逆
の
見
方
を
す
れ
ば
、
尊
長
に
よ
る
卑
幼
殺
害
の
場
合
に
は
そ
れ
だ
け
で
一
概
に
緩
決
（
あ
る
い
は
可
矜
）

と
判
断
す
る
べ
き
で
あ
る
と
の
議
論
も
あ
り
そ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
、
む
し
ろ
常
犯
と
同
じ
よ
う
に
、
罪
情
に
応
じ
て
情
実
・
緩
決
・
可
矜
を
分
別
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

認
識
が
あ
っ
た
。
乾
隆
三
一
年
成
立
の
秋
審
条
款
は
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。

期
親
の
弟
姪
を
故
殺
し
た
事
案
で
、
も
し
財
産
を
奪
い
承
継
を
め
ぐ
っ
て
争
い
、
あ
る
い
は
図
頼
図
詐
に
よ
る
な
ど
、
情
節
が
残
忍

で
あ
れ
ば
、
ま
さ
に
情
実
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
も
し
一
時
の
怒
り
に
か
ら
れ
て
、
あ
る
い
は
匪
徒
の
卑
幼
を
殺
害
し

た
場
合
に
は
、
緩
決
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
故
殺
期
親
弟
姪
之
案
、
如
因
奪
産
争
継
及
因
図
頼
図
詐
情
節
残
忍
者
、
応
入
情
実
。
其
餘
如
係
一
時
触
忿
及
致
死
為
匪
之
人
者
、
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可
以
緩
決（

88
）。〕

ま
た
、
清
朝
後
半
に
流
布
し
て
い
た
秋
審
条
款
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

期
親
以
下
の
卑
幼
お
よ
び
卑
幼
の
妻
を
謀
故
殺
す
る
各
事
案
は
、
も
し
図
詐
図
頼
や
承
継
・
財
産
を
め
ぐ
る
争
い
、
累
を
恐
れ
憎
み

嫌
う
、
あ
る
い
は
銭
債
田
土
に
よ
る
口
角
と
い
う
細
故
が
原
因
で
憤
り
を
逞
し
く
し
て
残
殺
す
る
、
あ
る
い
は
道
理
に
悖
っ
て
欺
凌

す
る
な
ど
と
い
っ
た
場
合
に
は
、
す
べ
て
情
実
に
入
れ
る
。
も
し
事
が
管
教
に
よ
る
一
時
の
怒
り
に
か
ら
れ
た
た
め
に
ひ
き
お
こ
さ

れ
、
あ
る
い
は
死
者
が
道
理
を
曲
げ
兇
悪
な
様
子
で
あ
る
、
お
よ
び
匪
徒
で
祖
宗
を
玷
辱
し
た
卑
幼
を
殺
害
し
た
場
合
に
は
、
す
べ

て
緩
決
と
す
る
。
大
功
・
小
功
・
緦
麻
の
卑
幼
を
殴
死
し
て
ま
さ
に
絞
監
候
で
あ
る
場
合
に
は
、
情
節
が
実
に
惨
忍
で
な
け
れ
ば
、

に
わ
か
に
論
議
し
て
情
実
と
す
る
必
要
は
な
い
。

〔
謀
故
殺
期
親
以
下
卑
幼
及
卑
幼
之
婦
各
案
、
如
図
詐
図
頼
争
継
争
産
畏
累
憎
嫌
、
並
因
銭
債
田
土
口
角
細
故
逞
忿
残
殺
、
或
非
理

欺
凌
者
、
倶
入
情
実
。
若
情
因
管
教
一
時
触
忿
、
並
死
者
理
曲
情
兇
、
及
致
斃
為
匪
玷
辱
祖
宗
卑
幼
者
、
倶
可
緩
決
。
其
殴
死
功
緦

卑
幼
應
絞
候
者
、
非
情
節
実
在
惨
忍
、
不
必
遽
行
議
実（

89
）。〕

秋
審
条
款
の
拘
束
力
に
関
し
て
は
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
が（

90
）、

尊
長
に
よ
る
卑
幼
殺
害
だ
か
ら
と
い
っ
て
自
動
的
に
可
矜
・
緩
決
と
判
断
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
と
は
い
え
、
情
実
・
緩
決
・
可
矜
の
判
断
基
準
は
、
常
犯
に
比
し
た
場
合
、
軽
め
に
設
定
さ

れ
て
お
り
（
す
な
わ
ち
情
実
と
判
断
す
る
際
に
は
厳
し
い
要
件
が
必
要
と
な
る（

91
））、

卑
幼
に
よ
る
尊
長
殺
害
の
場
合
の
よ
う
な
、
常
犯
で

あ
れ
ば
可
矜
・
緩
決
で
あ
る
が
服
制
が
か
ら
む
故
に
情
実
に
判
断
す
る
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
方
と
は
対
照
を
な
す
。
ま
た
沈
家
本
は
、

こ
の
規
定
に
対
す
る
按
語
の
中
で
、
服
制
の
親
疎
は
秋
審
に
お
け
る
判
断
の
寛
厳
に
反
映
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る（

92
）。

秋
審
に

お
い
て
服
制
を
考
慮
か
ら
は
ず
し
、
純
粋
に
行
為
の
み
に
着
目
し
て
判
断
す
る
と
い
う
認
識
は
存
在
し
な
い
。
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そ
れ
で
も
情
実
と
判
断
さ
れ
る
人
犯
も
中
に
は
存
在
し
た
こ
と
に
着
目
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
服
制
冊
で
は
な
く
、
他
の
情
実

人
犯
と
共
に
常
犯
冊
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
常
犯
冊
に
入
っ
た
人
犯
が
勾
決
を
与
え
ら
れ
る
可
能
性
は
非
常
に
高
く（

93
）、

お
そ
ら
く

彼
ら
と
て
例
外
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
阮
葵
生
は
先
に
挙
げ
た
乾
隆
三
一
年
の
条
款
に
対
す
る
按
語
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

つ
つ
し
ん
で
按
ず
る
に
、
胞
弟
胞
姪
を
故
殺
し
た
と
い
う
事
案
は
総
じ
て
案
情
に
よ
っ
て
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
原
律
は
ま

さ
に
擬
し
て
流
罪
に
と
ど
め
て
い
る
が
、
後
に
条
例
を
定
め
て
改
め
て
絞
監
候
と
し
た
。
こ
れ
に
は
お
の
お
の
深
意
が
あ
る
。
も
し

財
産
を
狙
い
官
職
を
取
り
上
げ
よ
う
と
し
て
そ
こ
で
人
を
絶
嗣
に
い
た
ら
し
め
た
と
す
る
と
、
そ
の
心
は
残
忍
で
あ
り
、
近
年
は
さ

ら
に
改
め
て
立
決
と
す
る
事
案
が
あ
り
、﹇
こ
の
よ
う
な
場
合
﹈
秋
審
を
待
つ
ま
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
け
だ
し
、
血
を
分
け
た
み

う
ち
に
は
天
然
の
つ
な
が
り
に
よ
る
恩
義
が
あ
り
、
故
に
国
法
は
卑
幼
が
匪
徒
で
あ
る
場
合
に
尊
長
が
そ
れ
を
い
た
ん
で
こ
と
さ
ら

に
殺
害
す
る
の
を
許
し
て
い
る
。
し
か
る
に
人
倫
が
乱
れ
る
﹇
こ
と
も
あ
る
﹈。
故
に
秋
審
は
卑
幼
が
殺
さ
れ
た
場
合
に
尊
長
に
軽
々

し
く
免
勾
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
よ
ろ
し
く
個
々
の
事
案
毎
に
細
か
く
情
節
を
し
ら
べ
、
一
概
に
論
じ
て
は
な
ら
な
い
。

〔
謹
按
故
殺
胞
弟
胞
姪
総
以
案
情
為
断
。
原
律
止
応
擬
流
、
後
来
定
例
改
絞
、
各
有
深
意
。
若
図
謀
財
産
襲
職
以
致
其
人
絶
嗣
者
、

設
心
残
忍
、
近
年
尚
有
改
為
立
決
之
案
、
不
待
秋
審
。
蓋
骨
肉
為
天
属
之
恩
、
故
国
法
於
卑
幼
為
匪
尊
長
尚
准
其
相
隠
故
殺
。
乃
人

倫
之
変
、
故
秋
審
於
卑
幼
被
殺
尊
長
不
軽
予
免
勾
。
宜
逐
案
細
核
情
節
、
不
可
一
概
而
論（

94
）。〕

　

あ
る
い
は
彼
ら
は
勾
決
を
免
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
先
に
は
結
局
免
勾
を
十
回
繰
り
返
さ
な
け
れ
ば
緩
決
に
は

入
ら
な
い
と
い
う
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
存
在
す
る
。
免
勾
を
二
回
繰
り
返
し
て
緩
決
と
な
る
の
か
、
免
勾
を
十
回
繰
り
返
し
て
緩
決
と
な
る

の
か
。
単
純
に
そ
の
処
遇
に
の
み
着
目
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
前
者
の
方
が
よ
り
軽
微
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
言
葉
を
換
え
れ

ば
、
そ
も
そ
も
律
の
中
に
お
い
て
斬
立
決
を
規
定
さ
れ
る
卑
幼
に
よ
る
期
親
尊
長
殺
害
と
、
従
来
律
の
中
で
は
単
に
流
刑
を
規
定
さ
れ
、



東
洋
文
化
硏
究
所
紀
要　

第
百
五
十
五
册

― 46 ―

後
に
条
例
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
絞
監
候
を
規
定
さ
れ
た
尊
長
に
よ
る
期
親
卑
幼
殺
害
と
が
、
秋
審
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
罪
情
の
重
大
性

に
対
す
る
評
価
が
入
れ
替
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
問
題
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
も
と
も
と
立
決
で
あ
る
期
親
尊
長
の
殺
害
を
監
候
に
改
め
る
に
は
厳
し
い
条
件
を
ク

リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、そ
れ
に
対
し
て
期
親
卑
幼
の
殺
害
を
情
実
に
す
る
た
め
に
は
逆
の
意
味
で
厳
し
い
条
件
が
付
加
さ
れ
る
。

出
発
点
か
ら
し
て
条
件
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

五　

結
語

　

親
属
間
の
身
分
関
係
は
秋
審
に
お
い
て
事
案
を
処
理
す
る
際
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
。
卑
幼
に
よ
る
尊
長
の
殺
害
は
や
は
り

重
大
な
犯
罪
で
あ
り
、
逆
に
尊
長
に
よ
る
卑
幼
の
殺
害
は
軽
微
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
、
尊
長
か

卑
幼
か
と
い
う
身
分
関
係
の
み
な
ら
ず
、
救
父
情
切
や
聴
従
父
命
な
ど
の
軽
減
事
由
、
あ
る
い
は
図
財
害
命
や
謀
故
殺
と
い
っ
た
加
重
事

由
を
積
極
的
に
秋
審
判
断
に
取
り
入
れ
、
律
に
規
定
さ
れ
る
厳
格
な
区
別
を
緩
和
し
て
い
っ
た
こ
と
は
注
目
す
る
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

　

清
朝
は
か
か
る
方
針
の
も
と
で
、
ま
ず
律
の
中
で
斬
立
決
と
い
う
重
罰
を
規
定
さ
れ
る
期
功
尊
長
殺
害
の
事
案
を
、
情
実
と
判
断
せ
ざ

る
を
得
な
い
が
免
勾
二
次
で
緩
決
に
改
め
る
と
い
う
仕
組
み
を
作
り
出
す
。
そ
も
そ
も
死
刑
執
行
を
躊
躇
さ
せ
る
軽
減
事
由
が
あ
る
事
案

で
あ
る
以
上
は
、
勾
決
を
免
れ
る
可
能
性
は
高
く
、
そ
れ
を
見
越
し
て
の
措
置
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
方
式
は
他
の
尊
長
殺
害

事
案
に
も
適
用
さ
れ
て
い
く
。
こ
れ
に
対
し
て
尊
長
に
よ
る
卑
幼
殺
害
事
案
は
条
例
を
通
じ
て
厳
罰
化
が
進
め
ら
れ
、
ま
た
秋
審
に
お
い

て
も
一
概
に
緩
決
・
可
矜
と
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
た
。
情
実
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
期
功
尊
長
殺
害
事
案
と
は
違
い
ゆ
る
し
が
た
い
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が
あ
わ
れ
む
べ
き
点
も
あ
る
と
は
み
な
さ
れ
ず
、
他
の
常
犯
同
様
に
に
く
む
べ
き
犯
罪
と
さ
れ
、
勾
決
と
な
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
勾
決
を
免
れ
た
と
し
て
も
、
期
功
尊
長
殺
害
事
案
と
は
異
な
り
、
短
期
間
で
緩
決
に
改
め
ら
れ
る
と
い
う
可
能
性
も
な
か
っ

た
。

　

む
ろ
ん
個
別
の
加
重
・
軽
減
事
由
に
着
目
し
て
、
律
の
規
定
と
は
異
な
る
刑
罰
を
科
す
こ
と
は
古
来
行
わ
れ
て
き
た
。
重
要
な
の
は
、

そ
れ
が
個
別
の
事
案
処
理
の
中
で
特
例
と
し
て
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
秋
審
の
中
で
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
実
施
さ
れ
て
い
た
点
で
あ

る
。
尊
長
殺
害
と
は
い
え
ゆ
る
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
卑
幼
殺
害
と
は
い
え
ゆ
る
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
秋
審
を
通
じ
て

手
続
と
し
て
組
み
立
て
ら
れ
大
が
か
り
に
実
施
さ
れ
た
と
き
、
親
属
関
係
に
対
す
る
認
識
は
変
化
し
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

た
だ
し
、
加
重
・
軽
減
事
由
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
定
案
時
に
お
い
て
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
、
直
接
減
刑
執
行
・

死
刑
執
行
を
せ
ず
に
、監
候
と
し
て
秋
審
を
待
た
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。そ
こ
に
は
一
体
い
か
な
る
経
緯
が
あ
っ
た
の
か
。な
お
個
々

の
事
由
に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
及
び
考
察
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
上
で
、
服
制
事
案
に
つ
い
て
は
再
度
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1　

以
下
、
伝
統
中
国
に
お
け
る
親
属
関
係
に
関
し
て
は
、
滋
賀
秀
三
「
名
例
」（
律
令
研
究
会
編
『
譯
註
日
本
律
令
五―

唐
律
疏
議
譯
註
篇
一
』、

東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
）、
序
録
、
及
び
滋
賀
秀
三
『
中
国
家
族
法
の
原
理
』（
創
文
社
、
一
九
六
七
）、
第
一
章
第
一
節
。

2　

明
律
（
黄
彰
健
『
明
代
律
例
彙
編
』﹇
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
七
九
﹈
に
よ
れ
ば
、
洪
武
三
〇
年
以
降
の
明
律
）・
清
律
に
は
「
喪

服
図
」
と
称
さ
れ
る
八
種
の
図
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
服
制
関
係
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

3　

桑
原
隲
蔵
『
支
那
法
制
史
論
叢
』（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
三
五
）、
瞿
同
祖
「
中
国
法
律
與
中
国
社
会
」（
同
『
瞿
同
祖
法
学
論
著
集
』
中
国
政
法
大

学
出
版
社
、
一
九
九
八
）。
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4　
『
大
清
律
集
解
附
例
』
巻
二
〇
、
刑
律
闘
殴
。「（　

）」
は
小
註
で
あ
る
（
以
下
同
）。

5　
『
大
清
律
集
解
附
例
』
巻
一
九
、
刑
律
人
命
、
闘
殴
及
故
殺
人
、「
凡
闘
殴
殺
人
者
、
不
問
手
足
・
他
物
・
金
刃
、
並
絞
（
監
候
）」。

6　

註
3
前
掲
論
文
。

7　

唐
律
に
関
し
て
は
『
唐
律
疏
議
』
巻
二
二
、
明
律
に
関
し
て
は
『
大
明
律
集
解
附
例
』
巻
二
〇
。

8　
『
唐
律
疏
議
』
巻
三
〇
、「
疏
議
曰
、
依
獄
官
令
、
従
立
春
至
秋
分
不
得
奏
決
死
刑
、
違
者
徒
一
年
。
若
犯
悪
逆
以
上
及
奴
婢
部
曲
殺
主
者
、
不
拘

此
令
。
其
大
祭
祀
及
致
齋
・
朔
望
・
上
下
弦
・
二
十
四
気
・
雨
未
晴
・
夜
未
明
・
断
屠
月
日
及
假
日
、
並
不
得
奏
決
死
刑
」。

9　

こ
れ
ら
は
「
十
悪
」
の
一
か
ら
四
に
掲
げ
ら
れ
、
と
り
わ
け
悪
逆
は
赦
に
あ
っ
て
も
ゆ
る
さ
れ
な
い
と
さ
れ
た
。

10　

万
暦
『
大
明
会
典
』
巻
一
七
三
・
一
七
四
。

11　

万
暦
『
大
明
会
典
』
巻
一
七
七
、「
天
順
二
年
、
令
毎
歳
霜
降
後
、
該
決
重
囚
、
三
法
司
会
多
官
審
録
、
著
為
令
」。
ま
た
、「
弘
治
二
年
、
令
法
司

毎
年
立
秋
時
、
将
在
外
監
候
一
応
死
罪
囚
犯
、
通
行
具
奏
、
転
行
各
該
巡
按
御
史
、
会
同
都
布
按
三
司
、
并
分
巡
分
守
、
南
北
直
隷
行
移
差
去
審
刑

主
事
、
会
同
巡
按
御
史
、
督
同
都
司
府
衛
、
従
公
研
審
、
除
情
真
罪
当
者
照
例
処
決
、
果
有
冤
抑
者
即
與
辯
理
、
情
可
矜
疑
者
徑
自
具
奏
定
奪
、
其

未
転
詳
者
責
令
転
詳
、
未
問
結
者
督
同
問
結
、
倶
要
遍
歴
衙
門
、
逐
一
研
審
、
著
為
令
」。

12　

京
師
の
刑
部
監
獄
に
収
監
さ
れ
た
監
候
死
罪
囚
を
対
象
と
す
る
再
審
理
手
続
を
「
朝
審
」
と
、
ま
た
各
地
方
の
監
獄
に
収
監
さ
れ
た
監
候
死
罪
囚

を
対
象
と
す
る
再
審
理
手
続
を
「
秋
審
」
と
称
す
る
が
、
以
下
本
稿
に
お
い
て
は
両
者
を
併
せ
「
秋
審
」
と
の
み
表
記
す
る
。
日
本
に
お
け
る
秋
審

研
究
の
概
略
は
拙
稿
「
日
本
に
お
け
る
秋
審
研
究
の
紹
介
と
今
後
の
課
題
」（『
中
国
史
研
究
』
四
七
輯
、
二
〇
〇
七
﹇
韓
国
﹈）。
ま
た
、
清
朝
初
期

の
秋
審
手
続
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
可
矜
と
可
疑―

清
朝
初
期
の
朝
審
手
続
及
び
事
案
の
分
類
を
め
ぐ
っ
て―

」（『
法
制
史
研
究
』
五

四
号
、
二
〇
〇
五
）、
及
び
「「
緩
決
」
の
成
立―

清
朝
初
期
に
お
け
る
監
候
死
罪
案
件
処
理
の
変
容―

」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
四
七
冊
、

二
〇
〇
五
）。

13　

清
朝
の
司
法
制
度
に
関
し
て
は
、
滋
賀
秀
三
『
清
代
中
国
の
法
と
裁
判
』（
創
文
社
、
一
九
八
四
）。
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14　

鄭
秦
・
趙
雄
編
『
清
代
「
服
制
」
命
案―

刑
科
題
本
檔
案
選
編
』（
中
国
政
法
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九
）
は
、
中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
所
蔵
の

刑
科
題
本
の
中
で
も
、
服
制
に
関
係
す
る
人
命
案
件
を
扱
う
題
本
に
附
さ
れ
た
貼
黄
（
題
本
の
概
要
を
示
し
た
も
の
で
、
題
本
の
末
尾
に
附
さ
れ
る
）

を
集
め
た
も
の
で
あ
り
、
事
案
の
概
要
・
当
該
事
案
に
対
す
る
裁
判
過
程
に
お
け
る
議
論
が
わ
か
る
が
、
秋
審
後
の
処
遇
ま
で
は
判
明
し
な
い
。

15　

救
父
情
切
が
軽
減
事
由
と
な
っ
た
事
案
と
し
て
は
『
本
朝
続
増
則
例
類
編
』
刑
部
五
、
殴
大
功
以
下
尊
長
、
救
母
殴
死
大
功
兄
免
死
減
等
（
梁
金

の
事
案
、
僉
妻
流
三
千
里
責
四
十
板
に
減
刑
）、
聴
従
父
命
の
例
は
『
定
例
成
案
合
鐫
』
巻
二
〇
闘
殴
、
奉
母
命
刺
死
胞
兄
援
案
（
潘
必
基
の
事
案
、

「
枷
責
」
に
減
刑
。
こ
の
事
案
は
『
駁
案
新
編
』
巻
二
三
、
聴
従
父
命
殴
死
逆
兄
減
等
枷
責
、
戴
節
の
事
案
に
援
引
さ
れ
て
お
り
、
載
節
は
枷
號
二
ヶ

月
責
四
十
板
に
減
刑
さ
れ
て
い
る
）、
誤
殺
の
例
は
『
定
例
成
案
合
鐫
』
巻
一
九
人
命
、
誤
傷
叔
母
致
死
成
案
（
黄
公
従
の
事
案
、
斬
監
候
に
改
擬
）、

絶
嗣
の
回
避
の
例
は
『
本
朝
続
増
則
例
類
編
』
刑
部
五
、
殴
期
親
尊
長
、
殴
死
胞
兄
父
母
倶
亡
皆
無
子
嗣
免
死
枷
責
（
李
鳳
生
の
事
案
、
枷
號
二
ヶ

月
責
四
十
板
に
減
刑
。
な
お
、
こ
の
事
案
で
は
絶
嗣
の
回
避
と
共
に
情
急
還
殴
で
あ
っ
て
も
と
も
と
兄
を
殺
そ
う
と
い
う
意
図
は
な
か
っ
た
こ
と
が

免
死
減
等
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
）。
な
お
、
服
制
の
関
係
す
る
誤
殺
に
関
し
て
は
中
村
正
人
「
清
律
誤
殺
再
考―

刑
罰
軽
減
事
由
と
し

て
の
観
点
か
ら―

」（『
金
沢
法
学
』
四
九
巻
一
号
、
二
〇
〇
六
）。
ま
た
絶
嗣
の
回
避
は
父
母
の
老
疾
を
理
由
と
す
る
刑
罰
の
減
免
制
度
で
あ
る
「
留

養
」
と
も
深
く
関
係
す
る
。
も
と
も
と
留
養
は
定
案
時
に
適
用
さ
れ
て
い
た
が
、
清
代
に
入
り
殺
人
な
ど
の
特
定
の
犯
罪
に
つ
い
て
は
秋
審
制
度
の

中
で
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
留
養
の
変
遷
、
清
代
に
お
け
る
留
養
に
つ
い
て
は
中
村
正
人
「
清
律
『
犯
罪
存
留
養
親
』
条
考
」（
一
）・（
二
・

完
）（『
金
沢
法
学
』
四
二
巻
二
号
、
二
〇
〇
〇
、
及
び
同
四
三
巻
三
号
、
二
〇
〇
一
）、
同
「
清
律
『
犯
罪
存
留
養
親
』
条
補
考
」（
一
）・（
二
・
完
）

（『
金
沢
法
学
』
四
五
巻
二
号
、
二
〇
〇
三
、
及
び
同
四
六
巻
二
号
、
二
〇
〇
四
）。
こ
れ
ら
軽
減
事
由
を
量
刑
に
反
映
す
る
に
際
し
て
い
か
な
る
手
続

が
と
ら
れ
て
い
た
の
か
、な
ぜ
免
死
後
の
処
理
に
差
が
生
ず
る
の
か
、さ
ら
に
は
い
か
な
る
時
代
的
変
遷
が
あ
る
の
か
、種
々
の
問
題
が
存
在
す
る
が
、

各
軽
減
事
由
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
に
細
か
な
議
論
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
を
ま
と
め
る
能
力
は
今
の
筆
者
に
は
な
い
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し

て
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

16　
『
高
宗
純
皇
帝
実
録
』
巻
一
九
八
、
乾
隆
八
年
八
月
辛
酉
（
一
一
日
）
条
。



東
洋
文
化
硏
究
所
紀
要　

第
百
五
十
五
册

― 50 ―

17　
『
大
清
律
例
按
語
』
巻
五
九
、
刑
律
闘
殴
、
殴
期
親
尊
長
。

18　
『
大
清
律
例
按
語
』
巻
五
九
、
刑
律
闘
殴
、
殴
大
功
以
下
尊
長
。

19　
『
大
清
律
例
通
考
』
巻
二
八
、
刑
律
闘
殴
下
、
殴
期
親
尊
長
に
お
い
て
、
乾
隆
一
一
年
の
条
例
に
つ
き
「﹇
乾
隆
﹈
十
六
年
、
律
例
館
以
有
関
服
制

両
請
之
例
、
業
已
不
行
、
均
刪
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

20　
『
大
清
律
例
按
語
』
巻
八
四
、
刑
律
闘
殴
下
、
殴
大
功
以
下
尊
長
、「
此
条
係
乾
隆
十
三
年
定
例
、
専
指
殴
死
本
宗
期
功
尊
長
律
応
斬
決
者
而
言
。

若
本
宗
緦
麻
尊
長
及
外
姻
小
功
緦
麻
尊
長
律
応
斬
候
者
、
除
救
父
情
切
及
辜
限
外
身
死
之
案
随
本
減
軍
、
本
夫
殺
死
蔑
倫
尊
長
之
案
随
本
減
流
、
例

有
専
条
外
、
餘
倶
照
殺
死
緦
麻
尊
長
本
律
擬
罪
、
不
在
夾
簽
声
請
之
例
。
但
例
内
未
経
分
晰
、
恐
致
歧
誤
、
応
於
首
句
有
服
尊
長
四
字
改
為
本
宗
期

功
尊
長
、
並
於
緦
麻
親
属
分
晰
辦
理
之
処
、
詳
細
添
註
、
以
昭
明
晰
」。

21　
『
大
清
律
例
按
語
』
巻
九
六
、
刑
律
闘
殴
下
、
殴
大
功
以
下
尊
長
、「
因
各
省
辦
理
卑
幼
殴
死
本
宗
期
功
尊
長
罪
干
斬
決
之
案
、
有
将
不
応
夾
簽
之

案
遽
行
声
請
、
亦
有
将
応
行
夾
簽
之
案
不
行
声
叙
者
、
且
往
往
有
抵
格
情
形
転
重
而
為
之
声
請
、
抵
戮
情
形
転
軽
而
不
為
声
請
者
。
総
縁
例
内
止
言

情
軽
及
核
其
情
節
実
可
矜
憫
、
並
未
載
明
是
否
有
心
干
犯
以
致
辦
理
分
岐
議
請
。
嗣
後
殴
死
期
功
尊
長
之
案
、
応
否
夾
簽
、
総
以
是
否
有
心
干
犯
為
断
。

如
卑
幼
実
係
被
殴
情
急
抵
路マ
マ

無
心
適
傷
者
、
該
督
撫
於
案
内
叙
明
係
抵
格
無
心
致
傷
並
非
有
心
干
犯
字
様
。
臣
部
核
擬
夾
簽
声
請
。
若
與
尊
長
互
相

争
門マ
マ

係
有
心
殴
打
以
致
斃
命
、
亦
於
案
内
将
有
心
干
犯
之
処
詳
細
叙
明
、
即
按
律
擬
以
斬
決
、
不
得
僅
以
抵
格
抵
戮
含
混
声
叙
」。

22　
『
読
例
存
疑
』
巻
三
六
、
刑
律
闘
殴
下
一
、
殴
大
功
以
下
尊
長
。

23　
『
刑
案
匯
覧
』
や
『
刑
案
匯
覧
続
編
』
な
ど
の
成
案
集
に
は
当
該
条
例
を
援
引
し
て
夾
簽
声
明
す
る
べ
き
や
否
や
を
議
論
し
て
い
る
事
例
が
散
見
せ

ら
れ
る
。

24　

拙
稿
「
清
朝
秋
審
に
お
け
る
緩
決
人
犯
の
減
等
に
つ
い
て
」（『
法
史
学
研
究
会
会
報
』
一
二
号
、
二
〇
〇
八
）。

25　
『
乾
隆
朝
上
諭
檔
』（
檔
案
出
版
社
、
一
九
九
一
）
第
二
冊
、
一
四
五
七
、
乾
隆
一
四
年
一
〇
月
三
日
。

26　

例
え
ば
乾
隆
三
年
の
秋
審
に
か
け
ら
れ
た
直
隷
の
賀
賢
齢
の
事
案
は
、
酒
に
酔
っ
た
期
親
の
胞
兄
に
殴
り
か
か
ら
れ
、
そ
れ
を
防
ご
う
と
し
た
と
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こ
ろ
、
た
ま
た
ま
手
に
持
っ
て
い
た
キ
セ
ル
で
傷
を
負
わ
せ
て
し
ま
い
、
胞
兄
は
そ
の
傷
が
も
と
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
内
容
で
、
賀
賢
齢
は

九
卿
議
奏
を
経
て
斬
立
決
か
ら
斬
監
候
に
改
め
ら
れ
、
秋
審
で
は
緩
決
と
判
断
さ
れ
て
い
る
（
中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
、
内
閣
刑
科
題
本
乾
隆
三
年
、

秋
審
朝
審
類
一
、
乾
隆
三
年
一
〇
月
六
日
、
刑
部
尚
書
徐
本
等
）。
同
年
の
河
南
の
事
例
で
は
、
救
父
の
た
め
に
小
功
叔
を
誤
傷
し
て
殺
害
し
た
党
金

玉
、
同
じ
く
救
父
の
た
め
に
小
功
兄
を
殺
害
し
た
孫
二
棋
が
、
同
様
に
立
決
か
ら
監
候
へ
と
改
め
ら
れ
、
秋
審
で
緩
決
と
判
断
さ
れ
て
い
る
（
同
秋

審
朝
審
類
三
六
、
乾
隆
三
年
一
〇
月
三
日
、
刑
部
尚
書
徐
本
等
）。

27　

以
下
『
乾
隆
朝
上
諭
檔
』
第
二
冊
、
二
三
二
八
、
乾
隆
一
六
年
一
〇
月
四
日
。

28　

註
24
前
掲
拙
稿
。

29　

招
冊
に
関
し
て
は
、
高
遠
拓
児
「
清
代
の
刑
部
と
秋
審
文
書
」（
川
越
泰
博
編
『
明
清
史
論
集―

中
央
大
学
川
越
研
究
室
二
十
周
年
記
念
』、
図

書
刊
行
会
、
二
〇
〇
四
）。

30　

高
遠
註
29
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
高
遠
氏
は
乾
隆
五
〇
年
の
招
冊
の
編
成
を
例
に
挙
げ
て
い
る
。
雍
正
三
年
に
情
実
・
緩
決
・
可
矜
に
分
け
て
作

成
す
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
が
（『
世
宗
憲
皇
帝
実
録
』
巻
三
五
、
雍
正
三
年
八
月
丁
亥
﹇
二
二
日
﹈
条
、「
諭
刑
部
、
嗣
後
直
隷
各
省
秋
審
、

情
実
緩
決
可
矜
人
犯
、
各
該
督
撫
、
仍
照
常
具
題
外
、
該
部
進
呈
黄
冊
時
、
著
将
情
実
緩
決
可
矜
三
項
分
別
、
彙
帰
各
項
、
仍
照
省
分
遠
近
為
序
、

従
雲
南
省
起
、
刊
刻
刷
印
進
呈
」）、
い
つ
の
時
点
で
緩
決
事
案
と
可
矜
事
案
と
が
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
判
明
し

な
い
。

31　

高
遠
拓
児
「
秋
審
勾
決
考―

清
代
に
お
け
る
死
刑
執
行
の
手
続―

」（『
社
会
文
化
史
学
』
四
〇
号
、
一
九
九
九
）。

32　

以
下
、『
乾
隆
朝
上
諭
檔
』
第
二
冊
、
二
五
五
八
、
乾
隆
一
七
年
九
月
一
八
日
。

33　
『
乾
隆
朝
上
諭
檔
』
第
二
冊
、
二
九
一
二
、
乾
隆
一
八
年
九
月
二
五
日
。

34　

高
遠
註
31
前
掲
論
文
。

35　
『
嘉
慶
道
光
両
朝
上
諭
檔
』（
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）
第
五
冊
、
一
〇
四
五
、
嘉
慶
五
年
八
月
二
四
日
。
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36　

高
遠
註
31
前
掲
論
文
。

37　

沈
家
本
『
秋
審
比
校
条
款
附
案
』
巻
一
、
服
制
。

38　

中
村
茂
夫
「
秋
審
余
滴
」（『
愛
大
史
学
』
八
号
、
一
九
九
九
）。

39　

各
省
で
は
督
撫
主
導
の
も
と
審
理
が
行
わ
れ
、そ
の
た
め
に
各
州
県
監
獄
に
収
監
さ
れ
る
監
候
人
犯
を
省
城
ま
で
護
送
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
を
「
提
犯
」・「
解
犯
」
等
称
す
る
が
、
提
犯
の
回
数
は
徐
々
に
制
限
さ
れ
た
。
ま
ず
雍
正
八
年
に
情
実
・
緩
決
人
犯
は
三
次
ま
で
と
定
ま
り
、

次
い
で
乾
隆
二
五
年
に
緩
決
人
犯
は
二
次
ま
で
と
な
り
、
乾
隆
三
三
年
か
ら
四
一
年
ま
で
の
提
犯
自
体
が
実
施
さ
れ
な
い
時
期
を
経
て
、
乾
隆
四
三

年
に
緩
決
人
犯
は
一
次
ま
で
と
な
っ
た
。こ
れ
以
降
、緩
決
人
犯
の
直
接
審
理
は
一
回
の
み
と
な
る
。秋
審
人
犯
の
提
犯
に
つ
い
て
は
、高
遠
拓
児「
清

代
地
方
秋
審
の
手
続
と
人
犯
管
理―

乾
隆
年
代
に
お
け
る
提
犯
・
巡
歴
・
留
禁
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て―

」（『
史
学
雑
誌
』
一
一
〇
編
六
号
、
二

〇
〇
一
）。

40　

乾
隆
二
六
年
に
九
卿
会
審
に
お
け
る
緩
決
人
犯
の
審
理
は
緩
決
三
次
ま
で
と
な
り
、
さ
ら
に
乾
隆
三
四
年
に
は
緩
決
一
次
ま
で
と
な
っ
た
。
緩
決

四
次
以
降
あ
る
い
は
二
次
以
降
の
人
犯
は
九
卿
会
審
に
お
い
て
名
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
皇
帝
へ
の
題
本
に
は
事
件
数
・
名
数
が
記
載
さ
れ
る
に
と
ど

ま
っ
た
。
註
24
前
掲
拙
稿
。

41　

註
24
前
掲
拙
稿
。

42　

沈
家
本
『
叙
雪
堂
故
事
刪
賸
』（『
中
国
珍
稀
法
律
典
籍
集
成
』
丙
編
第
三
冊
、
科
学
出
版
社
、
一
九
九
四
）、
緩
決
三
次
人
犯
減
等
条
款
。

43　

以
下
に
整
理
す
る
刑
部
の
上
奏
に
つ
い
て
は
沈
家
本
『
叙
雪
堂
故
事
』（
前
掲
註
42
書
所
収
）、
致
斃
緦
麻
尊
長
情
実
二
次
改
緩
。

44　
『
秋
審
比
校
条
款
附
案
』
巻
一
、
服
制
。

45　

阮
葵
生
『
秋
讞
志
略
』、
計
開
比
対
緩
決
可
矜
条
款
。
救
父
情
切
に
関
し
て
は
「
救
親
案
件
、
如
係
父
已
年
老
不
能
拒
敵
、
或
被
殴
傷
重
勢
在
危
急
、

或
母
被
欺
辱
女
流
力
弱
不
能
脱
身
負
傷
喊
救
、
其
子
情
急
救
護
殴
傷
者
、
応
入
可
矜
。
至
於
事
非
危
急
、
或
死
者
已
被
父
殴
傷
、
情
似
共
殴
者
、
不

得
概
従
矜
減
」、
ま
た
戯
殺
に
関
し
て
は
「
戯
殺
誤
殺
案
件
、
如
係
一
時
失
手
、
死
由
跌
掽
、
並
無
争
闘
情
形
者
、
倶
応
列
入
可
矜
。
其
餘
事
雖
戯
誤
、
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而
傷
重
立
斃
、
及
誤
殺
婦
女
幼
孩
者
、
倶
応
緩
決
」
と
あ
る
。

46　

沈
家
本
は
『
秋
審
比
校
条
款
附
案
』
に
お
い
て
、「
致
斃
本
宗
緦
尊
之
案
、
乾
隆
年
間
辦
理
最
厳
」
と
述
べ
て
い
る
。
趙
亞
九
・
杜
廷
順
・
黄
煊
権

は
そ
の
例
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

47　

例
年
各
省
秋
審
事
案
に
対
す
る
九
卿
会
審
は
八
月
二
〇
日
前
後
に
始
ま
り
、
八
月
末
か
ら
九
月
初
頃
に
終
了
し
て
い
た
（『
叙
雪
堂
故
事
刪
賸
』、

九
卿
上
班
日
期
）。
乾
隆
二
九
年
秋
審
に
関
し
て
い
え
ば
、
残
念
な
が
ら
『
叙
雪
堂
故
事
刪
賸
』
に
は
そ
の
会
審
実
施
期
日
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い

が
、お
そ
ら
く
九
月
四
日
の
段
階
で
は
四
川
・
広
東
の
事
案
は
審
議
を
終
え
、皇
帝
に
対
す
る
結
果
報
告
書
作
成
が
進
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
時
期
に
刑
部
が
上
奏
文
を
出
し
た
の
は
九
卿
会
審
に
お
い
て
も
三
犯
の
処
遇
に
つ
い
て
議
論
と
な
り
、
皇
帝
の
判
断
が
必
要
と
な
っ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。

48　
『
乾
隆
朝
上
諭
檔
』
第
四
冊
、
一
三
九
六
、
乾
隆
二
九
年
九
月
五
日
。

49　

註
48
前
掲
史
料
、「
舒
赫
徳
喋
喋
議
緩
、
惟
恐
不
及
。
是
已
挙
三
宥
自
居
、
朕
将
無
所
庸
其
矜
恤
。
豈
不
転
以
議
殺
帰
過
於
上
乎
。
昨
定
擬
頼
宏
典

一
案
、
舒
赫
徳
辦
理
顛
倒
、
方
降
旨
申
飭
議
処
。
此
奏
随
接
踵
而
至
尤
堪
駭
。
惟
前
秦
蕙
田
以
病
假
帰
。
朕
意
、
舒
赫
徳
素
性
好
名
、
必
将
有
挟
其

故
智
、
另
立
局
面
、
以
博
庸
愚
無
識
之
人
謬
為
称
誉
者
。
今
果
然
、
故
智
復
萌
矣
。
且
舒
赫
徳
為
満
州
尚
書
、
今
乗
漢
尚
書
之
南
帰
、
而
亟
亟
改
其

章
程
、
以
博
寛
厚
之
名
、
庸
愚
者
因
為
称
許
、
而
有
識
者
且
将
笑
罵
矣
。
夫
執
法
之
司
、
必
以
明
允
協
中
為
尚
、
寛
厳
本
無
成
見
。
若
但
存
猥
鄙
之
末
、

見
欲
以
寛
自
処
、
則
厳
将
誰
帰
其
居
心
行
事
尚
可
復
問
乎
。
舒
赫
徳
屡
以
乖
謬
干
譴
均
邀
矜
宥
、
不
但
不
知
懲
艾
、
又
従
而
加
甚
焉
。
小
有
才
而
未

聞
大
道
。
将
来
設
自
罹
重
辟
、
他
人
之
與
秋
讞
者
、
恐
未
必
敢
於
情
実
中
為
伊
請
改
緩
決
也
。
舒
赫
徳
著
伝
旨
厳
行
申
飭
、
摺
擲
還
」。

50　
『
乾
隆
朝
上
諭
檔
』
第
四
冊
、
一
四
〇
一
、
乾
隆
二
九
年
九
月
六
日
、「
此
等
服
制
攸
関
人
犯
、
毎
当
秋
讞
、
刑
部
九
卿
詳
慎
核
擬
、
歴
年
具
有
成
案
。

今
舒
赫
徳
竟
行
具
摺
奏
請
。
伊
既
称
有
例
可
援
。
著
伝
諭
舒
赫
徳
、
令
其
将
十
年
以
来
此
種
案
犯
、
有
経
督
撫
列
入
情
実
而
刑
部
九
卿
駁
改
緩
決
者
、

前
後
凡
有
若
干
案
、
即
速
査
明
核
実
覆
奏
。
此
係
昨
日
面
降
諭
旨
、
軍
機
大
臣
等
忘
写
、
朕
晩
閲
覆
旨
、
亦
未
検
点
。
今
憶
起
。
令
書
呈
者
」。

51　

註
43
前
掲
史
料
。
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52　
『
乾
隆
朝
上
諭
檔
』
第
四
冊
、
一
四
一
四
、
乾
隆
二
九
年
九
月
一
四
日
。
皇
帝
は
同
上
諭
の
中
で
「
如
三
案
内
已
有
緩
至
七
八
次
之
犯
即
照
例
仍
入

情
実
総
属
不
予
勾
者
、
其
於
緩
決
亦
無
大
区
別
、
或
遇
矜
恤
之
典
、
未
嘗
不
可
再
行
議
緩
議
矜
。
若
当
秋
審
時
竟
奏
明
先
改
緩
決
、
幾
若
定
有
規
条
、

則
冊
内
所
存
皆
実
係
謀
故
難
貸
之
人
並
無
一
二
情
節
稍
軽
可
以
待
朕
別
択
者
。
豈
能
転
於
各
犯
中
曲
法
予
以
不
勾
。
是
伊
等
所
進
情
実
犯
中
、
竟
不

令
朕
寛
免
一
人
矣
」
と
述
べ
て
お
り
、
否
定
的
な
態
度
が
な
お
崩
れ
て
い
な
か
っ
た
様
子
が
窺
え
る
。

53　
『
乾
隆
朝
上
諭
檔
』
第
四
冊
、
一
四
三
二
、
乾
隆
二
九
年
九
月
二
六
日
。

54　
『
秋
讞
志
略
』、
計
開
比
対
情
実
緩
決
各
款
。

55　

清
朝
後
半
に
流
布
し
た
秋
審
条
款
に
は
い
く
つ
か
の
版
本
が
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
『
大
清
律
例
増
修
統
纂
集
成
』
に
所
収
の
秋
審
条
款
を

参
照
す
る
。
秋
審
条
款
の
成
立
・
流
布
過
程
お
よ
び
版
本
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
高
遠
拓
児
「
清
代
秋
審
制
度
と
秋
審
条
款―

と
く
に
乾
隆
・

嘉
慶
年
間
を
中
心
と
し
て―
」（『
東
洋
学
報
』
八
一
巻
二
号
、
一
九
九
九
）。

56　

秋
審
条
款
、
職
官
服
制
に
は
「
殴
死
本
宗
緦
麻
尊
属
之
案
、（
増
、
不
入
服
制
冊
。
惟
、
道
光
十
七
年
、
安
徽
汪
書
容
聴
従
父
命
、
活
埋
罪
犯
応
死

緦
尊
、
由
立
決
改
監
候
、
外
緩
改
実
。
査
案
酌
入
服
制
冊
。）
刃
傷
者
向
多
入
実
。
如
救
親
情
切
、
或
致
斃
蔑
倫
尊
長
、
並
情
急
搪
抵
傷
軽
、
及
戮
止

一
傷
死
非
徒
手
者
、
雖
属
刃
傷
亦
可
酌
量
入
緩
。
其
理
直
手
足
他
物
傷
軽
者
応
入
緩
決
。
再
、
親
属
重
姦
不
重
盗
、
若
殴
死
行
窃
尊
長
、
並
因
銭
債

細
故
而
行
殴
情
兇
傷
重
者
、
倶
不
応
率
行
議
緩
。（
按
、
此
係
向
辦
旧
章
。
近
年
金
刃
三
傷
以
上
者
、
亦
不
可
軽
擬
緩
決
。）」
と
あ
る
。

57　
『
秋
審
比
校
条
款
附
案
』
巻
一
、
服
制
。

58　

常
犯
に
関
し
て
は
『
乾
隆
朝
上
諭
檔
』
第
七
冊
、
一
九
八
九
、
乾
隆
三
九
年
一
〇
月
一
七
日
、「
旨
、
嗣
後
秋
審
朝
審
情
実
人
犯
、
有
経
十
次
未
勾

者
、
著
刑
部
査
明
、
於
下
次
改
入
緩
決
、
但
不
得
擅
改
可
矜
。
著
為
令
」。
ま
た
官
犯
に
関
し
て
は
、
同
二
〇
二
三
、
乾
隆
三
九
年
一
一
月
四
日
、「
旨
、

朝
審
情
実
官
犯
、
旧
案
餘
存
者
太
多
。
著
交
該
部
査
明
、
有
経
五
次
未
勾
者
、
則
改
入
緩
決
。
但
不
得
擅
改
可
矜
。
著
為
令
」。
官
犯
は
乾
隆
四
二
年

に
情
実
免
勾
十
次
に
し
て
は
じ
め
て
緩
決
に
改
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
た
。『
乾
隆
朝
上
諭
檔
』
第
八
冊
、
二
〇
五
七
、
乾
隆
四
二
年
一
〇

月
四
日
「
嗣
後
、
秋
審
朝
審
情
実
官
犯
、
有
経
十
次
未
勾
者
、
著
刑
部
査
明
、
改
入
緩
決
。
但
官
犯
非
常
犯
可
比
、
既
改
緩
決
後
、
如
遇
応
査
辦
緩
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決
三
次
時
、
不
得
與
常
犯
一
例
減
等
。
其
中
或
有
応
行
寛
宥
者
、
候
朕
随
時
特
降
諭
旨
」。

59　

秋
審
条
款
、
職
官
服
制
。

60　

子
・
孫
に
よ
る
祖
父
母
父
母
の
過
失
殺
は
律
の
規
定
で
は
流
三
千
里
で
あ
る
が
、
乾
隆
二
八
年
に
絞
立
決
へ
と
改
め
ら
れ
た
。『
大
清
律
例
按
語
』

巻
五
七
、
刑
律
人
命
、
戯
殺
誤
殺
過
失
殺
傷
人
、「
子
孫
過
失
殺
祖
父
母
父
母
者
擬
絞
立
決
」。
道
光
二
三
年
に
は
殴
祖
父
母
父
母
律
へ
と
移
り
、
そ

の
際
子
・
孫
の
妻
に
よ
る
夫
の
祖
父
母
父
母
の
過
失
殺
も
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（『
読
例
存
疑
』
巻
三
七
、
刑
律
闘
殴
下
二
、
殴
祖
父
母
父
母
）。

奴
婢
に
よ
る
家
長
の
過
失
殺
は
乾
隆
三
一
年
に
絞
立
決
と
規
定
さ
れ
た
。『
読
例
存
疑
』
巻
三
六
、
刑
律
闘
殴
下
一
、
奴
婢
殴
家
長
、「
奴
婢
過
失
殺

家
長
者
擬
絞
立
決
」。
但
し
こ
れ
ら
は
夾
簽
声
明
に
よ
っ
て
監
候
に
改
め
ら
れ
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。『
読
例
存
疑
』
巻
三
四
、
刑
律
人
命
三
、

戯
殺
誤
殺
過
失
殺
傷
人
、「
子
孫
過
失
殺
祖
父
母
父
母
、
及
子
孫
之
婦
過
失
殺
夫
之
祖
父
母
父
母
、
定
案
時
仍
照
本
例
問
擬
絞
決
、
法
司
核
其
情
節
、

実
係
耳
目
所
不
及
、
思
慮
所
不
到
、
與
律
註
相
符
者
、
准
将
可
原
情
節
照
服
制
情
軽
之
例
、
夾
簽
声
明
、
恭
候
欽
定
、
改
為
擬
絞
監
候
。
至
妻
妾
過

失
殺
夫
、
奴
婢
過
失
殺
家
長
、
亦
照
此
例
辦
理
」。

61　
『
嘉
慶
道
光
両
朝
上
諭
檔
』
第
一
六
冊
、
五
四
、
嘉
慶
一
六
年
一
月
二
二
日
。
事
案
の
内
容
は
以
下
の
通
り
。
張
羅
氏
は
自
殺
し
て
王
家
澤
を
陥
れ

よ
う
と
し
、
嫁
の
陳
氏
に
砒
素
を
取
っ
て
こ
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
陳
氏
が
当
初
肯
ん
じ
な
か
っ
た
た
め
、
王
家
澤
の
家
に
行
っ
て
恐
嚇
す
る
だ
け
で

本
当
に
飲
み
は
し
な
い
と
だ
ま
し
、
よ
う
や
く
砒
素
を
持
っ
て
こ
さ
せ
、
陳
氏
が
そ
の
場
か
ら
離
れ
た
隙
に
飲
ん
で
し
ま
っ
た
。
陳
氏
は
そ
れ
を
知

る
や
、
そ
の
場
で
大
声
で
泣
き
叫
び
助
け
を
求
め
た
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
張
羅
氏
の
夫
の
妾
で
あ
る
賀
氏
の
証
言
が
あ
る
。
賀
氏
は
ま
た
嫁
陳

氏
を
責
め
る
に
お
よ
ば
な
い
と
し
て
い
る
。
上
諭
は
、
陳
氏
を
凌
遅
処
死
か
ら
斬
監
候
に
改
め
、
本
年
の
秋
審
に
お
い
て
服
制
冊
に
入
れ
て
処
理
す

る
よ
う
命
じ
て
い
る
。

62　
『
大
清
律
例
按
語
』
巻
五
九
、
刑
律
闘
殴
、
殴
大
功
以
下
尊
長
、
乾
隆
一
六
年
の
条
例
、「
凡
聴
従
下
手
殴
本
宗
小
功
大
功
兄
及
尊
属
至
死
者
、
除

実
係
迫
於
尊
長
威
嚇
勉
従
下
手
邂
逅
至
死
者
、
仍
照
律
減
等
科
断
外
、
若
尊
長
僅
令
殴
打
而
輒
行
畳
殴
多
傷
至
死
者
、
将
下
手
之
犯
擬
斬
監
候
」。

63　
『
大
清
律
例
按
語
』
巻
五
七
、
刑
律
人
命
、
威
逼
人
致
死
、
乾
隆
四
八
年
の
条
例
、「
凡
子
孫
不
孝
致
祖
父
母
父
母
自
盡
之
案
、
如
審
有
触
忤
干
犯
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情
節
以
致
忿
激
軽
生
窘
迫
自
盡
者
、
即
擬
斬
立
決
。
其
本
無
触
忤
情
節
、
但
其
行
為
違
犯
教
令
以
致
抱
忿
軽
生
自
盡
者
、
擬
以
絞
候
。
妻
妾
於
夫
之

祖
父
母
父
母
有
犯
罪
同
」。
ま
た
、
同
巻
八
三
、
刑
律
人
命
、
威
逼
人
致
死
、
嘉
慶
六
年
の
条
例
、「
妻
妾
悍
溌
逼
迫
其
夫
致
死
者
擬
絞
立
決
。
若
釁

起
口
角
事
渉
微
細
並
無
逼
迫
情
状
、
其
夫
軽
生
自
盡
者
、
照
子
孫
違
犯
教
令
致
父
母
軽
生
自
盡
例
、
擬
絞
監
候
」。

64　
『
読
例
存
疑
』
巻
三
四
、
刑
律
人
命
三
、
威
逼
人
致
死
、
律
文
、「
若
（
卑
幼
）
因
事
逼
迫
期
親
尊
長
致
死
者
、
絞
（
監
候
）。
大
功
以
下
、
逓
減
一

等
」。

65　
『
秋
審
比
校
条
款
附
案
』
巻
一
、
服
制
、「
逼
迫
期
親
尊
長
致
死
、
…
…
倶
在
常
犯
冊
内
。
妻
衅
起
口
角
並
無
逼
迫
情
状
致
夫
軽
生
自
盡
、
亦
散
在

常
犯
冊
内
」。

66　

以
上
は
『
大
清
律
例
按
語
』
巻
五
九
、
刑
律
闘
殴
、
殴
期
親
尊
長
。
乾
隆
六
〇
年
に
条
例
と
し
て
纂
修
さ
れ
た
。
言
及
の
あ
る
上
諭
は
『
乾
隆
朝

上
諭
檔
』
第
一
七
冊
、
二
七
五
、
乾
隆
五
七
年
一
一
月
一
一
日
で
あ
る
。
嘉
慶
六
年
に
は
「
卑
幼
刃
傷
期
親
尊
長
尊
属
外
祖
父
母
之
案
」
へ
と
変
更

が
加
え
ら
れ
て
い
る
（『
大
清
律
例
按
語
』
巻
八
四
、
刑
律
闘
殴
下
、
殴
期
親
尊
長
）。

67　
『
読
例
存
疑
』
巻
三
五
、
刑
律
闘
殴
上
、
保
辜
限
期
。

68　
『
大
清
律
例
按
語
』
巻
五
九
、
刑
律
闘
殴
、
殴
大
功
以
下
尊
長
。

69　
『
大
清
律
例
按
語
』
巻
八
四
、
刑
律
闘
殴
下
、
殴
大
功
以
下
尊
長
。
上
諭
は
『
嘉
慶
道
光
両
朝
上
諭
檔
』
第
七
冊
、
七
九
四
、
嘉
慶
七
年
九
月
一
二

日
で
あ
る
。

70　

註
63
参
照
。

71　
『
秋
審
比
校
条
款
附
案
』
に
よ
れ
ば
、
嘉
慶
一
八
年
に
は
こ
の
類
型
の
事
案
で
緩
決
と
な
っ
た
も
の
が
あ
る
と
い
う
。
沈
家
本
は
む
し
ろ
「
違
犯
義

父
母
教
令
致
令
自
盡
、
不
入
服
制
冊
、
応
帰
常
犯
入
緩
」
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
義
子
に
つ
い
て
は
註
1
前
掲
滋
賀
書
。

72　
『
大
清
律
集
解
附
例
』
巻
一
九
、
刑
律
人
命
、
謀
殺
祖
父
母
父
母
、「
其
尊
長
謀
殺
（
本
宗
及
外
姻
）
卑
幼
、
已
行
者
、
各
依
故
殺
罪
減
二
等
。
已

傷
者
、
減
一
等
。
已
殺
者
、
依
故
殺
法
（
依
故
殺
法
者
、
謂
各
依
闘
殴
条
内
尊
長
故
殺
卑
幼
律
論
罪
）」。
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73　
『
大
清
律
例
按
語
』
巻
二
〇
、
刑
律
闘
殴
下
、
殴
期
親
尊
長
。

74　
『
皇
明
条
法
事
類
纂
』
巻
三
六
。
な
お
、
成
立
の
詳
し
い
背
景
は
不
明
。

75　
『
大
清
律
例
集
解
附
例
』
巻
二
〇
、
刑
律
闘
殴
、
殴
期
親
尊
長
。

76　
『
大
清
律
例
通
考
』
巻
二
八
、
刑
律
闘
殴
下
、
殴
期
親
尊
長
。
雍
正
三
年
に
条
例
と
し
て
編
纂
。

77　
『
大
清
律
例
按
語
』
巻
五
九
、
刑
律
闘
殴
、
殴
期
親
尊
長
。
乾
隆
五
年
に
条
例
と
し
て
編
纂
。

78　
『
大
清
律
例
按
語
』
巻
五
九
、
刑
律
闘
殴
、
殴
期
親
尊
長
。

79　
『
大
清
律
例
按
語
』
巻
五
九
、
刑
律
闘
殴
、
殴
期
親
尊
長
。
な
お
乾
隆
五
二
年
に
は
、「
乃
自
定
例
以
来
、
各
省
因
有
照
平
人
一
例
辦
理
之
文
、
遂

将
謀
故
殺
卑
幼
図
詐
図
頼
他
人
財
物
罪
応
充
軍
絞
候
之
案
、
概
照
平
人
一
例
問
擬
斬
罪
、
雖
経
臣
部
随
案
駁
改
、
而
外
省
問
刑
衙
門
於
此
条
定
例
本

義
尚
未
明
晰
」
と
の
理
由
か
ら
、「
凡
有
服
尊
長
殺
死
卑
幼
、
如
係
図
謀
卑
幼
財
産
殺
害
卑
幼
之
命
、
並
強
盗
卑
幼
資
財
放
火
殺
人
、
及
図
姦
謀
殺
等

案
、
悉
照
平
人
一
例
辦
理
、
不
得
復
依
服
制
寛
減
。
其
餘
尋
常
親
属
相
盗
及
因
図
詐
図
頼
他
人
財
物
謀
故
殺
死
卑
幼
之
案
、
仍
依
服
制
科
断
」
と
の

文
言
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。

80　

註
87
所
掲
の
改
訂
後
の
条
例
を
参
照
。

81　
『
大
清
律
例
按
語
』
巻
五
九
、
刑
律
闘
殴
、
殴
期
親
尊
長
。

82　
『
大
清
律
例
按
語
』
巻
五
九
、
刑
律
闘
殴
、
殴
期
親
尊
長
。

83　
『
大
清
律
例
按
語
』
巻
五
九
、
刑
律
闘
殴
、
殴
期
親
尊
長
。

84　
『
大
清
律
例
按
語
』
巻
五
九
、
刑
律
闘
殴
、
殴
期
親
尊
長
。

85　

謀
殺
に
つ
い
て
は
、『
大
清
律
集
解
附
例
』
巻
一
九
、
刑
律
人
命
、
謀
殺
人
、「
凡
謀
（
或
謀
諸
心
、
或
謀
諸
人
）
殺
人
、
造
意
者
、
斬
（
監
候
）、

従
而
加
功
者
、
絞
（
監
候
）、
不
加
功
者
、
杖
一
百
流
三
千
里
。
…
…
若
因
而
得
財
者
、（
無
問
殺
人
與
否
）
同
強
盗
不
分
首
従
論
、
皆
斬
」。
ま
た
故

殺
に
つ
い
て
は
、
同
、
闘
殴
及
故
殺
人
、「
故
殺
者
、
斬
（
監
候
）」。
幼
孩
の
謀
殺
に
つ
い
て
は
、
乾
隆
五
三
年
に
「
凡
謀
死
幼
孩
之
案
、
除
年
在
十
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歳
以
上
者
仍
照
例
辦
理
外
、
如
有
将
未
至
十
歳
之
幼
孩
逞
忿
謀
殺
者
、
首
犯
擬
斬
立
決
、
従
而
加
功
之
犯
擬
絞
立
決
、
其
従
而
不
加
功
者
仍
照
本
律

杖
一
百
流
三
千
里
」
と
の
条
例
が
定
ま
っ
て
い
る
（『
大
清
律
例
按
語
』
巻
五
六
、
刑
律
人
命
、
謀
殺
人
）。

86　
『
大
清
律
例
按
語
』
巻
八
四
、
刑
律
闘
殴
下
、
殴
期
親
尊
長
。
改
訂
後
の
規
定
は
「
期
親
尊
長
因
争
奪
弟
姪
財
産
官
職
及
平
素
仇
隙
不
睦
有
意
執
持

兇
器
故
殺
弟
姪
者
、
如
被
殺
弟
姪
年
在
十
一
歳
以
上
、
将
故
殺
之
尊
長
擬
絞
監
候
、
仍
断
給
財
産
一
半
與
被
殺
之
家
養
贍
。
若
弟
姪
年
在
十
歳
以
下

幼
少
無
知
、
尊
長
因
図
占
財
産
官
職
挟
嫌
惨
殺
毒
斃
者
、
悉
依
凡
人
謀
故
殺
律
擬
斬
監
候
。
如
無
争
奪
挟
仇
情
節
、
無
論
年
載
、
仍
照
本
律
例
定
擬
」。

87　
『
読
例
存
疑
』
巻
三
六
、
刑
律
闘
殴
下
一
。
改
訂
後
の
規
定
は
、「
功
服
以
下
尊
長
殺
死
卑
幼
、
如
係
図
謀
卑
幼
財
産
殺
害
卑
幼
之
命
、
並
強
盗
卑

幼
資
財
放
火
殺
人
及
図
姦
謀
殺
等
案
、
悉
照
平
人
謀
故
殺
律
問
擬
斬
候
、
不
得
復
依
服
制
寛
減
。
其
餘
尋
常
親
属
相
盗
及
因
図
詐
図
頼
他
人
財
物
謀

故
殺
死
卑
幼
之
案
、
仍
依
服
制
科
断
」、
及
び
「
功
服
以
下
尊
長
殺
死
卑
幼
、
因
其
父
兄
伯
叔
素
無
資
助
、
及
相
待
刻
薄
、
挟
有
夙
嫌
、
将
其
十
歳
以

下
幼
小
子
女
弟
姪
遷
怒
、
故
行
殺
害
、
図
洩
私
忿
者
、
悉
照
凡
人
謀
故
殺
本
律
擬
斬
監
候
、
不
得
復
依
服
制
科
断
。
其
挟
嫌
謀
殺
卑
幼
年
在
十
一
歳

以
上
、
並
其
餘
謀
故
卑
幼
之
案
、
仍
照
律
擬
絞
監
候
」。

88　
『
秋
讞
志
略
』、
計
開
比
対
情
実
緩
決
各
款
。

89　

秋
審
条
款
、
職
官
服
制
。

90　

伊
藤
洋
二
「
清
代
に
お
け
る
秋
審
の
実
態
」（
中
央
大
学
『
ア
ジ
ア
史
研
究
』
一
一
号
、
一
九
八
七
）、
高
遠
註
55
前
掲
論
文
。

91　

例
え
ば
、
秋
審
条
款
に
よ
れ
ば
、「
凡
人
謀
故
之
案
、
倶
應
情
実
。
如
死
者
之
父
係
姦
淫
伊
妻
伊
女
伊
母
、
或
婦
女
被
死
之
父
強
逼
嫁
売
気
忿
謀
殺

未
遂
因
而
殺
死
其
子
仍
科
本
律
者
、
可
以
緩
決
」（
秋
審
条
款
、
人
命
）
と
あ
り
、
常
犯
の
謀
故
殺
は
、
一
部
例
外
が
あ
る
に
し
て
も
、
謀
故
殺
な
る

が
故
に
情
実
と
判
断
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

92　
『
秋
審
比
校
条
款
附
案
』
巻
一
、
服
制
、「
又
按
、
此
条
期
功
緦
不
復
分
別
、
惟
服
制
既
有
遠
近
之
分
、
秋
審
亦
応
有
寛
厳
之
別
。
況
期
服
卑
幼
係

由
生
入
死
、
似
未
可
與
功
緦
並
論
。
向
年
成
案
期
親
與
功
緦
分
列
両
門
、
非
無
意
也
。
既
以
功
緦
而
論
、
緦
麻
去
凡
人
一
間
、
功
服
則
較
親
矣
。
致

死
尊
長
之
案
、
功
緦
相
去
懸
絶
、
則
致
死
卑
幼
之
案
、
功
緦
不
無
区
別
也
」。
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93　

高
遠
註
31
前
掲
論
文
。

94　
『
秋
讞
志
略
』、
計
開
比
対
情
実
緩
決
各
款
。

【
付
記
】
本
稿
は
平
成
一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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